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曾 告

臨 時 穂 曾 開 催 通 知

奔 啓 賞 協 舎 臨 時 総 曾 テ 下 記 ノ 通 開 催 可 致 候 間 御 出

席被下度右御通知申上候

遁テ線曾ハ定款第二十四俊二依リ 倉員数ノ十分ノ 一以上則

チ武百拾四名以上出席スノレニ非サレハ成立セサノレ次第二付

蔦障御繰合セノ上何卒径jJ 出席被下度候

昭 和 十 六 年 五 月 一 日

日 本 建 築 協 曾 曾 長 片 岡 安

曾 員 ( 賛助員チ除ク ) 殿

時 五月十日( 土) 午後五時宇集合食後六時開曾

所 協曾倶楽部室( 大阪市北匿中之島朝日ビノレ四階 )

議 事 細 則 一 部 費 更 ニ 関 ス ル 件

五 月 例 曾 開 催 通 知

五月机if i [ として下記の過ち庭園協舎と共同主催の下に臥米に於りる足築、 橋梁、庭園等の

原色窮民の眼識舎を{催します。布は米闘大翠庭医塵土下 山霊丸氏が多年K 豆 り苦心の結果撮

影され? こるも ので東都l乞於ては皇族方; b l : 他知名の土に紹介され? こる近来稀に見る映覇であり

ますが此度庭園協舎の斡旋で同氏持参特に我々の? こめ英機合を輿へられにものです。観覧御

希望の方は満員K ならぬ内御申込み下さい。

昭ご和 十 六 年 五 月 一 日

位圏法人日 本 建 築 協 曾

一. 時 五 月 十 六 日 ( 金 ) 午 後 六 時

一. 所 大 林 組 六 階 ( 市 電 宋 紳 橋 停 留 所 前 )

ー . 映 書 曾 欧米風景の天然色寓異十六ミ 9 数十巻

一 . 申込〆切 はがきにて十三日迄申込の事 但曾場に制限あ'1)満員 とな

ち衣第〆切ります O



曾
正ド

ロ

五 月 見 翠 曾

五月見皐は新織の日耀を期し下記の通り男山人幡宮に参奔祈

願の上司稿寺に詣で護園の英霊の唄幅を祈り講話並に建物見

撃 後 続途 ? 同 列 席 、 松 花 堂 等 の 史蹟 、 庭 園 、 茶 室 を 訪 ね る こ さ 〉

致します。何卒下記要項により奮て御申込下さる様希望致し

ます。

1. 日 時 五 月 十 八 日 ( 日 ) 午前十時三十分集合( 1 J i 間不論、時間励行)

1. 集合所 石 清 水 八 幡 宮 正 問 前( 京阪電車八幡野下車、 「ケーフ勺vJ に 乗

り換へ頂上下車)

1. 見 皐 ( 八幡官より徒歩約20町 に し て 凶 稿 寺 に 至る〉

イ 、 圃 福 寺 ( 同 寺 に 於 て 精 差 料 理 を 中 食 )

英軍の隈踊析稽、講話、岡賢( ダノV マ大 !':11 i 像) 、御殿( 高松宮殿

下御下賜) 、修養道場、其他建物等

ロ、 洞ケ峠

J 、、松花堂 ( 茶室、庭問等〕

1. 奮 費 金 武 園 也 ( 施餓鬼料並中食代共)

1. 交 逼 費 総 て 自 燐

1. 申 込往復はがき( 返信表裏共白紙) にて五月十四日迄に

申込みのこと

見 皐 先 概 要

0 圃 福 寺 雄徳山図師寺は柿出場として名高き寺なるが特に聖徳太子主達磨大師が片岡山奇

過 の因縁で大師自作の達磨の空宇像を後世片岡大和守光次が此寺に安置し仁左傍へられてゐ

る。中興斯経和向は白隠門下の四天王の一人で道場建立に念願し天明二年頃より寛政中年

頃迄の聞に蹄堂 、庵室、堂字、Fli裡、達磨堂等完成輪奥の美を極め?こる山、又天明八年に

は束嶺和向が有名な碧臨銭{ t > 編してゐる

重なる建造物

山門梁三間宇、桁二間半、楼- ' て十六羅漢と南天棒老師の木俊安置本堂梁十間半、桁八間樺

迦、文珠、普賢、 大!底、 大灯岡mff 等の木俊安置

庫裡、蹄堂 、達腐堂、伏虎痛( 御殿高松宮御下賜) 臥龍庵 、如付l殿、 l悟寮、寂奄( 茶室〉柑

摘、外人締堂等々あり詳細何れも賞臼の案内と説明に譲る。

1*1庭園は附近一帯繭椋漢と云ひ携、河 、和三州一望し絶佳の仙境で雲月華共賞讃蓋き令 t

肩肖よ、。

0 洞ケ峠 山娘、河内昔問境の峠で、鹿史に名高 き山崎合戦の際、筒井順陵が日和見と稽し

て明駕の一代名詞となりしはこ〉に賞言す る迄ちな き史蹟なるが 、今は風光眺望共何ら見

るべきものなく 首時の光景と形勢を窺ょ、のみ乎。

0 松花堂 準備として書訪家 として一世に名を洩せ し松花堂胎乗が稿本坊を弟子乗淳に譲り

草庵を? 結びて此鹿に閑居し松花堂と蹴せし所、庭園茶室等を: 目視し首時彼が丈山、羅山、

探幽等主交遊せし会偲ばん主す。

。御申込後嘗日不参の方も準備の都合上曾費は御免措願びます

@f;!;; 人の参加はお断り設します

。曾員章は必す御着用下さい
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空 襲 の 寅 相 と 防 空 建 築 の 着 眼 に 就 て

前から話を頼まれて居りまし＿こが、甚 ｴｾ 準備が

出来な〈て、今日やらう主思って屑ります k 、今

日も叉お客さんがあ h まして、到底するこ主力 qi¥

244なかっ? こ のでありますが、先づ初めは綿論的な

こ主を申して、後で耐弾究主力 k かさう云よ、建築上

の閥係事項を申します。別 fCl J j { 稿を作つ f二課であ

りませぬ ので 、話が飛び飛びになりませうが 、共

の積りで御静重患をお願ひします。

都市の空襲でありますが、今迄 の 色々の書物ｾ

- 見ます k 、都市空襲と野教空襲と がごちゃ混ぜに

なって居りまして、綿ての原則でも野職空襲の原

則を持って来る主云ふことが少くないのでめりま

す. 併し都市空襲 lま遠距殿、例へば 1000キロ以上

離れに場合である主、全〈今迄のものと逮つにこ

U c なるのであります 3

都市空襲の目標及び目的を如向に探るべきか。

野戦空襲でありますと、術工物なり或は! L'f 戦倉庫

なり、訪り箪の作戦K 直接に影響のある物が封象

主なりますが、それが段々戦線に遠ぎかるに従っ

て、問題は貨放的なものよりも民衆と云ふこ主に

なって来る。それで都市空襲の目標は何であるか

k 言五、 k 、術工物或は特殊のものに非す・して寧ろ

民衆なりと言へるのです。大| 涯κ 於きまして兵器

製油所の; 本元である逃兵脳会一つ丸泣しに潰され

Tこ所で、日本の軍事機態は少しも弱らなし、。地区

の或る工場が非常に大事な工場であるとして、そ

れぞ一つ壊されでも闘争誌としては何等痛棒を感じ

ない。底力Z大阪の11交に京区なら庶民主': ｉｕｾ も嘗てら

れぬ惨ＷＱｫ ｦｌｾ 控はせる Ｎ と云ふことになると、今度必

脇に居る西区の者が、此 の惨状は辿も見ら れな

い、我々が再び此の慢棋を経験するに先立って戦

は止めんならぬ ｫ 云ふ反戦思想 ｾ Ｇ ｉ 哀し叉それを

見Tこ京都の人聞は、是: では:塔らぬ、京者sが此のや

うな岱腿を受けね中 1'( イj.J とか戦争よ始" * し? こい k

; えよ、こ主になりまずので、結局相手は市民が放- *

が陸軍制: Q ; 兵大 fi.:

柴 田 虞
期伶

的である。特殊な術工物を壊し? こ所で、闘争反組織

の竪聞な所に於ては岡家の査機能を崩壕きする k

云i 、こ k は出来な い。民心を動高Lf L 導いて、それ

に依って反敬意想を誘起 して来る。是が遠距離に

於げる都市空襲の本首の目的なんです。従ひまし

て遠距離の都市空盟主云ふものは、必十: J { : 虎t亡謀

略行属、 1!C体行矯が伴って来るものである k 云ふ

ことを御承知願ひ? こい のであ ります。各側の もの

を目標 ｫ するのではないのであります。又ｾ兵廠

なり軍需工場なり k 云ふものを必十しも目標とし

ない。都市一般に付てが目標である。斯う云』、工

合K 御承知を願ひTこい。

弐陀空襲の 力の力11へ方です。是は先づ守る方が

如何なるカを以てしでも守り切れないと云」、力を

加lへるのが原則なんです。攻撃する方は、例へば

un次賦洲大戦以来の成績を見 ましでも、ドイツ

側は唯 l 回空襲すれば生きて蹄る飛行機は弘であ

る主 観測 して居ります。同る空中勤務者 も生きて

蹄って来ないと云よ、意気込を以てやって居る。防

者が容易1z:¥lJnr -Ij Jってしまふやうな力をカ11へると

去五、のなら唯 1回の空襲に依っ て、大打撃を受け

て何等の欽巣の禦ら ぬやうなこ主若干して何になる

と云五、こ主 になって来る。主云』、こ k は、結局防

者として如何に力を 加lへでも 、被害地内は如何と

も牧J合し能はさ' るブJ ぞ加lへると云λ、こ主 である。

言ひ換へますと、ゴJ J) 集『いとえふこと rとなるので

す。火災の例 l乞 f・l'て rll しますと、 l 年 365 日毎日

l 軒 づっ火事がめつでも何と もなし、。臓が 364 日

は火事がな〈て、 ＳＶＵ 日 ｉ ｾ ｉ になって一時に 365火事

が出? こと公ふこ主になると、 pbEはもう力の進し様

がなし、。必と同じで力 ｊＩ 集中をしてー Ｚ 恕 ｲ｣ 空襲ｾ

)JII へる。 j抗う云ふやり方が所J 円安槌J ) 力の入れ方

なんです。弾丸ｾ泌す ので 色、 一つ づっ目標を狙

って議すのではない。 ) ( J 来る物 iζ 釘して持 って居

る岬 丸 ｾＨ ｩ 三分泌して、 ぇＡ ｾ のぞ々の ｭ 摂 κ 向って 小

分決すと云ふやうなしみ fこれにことをするのでも

1  v  



ない、 文内務省あ? こりでもよいもよい言ふて居る

や うに、瓦W7弾や焼夷慌を特定物κ 一つ一つ泌す

のではない。持つで居る弾丸は l 編除全部が一つ

の問棋に向って起してしまふ。被 j草地域を定めて

共の一つの地域全部を部丸で以て被せると云ょ、や

り方である 。

ロシアの空襲陀付て巾します主 、 1行動最少単

位、即 ち如何なる場合にも分離せない単位は 12機

でナ。此の 12機は如何なる依況に於ても 1編隊 k

なりて離れない。飛行場出護以来航行も此の除; 11手

でやり、爆撃も此の隙)1手、空中戦闘も此の除形で

やる 。此の方法で 100 砥爆弾で '11 し ま す 主 、 弾

着 ｱｆｊ 皮 ｾ ＵＰ メート ｊ レ ｫ して 、 ＵＰ メムト ｊ レ平方ｴｌ ｬ

護主云」、勘定でやりますと、面積で60奥平方メー

トルの地域が一過に重量ってしまふ。弾丸分泌すの

も各個ぱらぱらでなく 、綿て連糠投下でやる 。!I貨

準は絹除長fごげやりまして、後は編除長の諌め命

じ仁問隅で編隊長機 k 同時に治す k 云』、こ主にな

りますので、 12機居りますれば 12慢の第 l 哉は同

時に起もる。 Ｒ 斑目も￯ｦｊｾ同時ｴｌ ｩ 在もる。 Ｑ :設と 2

裂 の 間 隔 を 投 下 間 隔 k 申しますが、投下間隔は

目的、目標に雌じて任意κ 決める 。幅は隙形に依

って--JEの間隔である 。斯 う云よ、長さ k 幅をと以て

投下する落 ｢ 七所ｾ見る ｫ 、 恰も網の目の如〈見

えるので、之を爆撃の火網 k 巾します。此の火網

を以て共の地域主＿蔽』、。此の火網は弾着問楠ｾ長

〈 して網の目ｾ長くすることも出来るし、開着間

隔を縮めて網の ｦｬｾ ノ ｪ 、きくするこ主も出来名。斯

う云ふ性質のものであります。今市しまし七60高

千方メートルの被弾地域主云ょ、のは、此の網の日

ｾＮＵ Ｐ メ ート ル平方 ｩ 乞しに場合の問題です。 ＵＰ メ戸

ト) ¥. . - 平方忙します k 、大瞳K 於て此の程度の建物

( 註朝日ピル) で側壁の雌壊せらるる* 径は約30 メ

ー トルですから、此の被弾エ也域は一生物、一柿造

物も Eをさす・ t 云』、工合になってしまふ諦です。

能〈焼夷弾など陀十j て問題が起りますが、 1 キ

ロ焼夷弾で密度を最も濃厚t Lmすと致します k 、

1絹除の子会す密度が3メートル、即ち 3メートル間

隔に 1殻、日本の和風建築で 1軒陀三ツ位嘗 り共商

積は 巾600 メ{ ト J レ長400 メ戸トルになります。是

では議す方とし ては利々濃給過ぎる k 云ょ、ので、

少し絡! 交を加減しまして 、詳*[111(: 干す」、主幅 600 、

v  2  

但し幅600の全部t L8本の線が出来る。共の 8 本の

ｴｊｾ を ＱＰ メ ー ト ｊ レの間隔で落すと、長さ Ｒ 高メ ー ト

ルになる。組て ) J の)JII へ方と云ふものは斯 う云ふ

程度みものです。それでね共は能〈伺へ行って言

』、のでありますが、此の程度みものをパケツを持

って走って行って 、水を掛けて消えるか、而もパ

ケツに或る一定の人民を附けてやるのならば宜い

りれども、市の往来の民中で焼夷弾を 1 :設燃や し

て、それに 80名も 100 名も掛かって居る。そんな

ことではてんで問題にならぬぞと云ふこ色を官ふ

のであります。先般スペインが内高Lの時K も 1-'1::'

方哩全地上戒に編隊爆目安を喰つに。ｾｊ｟Ｚの区域内主云

ふものは 1生物 l 建物も浅さなかっ? こ。了度・ 100

庖爆弾を 50 メートル平方の密度でやる k 大韓共の

位になって来る k 思ひます。まに詳し〈は色々あ

りまナ炉、要するに大きな地域走弾丸て以て磁ふ

てしまる、。 j折〈すれば防者としては防ぎ切れな

い。如何とも鹿置し能はす' e 云」、こ k になる。此

の大きな力をパット瞬間的tこ)J II へる、斯う云よ、建

前Iのものです。

今迄 fli しましにことを綜合して色う一度r ! 1 しま

すと、都市の空襲と云ふものは綿てが非常に大掛

かりなものである。ノj 、きな物をコツコツ狙ふの

ではないので、目標は市民全瞳である。目的はそ

れに依って国家を視さうと云ょ、のです。特定の都

市の資源をどう斯うしようと云ふやうな考では

ない。岡家を思想的に引っ〈り返してしまふと云

』、性質のものである。叉攻撃; する方も 11亘lの攻聖書

で弘しか師って来ない、行〈方も杢減と云ょ、，覚悟

でやる、又刻lへるカもチピチピではなしに大きな

力を)JI1へると云ふことになります k 、線、てを一貫

しに考のものが浮んで事I<iる t: らう k 思ひます。性

質が綿てきう云よ、式のものである。赴が需には都

-，-1; の防空諸施設、防空訓練或は防空に封ずる思想

主云ふものがちっぽけな考で事をやって居ると、

何れも聞に合はない。或は小細工式のことを考へ

て居つにのではいげない。歩兵が教練する時には

5 夜分の l の地闘を持って* て曲線が 1;本多いと

か少い k か云ふことを論じて居るが、飛行機で遠

距維を＿ヲｾぷ時には ＱＰＰ 禽分の Ｑ の地闘を持つのです

から 、大組考へがきう云』、風陀連」、のt: t. 云i 、こ

ｴＮｾｾ へて員 ー ひ ｦ こ い 。



それで警防 !てにも 色 々の考を持ってやらなけれ

ばなら ぬ。 例へば火災なら火災のことに付て言ひ

まし で も、一韓被害地の火災を消すのを原則とし

て 訓練 して 居るのか 、 或は火焔が延焼して予 ｾ るの

を防ヤのを原則 主し て今やって居るのか 、若し〈

は飛火i . ' " 防< - のを以て原則としてやって居るのか

少 < ｾも訓練から 言 つでも施 設から言 つでも此の

3通りなげればならぬ。之を njt 何ともなしにパケ

ツを持って走らせて居る。是では主義も方針 もな

いのぢゃないかと云ふことになって来ます。

先般或る瓦斯合枇へ参りまし? こが 、共の合枇で

瓦斯タンクに弾丸が的つ? こならば爆設するとかせ

ぬ k かが長年の 問題であっ? こらしい。それで訟が

行きま して、此の問題は一言に して解決しにので

す。是は中れば技術均には必す・しも爆殻せぬと思

ひますが、それは別問題としまして、瓦斯タンク

一つ狙って掃すや うなことはない のであ って、瓦

斯タンクが壊れるやうな場合には、共の附近は牧

拾すべからさf るAA況になって来る。それで瓦斯タ

ンクが爆強し Tこから k 云つfこ所で殆んど周囲に封

する被害の加l豆にはならん、: 是で問題は解決しに

のです。叉或る工場に行〈主、歩兵の技術も何も分

らぬ人聞が油の操作をやって居る。それで共の中

に焼夷弾が泌もにら非常な火事が起るぢゃないか

k 言ふ色 、さうですか、我々 は灼熱し に火を中へ

入れても 一向火が起らない ので大丈夫ピと 考へて

居ります主 言って逆裂を喰つにことが あ るo 綿て

考が小さい。又或る合制: へ行〈と、此の パイプが

切れる k 此の合枇は致命的で ある と言五、。若し持

の合枇へ弾丸が的るのならば、パイプ1本 の問題で

はない ので す。綿てきう云』、考t L fxilって居る 。ノj 、

さな考です。さう 云ムノj、さな考でやって居つにの

では問lて合はな い。叉内務省で は焼夷搾を訴 して

瓦斯弾を孫されると消防の底置に非常に困る と言

」、。是は内務省の役人 i亡2時I 1JJ ばかり言つ仁が分

らなかっ＿こ。是は｝ｬＧｊＮ戟に於て手ｾＩ与が考へ仁原則で

あって 、野戦の場合 、或る陣地の大事な一角をど

うしでも突破しなければな ら ぬ。 ｾｴＺ廃 へ 一つの穴

を祷へ?こならば、:共虚からどんどん友軍が入れ

る" ぞれK は如何に力を費しても宜い徹底的に孔

を穿げ てしまふと云ふやうな場合I'L使ふ方法であ

って、 遠距離の都市に於ては技術的にそれは むつ

かしい。瓦斯弾は持久瓦斯であっても火事が行け

ば直ヤ立ってしまふ。瓦斯の放力は零になる 。之

を巧〈やるには時間的規正 、地域的規正がむつか

しくなる。是は非常に距継が近 〈て而 も友軍の戦

車除が有数に働いて居る場合K 於て是が成り立つ

丈けである。距均jt の者il 市に於げるやうに欣況は ど

う鎧って来る か分らなし 、。時間的の規正も地域的

の規正もうま く行かぬと云ふやうなものに f : tして

小細工を考へ? こならば 、概して技術.i" Jt L 失敗であ

る。又精ilit ll から 言ふて も、そんなをかしなことを

するよりもどうしでも消防し能は玄る火事を倍の

商積陀蛮生しに方が宜いぢゃないかと云ふことに

なって来る。総てノj 、さな考を以てやって居ったの

では聞に合はな いと云ふことになって来る。

多くは防主訓練のことに開係して来ますが、今や

って居る防空;;)11練 D誤 りを 一つ取上げますと 、今

日本がやって居る防益訓練は、あれは防空訓練 な

りや否や、賀は是位危険なや り方はないものであ

らうと思ふ。 k 云五、のは 、爆弾、瓦斯弾、焼夷弾

と云ふや うに攻撃手段会大骨畳分け て見る。魔力主共

の内- J t l ; テルミット焼夷弾だけを取り出して 、外

のこ主 は開け放 して置いて 、二十年前の一証テル

ミツ川蜘Zー町内の往来I亡ー 護泌ちることを基串

として居る今の時期に於て防毒商一つ持って居ら

ぬ市民は、敵機が瓦斯攻撃をやって来Tこらど うな

るか。防室壕一つない此の時に敵が爆弾攻撃をや

っ? こら破滅ぢゃないか。此の黙を絶えす心配 して

居る。防備と云ふものは 、一通の各攻穆手段を卒

業する 主主は 、綿てのこ主 主ナ防備 し て 置 し そ れ が

格つ? こならば、特l乞大事なものの防備会やるべ き

である。コ仁子市の訓練之付きまし でも 、防空演習

と言ふと 、お; 1卵11さんがバケツを持って門口に立っ

て並んで居る 。警防閣はノj 、製伎の i?i J 陀ポ ンフ。を据

えて立って居るー賠誰が 1 キロテ J レミット弾以外

は泌さぬ と約束しにか、あんな こと をして居って

爆弾が議も ?こ ら、パケツを持って居る者は皆殺し

である。 ュlEは随分危険な話で 、之l亡付ては線本均

K 直さな ければならぬと 思って営局へも中防から

指示 を ｉｾ ｾ ， し＿こ ので すけれども 、 ず， ｪｈ 改まって居ら

ない。防主主云ふことはー箇所の失火から出? こ火

を消す のが 円的な のやら何の ことだか分らないこ

とになって居るのが今の防空訓練です。
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ヨたが時間の問題です。長: は擁て砕きんに附係の

ゐる防護室とか或は防空壌に非常に闘係を持って

来る問題です 。

共のや り方I ' CHては今 回本で唱しく 言ふ て居り

ますけ れども 、 まr: . ' 徹底しなし 、。 既にお上から し

て徹底 しない と云ふのは、一鵠是が日本の防2さを

やって居る のか 、それとも重慶の防2きをやって居

るのか主云ふことになる のであります。四面環海

主云ふことは昔は非常に国防ートー安全であっ? こ。併

し空襲I' C際 しては四商環海位危いこ主はない。そ

れは何故かと 言ふ と、海上K 於ける防空監視と云

ふものは先づ信用が出来ない。従って敵が陸地に

上ってから初めて之を鷲見すると云ふことを考へ

なげればならぬ。現にロンドンがさうです。 ロン

F ン、 1トヴアプールなどは空襲管制の掛り放しで

す。それは過度にドイツの飛行機を恐怖するが需

にやって居るのではない。唯Il : f I l ' C合はぬからであ

る。めのイグリスの海軍力、イ子リスの商結の力

を以τ しでも向且海上ω防空! 産現と云ふものは嘗

にならない。「ごから室製管jljlj の掛け放しを己むを

得す' やって居る。之に依って生す・る弊害は寓承知

であるけれども、それを承知でやって居る 。重慶

であると、上海に敵機が来ても 、それは放って置

い仁ら宜い。それを放って世 〈と敵の径路が分っ

て来る 。 そtl で警戒管制陀すれば宜い。それで叉

放って置< 1 : 径路が分って' * ・る。県の時K 空襲管

制にする。日本は全然違ふのです。寧ろ イギリス

κ 似七地勢lてあるのです。

叉今迄の歩兵あ fこりの考の! 削迷って居つ? このは

歩兵あ＿こりは敵を攻撃する時ｉＧｃ ｉｾ 角に行〈。併し

空襲はさうでない 、飛行機は成るべく凹角に行

〈。所謂漕内を目掛げる。大阪附近にさう云」、所

{ t > 求めると、一番弱黙は若狭のノl、演です。之氏突

入される色 、大阪迄 90何キロ、 100キロあるかな

いかである。南から似る色、紀州の日 の御崎で抑

へなりればならぬ。あれが 100 キロ、イ11} tt l ' Cしで

も大韓大阪地方へ 100 キロしかない。今の到iH'T機

は大韓分速 6 キロですから、それで勘定すると、

民直ぐに来て 16 - 17分である。きうなりますと小

績の防空濫閥l符が直ぐ中防に報告するのに 4 分位

掛かってしまよ、。枝々は 2分でやれと言って照る

げれども先づ 4 分は掛カ位。 ){: (ii誠 iζ 移f りない: x

v 4  

ｴｲｾ＠ 1:' 、電話ーと言つでも完備して居ない。甚しい所

lま警袋線もボロボ ロです。而も 山頂に監視哨が所

々それぞ引張って居る 。而 もそ れを掛げるのは 出

合の青年製授を出七位で、共廃へ来て初めて電話

にお目に掛かつ?こや うな者がやって居 る。 それが

! 採阪で 中櫨になって 、それから叉防衛司令部へ若

し若しで掛かって来る。それまでが大韓平均して

4 分です。今度は防衛司令部へ来て 、防衛司令部

の地1.¥:91; 阪をがらがら動かして 、参謀長が決心して

やるのに少くとも 2 分か 3分;掛かります。それか

ら今度低叉電話でちんちんやって府雌なり市役所

なりに響械を体へる。それに又2 - 3分を要する。

斯 < ｾｉ 混じＧＪると 、 大 Ｑ｜ 反は割合 Ｑ Ｑ こ僚 ｦ ｌ ｴ が宜い。 ｦ￬￭ し

市役所の225製瞥報のサ イレンが鳴ってから敵機が

う ｾる迄約 Ｘ 分しかない。京都は Ｒ 分か Ｓ 分です。そ

れから日本の中央縦貫山脈から北になると、最年

空襲警報に先立って敵の飛付機が* てしまふ。斯

ぅ云』、R k 態なんです。此の問題を皆が閑却して、

唯徒らに大陸続き の毛! 昔の真似をして居る。今日

イギリスは何がｾｉＧｃ空襲警械の掛り放しをして居

るが 、此の真意が能〈 脊め込め て居らない。殊陀

飛行機の高度がi高くなると、是は4000- 6000が航

行肖度ですから 、地商に居ってE干を澄まして居つ

でもなかなか分らない。 H民で見える場合は宜しい

が、 11民で見えない場合 、殆ど音響で行かなければ

ならぬ。市もそれが日本海7 ) 波の上で、どうせ主

力紙なんか使へないで、小さな結ですから、ぢっ

として居ることが出来，μ 、から運動して居る。さ

うする とスク リユー の昔、波の昔で飛行機み脅な

ど聞えるものではない。それで確かに聞えるのは

陸の上に上ってからです。又、夜は大| 涯の市役所

のサイレシが鳴って、それから出て居る子供雪起

して着物を着せ、さうして今度は防空壕 .7) 1ドへ誘

導してやって 、共のmlf c:女 lま7k : r 汲むパケツを提

げ 、 モンペを穿 〈、男は警 ｾｪ ｪ 閣 に 出る。 そ んなこ

とがー謹其のJ nll乞出来るかと云ふことなんです。

それで私などは防空壕! と一両気乗 りがしなかっ

に。部 1 ::: た蹴洲大戦に於げるロンドンの景況を御

承知l の久がある と思ひますが、此の時がきうなん

です j 敵弾lモ依って受V1 1こ所の被害 lま4 を1I、自分

の匹1j 射砲弾や混雑 l亡依る被存が 6 わlです。今の出i

身、f砲は ;i;:lj 合に良いから 、Ii1UJ i. は泌ちてうi <i ますが 、



昔のやうな大きな破片は・本ちて来ない、割合 l uj、

きいが 、昔は大きな破片が泌もて来? こ。それで恰

好が揺〈て護家が出来十全部ド イツの飛行機が我

が同胞を斯〈の如〈殺傷し? こと云って、皆ドイツ

i亡時嫁 して J-1j J1j: の逝J司、l"Ci克つに。 ト}(ij，から蹄つ? こ

人 S さう 云ょ、質例を言ょ、て居ります。 H: 友金属 D

或 る課長は 、上海で日本の爆撃も支那の爆撃も受

けにと云ょ、人ですが、敵機の空襲を受けに時 IL は

工場の 中へ干l? を入れ、諦めて11犯念を決めに。寧ろ

此の方が宜かつにので 、 1--海で賞見し? こ所l乙依る

と、空襲時 ｬ と於げる混線の被 安 ＿ の方が 爆ｾＧｩ ｩ ｬ｟の被守

より大きいことを感じTこと云ょ、のです。簡易防安

土宗とか何とか 言 って公闘の員 ｾ ｉｾ ｋ ーっか二つ防ｾ ｾ

壕を誼つにt:.' げで 別し て何の役 l亡カ: っか。出 るの

ならば普遍吋にもっと辿らなげ ればならぬぢゃな

いかと云ょ、やうなことを考へる。 lli らないならぜよ

らな いで初めから諦めてしまふのです。親子J前」、

てお桝墳の前で念仰 を唱へて居る 。さうして爆狗i

が必ち fこら、富力; ' kf も 仁んTごと諦め? こ方が賀川的

でないか 、好い )JII 減 7よ防空壕などの こと を考へ十

に、根本的 lて故初から考へて行〈と 、考力; 共庭 lて

泌着いてしま」、。 それで先年夜、 は内務行 l乞行って

ｾｽｪ 主主壕の最も簡易なものとしては 、都市 の下 水 ｔ

事ーを扱張してやれ、 あれがi丘ぐ飛び込めて普遍仰

で、一番宜いと背よ、 fこことがある。 2誌の rll へ il tれ

と言つ fこ所で 、日本家ー月号の 11-
1
へそんなものがよ{!れ

るかと云ふ こと です 。 近頃ｾｻ庭防空壕の施行 委 制

が内務符から IHて用りま・ずが 、果し て賀行111. 来る

かど う か 、 あれ ｉ Ｂｃ 依ると庭先 ｬ 亡簡易な肋・ｾ Ｎ ｾ壕を ｩｩｅ

れ、さうして上 l乞設を被せても宜い 、或は 戸板を

被 せても宜 しい、 ｾ ｴ の 上 から土を被せても宜いと

三J・ふこ とになって居 る。 さうする と戸板を何時持

って行〈か 、定襲警報があってから戸板を持って

行き、それに土を被せて照て問 I-C介ふか 、それで

は初 めから 持って行って世〈とすれば、引の戸収

ゃ*- 1) 代 りはど うするか。さう 云」、風! と初めから

具韓的 l亡考へると、附口 の先でやれやれと 云ふや

うな課 l亡は行かない。 それは時間の問題です。

此の時間問題 iて閥聯して 、今の瞥防閣の綿 lij :: 、

家庭防空組合の編成をすっかり直して掛からなげ

ればな らぬ。 それは警戒警報と云 i 、のは 、大臨戦

の初めから終り迄掛り放しにして置かなりれば問

l亡合はない。きうなると 3 年制〈か 5 年粕〈か分

らない。之を考へ ると、 警防園 l乙HI，るのは. 上手存が

III 下番が]/'8で 、正味家に居る I1lJ は %しかない。ゴ止

が却して 2 年も 3 年も縮〈かどうか 、えーは問l そと

しての郡一・の疑問で す。

もう 一 つの疑 問 は 、 然らば［｛，Ｚｾ襲警報があ つにな

らば どう するか。えーも大開総て問 l乞合はない。手;

襲警? 設があっTこないま 、?:t 番以外の碕 ちの% を集

める 。共 の場合住か ＵｾＶ 分依 の Ａ羽 ｬ 亡全部集 まるか

どうかが郡 1 の問題に なる。 11史1'<:: 集つ? ごと し?こ所

で、最 J早被拝金受げて日る場所はど うな るか。:lA-

刀: 一つの問題です。是かbゴラへて ら時間の問題が

非常 l亡理; 要問題で ある 。之を無関し? こ日 lζ は何も

1P，1f ( なし、。日襲警報があ づて、 l 時間も 3時間 も

して から敵機がヒヨロ ヒヨローいると云」、考をして

照ては綿てが間違って来る。: 1 mう云ょ、ことを切貰ー

に考へ るのです。

'i t に 日本内地l乞於きまして中部の此の設が害IJ 合

に狭 くなっTこ所ですが、特に此の謹が此の問題の

東大 lてなる 所です。 ぞれなら特 l亡此の挫の防日飛 。

行除を強化すれば宜いと 言ょ、人も あるが 、それは

航惜 の事 が分らぬ強力Ｚり の言ふ ことで、挫ら防ｾ

飛行隊を強化 しでも駄円です。爆撃飛行隊 と言 ふ

と戦闘機lとカタなじ lてば?こば仁泌 され るや うに考

へるけれども 、さうではな L 、。爆繋飛行! 後が大き

な掃除で米? こら 、ド:}j 本飛行隊と戦闘をやってもな

かなか強L、。爆R控除で戦闘も やって居 りま す。 現

に今度 1) 事経でも 、燥惣 l亡行って盛l亡支那の戦 闘

機を戸存して用ろのぞす。此の爆撃飛行隊がやって

似て、之 1:: 巧〈ぶつ突か るか どう かが既に問題で

す。叉ぷつ突かつて一向日'l _Q闘 を交へでも 、敵機はパ

タパタ落も て〈れなし、。我々の計明ーでは 、敵の爆

鞍機が ｾＨＱ こら 、 少くともお Ｑ ;:j ，くの衝突は掩護都市

から 70キロ 前 方 lて於て行はれなげればな ι ぬと 云

ふこ とを ，ｩ ょ、て照りますが 、 まあ少 くと も Ｕ Ｐ ｾＶ Ｐ

キロ前方 lて於て f放を捕?足 しなげればならぬ。70キ

ロと迂 ふ と丹波 ＩＩ Ｑ ，菜 ＱＱＱ と八 日市 を干 ｊｊ ん ｴＺＮＧＪｊｪｾ 、 叉 Ｕ Ｐ

キロと云ふと丹波綾 ｬｾ ｈ 滋賀Ａ照 ＷＩ 大 ＷＱ Ｑ とを紡ん ｔ ご

がil です。それで敵が大阪へ向 って来 fことすれば、

少くとも 上記の紘で敵を柿ま へなりればならん
o

)'i し込・以内の泌問でやると、敵( ま一方防戦しなが

ら、即ち 一方空中戦闘をやりながら、爆撃をして
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しま ふと云ふこ とになる。之がf . } それは防宰飛行

隊を張化し ?こ JVj ' で絶主JI ' L 防げない。

叉夜は防空飛行隊はてんでT1i 動出来ない。去年

訟が中防K 来てカ4 、是は夜I l ¥Wi 到しないと云ふ

ことに決めまし Tこ。費問は随時随所で敵を求めて

抗戦することが出来るげれども、夜防空飛行除を

活動させようと思ふと 、少〈とも飛行 1 問中隊l亡

極めて多数のl照室燈が要る のです。それに附随し

?こ露骨機も要ると云ふ誇です。さうして何彪も守

れると云ふことではな〈小局部を守る。例へば大

阪城は絶ft l ' C 守らなりればならぬからと云ふの

で、大阪城の上をH代宰; 綬でー商 l亡明る〈し工置い

て、きうし て共鹿に敵が来仁ら、防空飛行隊が作

って居って落すと云ふ帯で、制めて一局官官しか守

るこ k が出来なし、。さうすると、さう云』、風に莫

大な照丞殿、聴育機を使ひ、ぞれにそれぞれ出人

員、器材を配備して 、 さう云ふ消極的なこ 左右?や

、るのが宜いかと云ふこ主になる。 一問中隊の飛行

機を'夜妥使i 、f需には )1者宗務材はZJj l亡しでも設の人

員及器材の 3 俗位要るのです。 それは夜の 人問、

み人聞と置かなければならぬからです 、結局非

. 常t亡不経怖の こ主にな るから 、忠ひ切って3担当動い

て夜働かぬ、と 云ふ こと k 祉を決め? こ大韓何廃の

同でもさう云ぇ、風にやって照ります。或る特殊の

所 は夜もやd て居 ります。ロン ドンのやうに 57f問

中隊もある所では夜も一部使って居りますが、さ

うす ると夜も亦防空飛行隊を強化しでも必十しも

安心主云ふことは出来ない。

ーたはｾ裂の時機 であります炉、敬 三 詳の初めに空 ー

興があるぞと云ふことは 、持 |止11日の人が聞かされ

て言ふて居ること、ですが 、それはさ うかも知れま

せぬ。併し後はどうかと 云ふ ことが総てスボ抜げ

になって居る。是は何時来るか分らぬ。現陀ポー

ランド に劃 しては鞍み初めに行ってやっ宇H1てし

まっ? 二ドイツが、イギリスI ' Cf. tしではなかなか行

かぬ。此の例で見ても分る。防備が完全であれ

岡家の国結力［ ｾ， 夜間である場合 ｬ 亡於て 、磁 の 初めに

於て行〈 と云ょ、こ k は寧ろ損である。間家が相官;

疲弊して、此の離に もう ー押しすれば宜いと云ふ

時機に行ぐべきである。共の時は思想的にも、叉

防空w ¥態も非常に悪 〈なって J 弛緩してゐる時機

である。ドイツ の英闘を狙って居るのは正 lモ此の

v  6  

時機です。ポーランドの如き岡家組織の薄弱な所

なら ili ぐ押せば宜い。イ) j : しさ う寸7なげれば 、職の

初 めに来るぞ と云ふことを 言って後のことを言 は

ぬから 、寧ろ防空jtk態 l亡長< 11 : って居ることが苦

しいと 云ふ ことを考へると 、何でも宜い 、長 〈縮

かすと云」、こ 主を考へなければならぬ と云ふ こE

になって来る 。

ーたは航行法であります。昔は天気が悪かつ? こら

航行HHkなし、。日本海は天気力: 悪いから、之を越

ることは困ＹＮ Ｔｾ と云ふことになって照りまし＿こが 、

近頃は之れと反封で 、天気の悪い方が攻者 として

は利銃が多いと云ふことになりまし fこ。 1n一昔は

地面を見なげれば飛べなかっ? こ。近頃 lま無線航行

力 ｚｅ まになって 、 飛行機の和々 ｦＯＱ ｩ 草子Ｇ ， Ｚｾよ岐担を見ると

闘い中伺50 サンチ メートル{ 立の銀が機外 l乞 I-Hて周

りますが、あれが無線方向探知器です。あれはル

ープアンテナ K 封しては短波は方向に依って感度

が非常に連五、主云ふ吏RJin{ t > 利用して居るのです。

ウラジオから大阪なら大阪に標定して此ループア

ンテナの向きを決めて 11
1

1

穫する 。 さうしてウラジ

ーオ か ら 放 送 し て 居って 、それが正し〈間ゆるよ

うK
航路を取って来れば自然に大阪に向いて来る

と云ふこと lてなる 。勿論地 I商も何も見る必要がな

し、。又天 ｾ ｊ Ａｬ ｬ もやって居ります。是は我々も昔大分

稽古し? このですが 、ちょっと稽古をすれば、あの

速い飛行機で誤差 9 キロ{ 立の所で止めることがIH

予います。斯う 云五、工怜にな りますので地面を見る

必要は少しもない。 11佐ウラジオから大阪迄ー商l乞

雲が一杯、掛かって居つニては爆撃がH: ¥* るか主 言 ふ

と、それはちょっと肉難ですが 、日 本の気象w¥態

を見ますると、裏日本と表日本は何時も天候は反

射です。それでどちらか晴れに方で j 也貼の標定が

ｈｉ ，似 る。 一 週それが出Ｇｉｩ ｾｴｴ ｴＡ室 の ｪ てからで も爆開 ー

を孫せるのです。

之氏反して守る方 ｬ 立雲上飛行 ｬ て劃して ｾｽ ｪ ＵＭ ｾＱ 託脱

が至難であり叉手::j 射砲は此場合脅響 l亡到して射つ

ｴＺｾ で 、 ｬｬ Ａｩｴご放率の惑い射撃でーす。叉防空飛行隊が

敵を追っ掛りると 、雲の 中へ隠れると云ふことに

なりますので J 方者としては非常に工. 合が悪い。そ

れで攻者としては寧ろ悪い天候を如何にして利用

して来るかを考へる。明治37 ，8年の戦役 lては . ウラ

ジオの舷隊が気象欣態を能 〈調べ 、何時何彪に霧



が出ると云ふことを調べて置いて、散々暴れ、上

村艦隊がそれを追っ掛けると共庭へ入ってしまっ

1: 。斯 う云ょ、こ主 主? 繰返すこ とになって 、ペト迄の

や うな汚でやって居ると間連ふ こと にな りま す。

、 ヨたに航行目標の話を致します。従って航行 1
0

1棋

は、昔ーは鍛道線路を辿って来fこりし Tこが 、ili 時は

さう 云ふことを やらない。叉 日本内地では銑道を

迫って*1こりし? このでは 、間違ってしま ふ。内地

の如〈鍛道線路の多い所では何底へ行って居るか

分らない。唯航行目標 l亡なるやうなもので、 山の

中にちょいもよいあるものは遮蔽しに方が宜いか

或は遮蔽せぬ方が宜いか位です。例へば越後の黒

部 l亡大きい護電所があ- ります。あれの如きは遮蔽

し?こ方が宜い。山 の中の何もない所i乞制めて 明瞭

な目標になる 。

そこで航行目標 と云ふ こと に相閥聯 して遮蔽協

装の問題ですが 、遮iil ' i : 備袋の円的は何れにあ りや

と云ふことをはっきり して居る 人は少い。航行目

標の遮蔽 と云ふものは同家が指定すると云ふこと

になって居 りま すが 、都市内 ｋ 於 げる遮蔽は ｽｦ 当ｾ努 ｴ

i亡於て之を質施せ よと 云ふ ことで ありますが 、航

行目標? こるもの、 2R音11峡待とか目立の煙突、児島

牛島に もありますし位引の闘に もありますが 、さ

う云i 、やうなものは同家が之の遮蔽を命やる 。併

し共の涯、蔽の方法は、物を隠してしまふのが円的

か何t.: か分らない。都ill" の偶装 、遮蔽と云ふこと

はどう云」、目的を有するかと 言ふと、イギリスあ

Tこり では都市の遮蔽は全然やって居らない。一両

氏同ーの建物がW，*1こら遮蔽しても伯値がないと

云ふこと で、 遮蔽をやらない。それで大事な所は

遮蔽する代 りfc: 37 ミリ砲を置くと云ふことで進ん

で居る。般に都市を遮蔽せよと云ふこと l乞なると

都市内の或る建物、例へば大阪府躍を遮蔽する伯

1i t J . は何鹿 lてあるか。遮iUf: し?こ ち大阪府臨. が分らな

くなる と云ふやうなものではな い。 IIj l; - 時敵を IlH

誤っかせる にげの放果である 。/n'j < も燥務l亡来る

時分 l乞は 、地形の研究から地上物の研究 、有りと

有らゆる方簡の研究をして居る。爆E控除が出動す

るのは、無 Ｚ 清矢鱈陀ｾ ｩＧ，動 するのではな い 。稀 ｬ 乞爆

撃に出る 手 ｾの聞は何をして居るかと 言ふ と、Ａ ヨ棋

の特徴から地形、航行俸路、何から何まで研究 し

て居る。 それで大阪府腿は大韓どの溢に あるか 、

又ｾ ｾ の隣 り には斯 う 云ふものがある 、 さうすると

爆撃の火網は之を中心l亡してii ji らう 、之を 中心鮪

l亡してどう 云ふ風lて火網を巡ら うと 云ょ、計主をづ象

め-1 i . て〉やって来る。 さう すると機上から見る と

遮偽証 して昂 る。日 頃研究 しにも の とは少し様子炉

j主ふ 、それで是がどの目標l亡古 るか汚へて居るr . j J

k 通 り過 ぎてしまふ 、大器遮蔽の放果は此のfまの

もの です。 敵ｾ 問 誤っかして通 過さしてしまふこ

とがあると 云ふ放泉佐です。

先程一つ言ょ、のを忘れまし? こが 、夜の爆撃 とj:i:

の爆撃は大分目的が泣五、。‘ 航行も大韓蜜は編隊で

あるが、共のHI 強黙は 自衛か らうkて居 る。 l 機つ'

つ来? このでは各例撃倣でやら むてしまふ から、纏

って編隊で行 < 0  ｾｾは 距離 から 間隔から非常 に唱

しい。と 言」、のは 、自分の持って居る機閥銃砲が

巧〈集中するやうな距離F t l l隔を決めて居る 。共の

編隊も飛行機の形に依っ てまるで連』、。持って居

る銃機の死角が大き くな らないや うに、且つ目的

物 l亡最も大きなブJ をカ11 へる 鴛に営: 問は編除で行

E包が夜は空中戦闘が起らないから編隊をする 必

要がない。叉真暗であるから編隊が出来ない。又

夜は空中戦闘が起らな いから両度を出j <上 げる 必

要がな い。 fr: j <  J-. げTこのでは何が何か見首が附か

ない。恐ら< 2000メートル以上も上つ? こら夜間は

見訟が附かない。それで夜間 l訂正〈飛ぶ ことが必

要ピ、 叉低 〈て宜 しい。さう なる と夜は皐機の行

動である 。勿論 3 機 5 機と並んで来る時 もあるげ

れども 、それは一つの! 被七る除形と して来る ので

はな い。 3 機 5 機つれ立って米 る丈けで、爆撃は

各 ＱＱ 羽 の 爆撃をやる。 ＱＱＱｾ Ｍ 緒に※ると云ふ ｔ ご りの も

のです。

斯うなると設は大きな地域の爆撃をや る にｾす

る。夜は飛行機が l 機づっ各伺! 照準でや るか ら、

l協定目標の攻撃 l亡泊す る。特定円棋を l 機つ'つや

れば郡丸l亡無駄がな L、。それで特ぷの工場、特定

の施設を攻苦笑する のは夜です。フランスの採典に

は、夜l 1.ij( 立精続爆撃に過す とめる。 イタリ { の操

典 lても、夜Il ij( まWi特j爆撃 l亡過すとある。 此 のこと

で私は航空雑誌で3- 4回議論をやって商白かつに

のですが 、夜は大雑把な爆珍しか出来ないが 、安

は精密爆撃が可能で ゐる主ちょっと考へる人があ
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るが。{ 丹しそれは設です。それは先科二巾しにやう

に夜は高度がf尽くて宜 しし、。高度ーが低〈げれば弾

道誤差 、!!(t 準 誤差が少くなって来る。悲し !司棋が

分らなりれば探せば宜い。 主主fごとうろうろすれば

防空飛行隊にやられるから 、I亘ぐ過 ぎて しまふ。

夜はそれがなし、から裕っく り探せば宜い。結局一

機づっ自分の思 i 、所へ落して大きな火網にせぬで

も宜い と 云ふの で、 ｾＧｩｩ￮の伎ひ方が非常 ｉ Ｇｃ放率的に

なっで来ますので 、精続爆撃は夜やる。 {)I :し夜と

言つでも 1:護づっ開を落すのではない。どうして

もー棋に落す。 それで夜は l 機の被弾地が到る虞

l亡出来る 。笠間荒され? こ地底 と云ふものは滅茶苦

茶 にやら れて しま; . . 。大阪IJ ｾ大阪の Ｑ ｾ は牛分

1ft 牧拾っかぬf立にやられて しまふ。夜はノl、きな干: }J (

開地が随時随所 l乞出来る。是が夜の爆重要です。

きうすると特定建物を遮蔽する のは、夜の1. 0に

遮蔽するのが至首か 、設の駕l乞遮蔽する のが至官

か、是がなかなかむつかしい問題になって似る。

先づ都市附近見ある所の特定建物で 、設問の爆撃

火網の 中心に されき うな所 は、安11¥1を中心K 考へ

秤j 々離れ?こ所 にi F. る重要建物1'C1τj ては夜 l亡干j て考

へると云ふこ とになって予います。時火管制すれば

綿てが解決するや うに思ふのは大きな 11¥1迷ひであ

って 、 l 昨年で しにか投下! 照明開を此の. 卜.溢りで

使ひま しfこがあれを御Eまになっ? こ方はお分り と思

ひ ます。あれは職月1の弘の強さのものです。照明

時間で言 ふと 1/.31切りで言」、e.
1
，4、戦トIJ の ものは30

寓燭光ですが 、賞験 しTこものの丁度制作で・す。燃

焼時間も 3 i{f のものです。此のnn戦用 の ものをや

らうとしまし fこが 、{ 州十カ Z:終ちる ので、危いから

やらなかっ仁。戦 f11の ものを使ふと 2000 メ { トル

間内は新聞が読めます。さうすると ［ 股 火二 日 ［ｩ ｬ ｪｬ ｊ ｾ や

ーると純てが隠れるかと 言 ふとさうは行かない。敵

は全 ｩ 威主ｾＡ腐してや っ て う ｉ＼ｩて居る の で 、 こち ら が股

火管制 をやって居る のは' 見悟の. 卜. です。叉熔火管

制 をやって居りまし? こから分りませぬ で しfこと蹄

って報台するやうな馬鹿なこともない筈 でめ る3

爆撃をT受ける方でそれ相首の史悟もし準備もし

て居るなら 、向 五、でもやは り寓全の策を取ってうい

る筈です。叉き うなるから股火管H日l も必要になれ

ば、夜の遮蔽も必要になる。克も Jl(l ，Ｑ リ ｈｾｴ とＢつで

も爆撃機は さう 無 ;1普矢鰭 K 持って居ない 、叉矢鱈
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無判: fて何彪へでも どんどん落さない何等か徴候の

あっ fこ場介 |亡、来して撚るやと云よ、ので泌して見

る ｴｾＧ げです。さうすると夜飛んで見ると分るやう

に、11い月 l切りの あっTこ場合l亡はI1 1.、建物 は能〈

円，'，・って jR川 よ りはっき り分る o Ｂｍ ｴ ｾＧ か 白いもの

が光って照るがゐれは何r: 、あれば 円頃馬民で研

究し? こ何物 l乞11; るかと云ふことが勝てはっきりし

て来る。

以ートーで第 1t¥t の話を終りまし Tこので 、毛穴lま多少

技術の問題 l亡入ります。第 l は爆弾主主力 の問題で

す。

爆開が浜ち? こらどうとか 、何キ ロ爆弾は どう t

云 i 、話を人は能〈しますが 、問題は爆開のキロよ

りも寧ろ信管如何と云ふことが問題なんです。 そ

れで段 々は始終言 ふて居りますりれども 、必がど

うも抗力; 徹底しない。普通爆弾の信管 l亡於きまし

ては 、大組長 、鏡 、無 、瞬と云ょ、四 i函りある。叉

爆抑ーの此徹:Iii : e . 云ょ、こ士も大しTこ問題ではない。

100キ口の燥怖を泌すと 、爆護しなりれば尋常ゴ:

には 6 メ ー トル1&: へりますが 、卓也聞に? にを開け七

L' げでは何にちならぬ。{ えf散量虫n何は大して問也

になりませぬ。

そこでイ言管 iて付 ての話をちょっ とrl l上げ ますが

抑 丸ヵ; ; 併ちる主

ショックを受付

るが 、直もに火

はH- I ない。 イ言管:

作用 l乞依って内

ダ付従 l乞火力 Z熱い

て、爆琵を起す

までの ｾ ｬ ［ の問が

0. 3; f少以J てにな

ると長と ｾ ひま

す。 コ たはｉＺｪ ｬ つ七局部 ｬ 乞Ａ，ｴして ｦＶ Ｇ￬ ｾＺ［Ｑ て深〈火を銅

りますが 、 ｊ ｾ の代り ｊＭ｟ 方及側方 ｬ て ＡＭ ｴ するｩｗ ｾ 力が減

少する。無と云』、 のは、特別の! 降強装置を?施して

ないりれども、叉時間ぞ延ばす程の装世も施して

ない。斯う云ふものを月1ひると浅い火力 ;IH来る代

りに ｐｩ ｊ 問 ｉ Ｇｌ 到して相官 ｾｩｾ 力 が 加 はる。短は長と ｾｈ￧

の真 中挫です。慨はそれより一層鋭敏装置が施 し

て、ありまして 、t 左闘のやうになる 。 それで爆弾

の殺ブJ 如何と云ょ、のは此の信管の働き lし依るので
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す。それで慨に相官竪問なものでありまして 500

キロ爆弾を便はなければ効果がないものに封して

同じ500キロの爆弾を佼ひましでも 、瞬設的の500

キ ， ロ開を使へば 、 表面 ｾｃ 擦過傷力 ［ ｈ ｾ ， 来る ｴｾ けで物

は壊れない o n患が 300 キロ抑のも のでも伝骨二の過

度のものを使へば、全部は壊れないでも 7 分通り

は護れてしまふと云ふこ とになります。 1tt ってキ

ロ如何より信管如何と云ふことが| 託胞になって与f<:

る。

情さんは爆弾数力 主云ふことに Ｑｾｊ て本を読まれ

ますと、爆弾のことに付 て色々書いてありますが

若し信管如何と云ふ問題を研究されないと全然意

義をなさない。此の間饗庭 ｾｾｦ Ｇ でやっ ｔ こ Ｔ Ｐ サ ンチ 餓

筋コンクリート ｋ 封する問題は確か短延明信皆 ｲｾ

つfこと思って用ります。第 1;j ，くl峡洲大戦時代の ド

イツ の弾丸の文献は津山 K 入って照りますが 、芸名

. 人民1脅しの模型!は同防館あ? こりにもあります。あれ

は大臨長延期信管の模型です。それで先づ今の虞

都市 l乞到 して一般向としては何が宜し、かと云ふこ

とになると 、概して短延期が先づ一帯主からうと

云ふこと になって居ります。是は時IUJ で言ふと 、

がもてから 0. 08秒伎のものです。 それで | 司じ室中:

ω爆弾 l亡於きましでも 、斯う 云ょ、工介に 、ちょ っ

とし? 二信管の延期で力 の作 rll が縫ってボ るも ので

める。 fごから nj t1111i下 lて100 キロ爆開の殻力がどう

と云ふことは言へないも のであると 云ふこ とを御

承知碩ひ fこい。

先つ' 今都市f Li i して何虞の閥で‘ も一般に使 lまれ

て泊るのは短延期で 、ニ品ニは長延期が多かつにけれ

ども 、近時は組、て短延期になって居る。短延期に

なって来ますと弓側躍が殖えて侵微量が減って1 j (

る。昔書かれ fこ文献から見ますと、{¥); { 故金は減っ

て侭IJ )磁力 ; M: えて居ると云ふことになって外えます。

' 結局目標 、目的 l亡向って信管; を如何に測定するか

と云ふこ とが 、爆撃者として如何に殻力を瑳生さ

すか と云ふ問題になって来ます。

それで大賠爆瑳 lモ要する時I i IIは、長で O. 3 秒 、

短 で0. 08秒 、無で0 .05秒、 隣接と 言 ふとベツ と爆

ぜ るや うに思ひ ますけれ ども、ロ マアの瞬殻信管

はi徐り宜い方でな いので、非常に誤差が大き い。

瞬穫と 言へば表商で爆せ' るのが宜いのですり れど

も、tP，来の悪い瞬設になる t 、22 ミリの松板を買

いて爆ぜます。恐らくロシ アのも技術はJ -.手でな

いので、瞬穫と 言つでも中へ入る と忠びま す。27.

ミリと言ふ と正 l 寸板ですが 、松の正 l 寸板を貫

くも のは 人11¥1の骨を折ってし まふ と言ひま す。 そ

れを突き 抜 いで裏で爆ぜ' るのです。当 う云ふもの

は隅設としても宜 t なし、。 それでロシアの瞬護信

管と 言つでも 、和風建築の屋根ならば先づ突 き抜

ける。 j折う思 i 、て貰へば宜い。

もう 一つ超瞬殻と云ふ ものがあ ります。是は色

ノ々争の方式力がf あり 士すが要

¥/  一 丸が山うに地商 とナれナれ 援接

， 

鯛岡で依裂するや うに し

よう k 云 iふ、のです; 是は

J  t: の一つの方法としては 、信管に- 0，パ イプを出

して世く。ぞれカ斗 Ｇｉ Ｇｦ ｴ 丸が風 Ｑ ｛ｾ Ｚｲ受げ る につ れて問 ｩ

てボる。それが地面に着 〈時には弾丸ま t: 地表 面

材j 々上走塁 K あ り認で彼裂するや うに して置く 。

斯う云」、一つの方式です。 それから叉弾 丸が一度

ぐっと入って第二件援に より さを弾の依飛跳ね t り

? こる後地表 面附近でi持裂するのがある 。是は瓦wr

ｾＧｩ￬ｴ 、殻何 ｛ｾｾｴ 等に使 λ 、。瓦共 ｲｲ 弾は地雨 ｉ へ入れると 加

水分解する ので 、地 I面へ入れないや うに斯う云ふ

方式でやって周ります。アメ リカ の焼夷弾な んか

も之をやって居ります。一週婦も: ; 、跳上って 三

っか四つに分れる。 J祈う云」、工合にイ言管ど云ふも

のに{ { くって 放ブJ は全然違って来るものである。司を

するに投下爆弾放カの問題は 、重量より も信管に

ある云ふことを私は昔から 言って居る 。

近頃ドイツカZ強者爆弾をやって居 ると云ふこ と

ですが、私は: 官: らく fiEであら うと判断して用石。

第 l 次はii+I 大II設の時 lてフランス では砲弾無狂ひと

云ふも のが随分出来Tこ。それは 15サンチ欄磁の砲

弾力; 近距維で爆似する と、 精治!J 的か生理的か分 り

ませぬが 、兎に角人1mはぼ ーっと して気狂ひにな

る。砲弾の方はY肖寝は さう 入らな いが 、それです

らがf う云ふことになる。地表[ 面積上で昨裂する左

大 きな乾昔が生十る 、特K 爆音の大な る昨殺を使

9  ¥( 



用して超瞬殻信管を附 し?このが ドイツ の強昔爆弾

k 想像する b

序でに申上げて置きますが、能< iJI:. ｾ詑爆開演習

をやる時f ' L 50キロは危いから 15キロを伎はうと云

ょ、やうなことを言 ふが、是は誤りである。何故か

と言 ふと 50'r ロは瞬殻を 着り て居らぬ。無延期が

短延期です。 fごから力 は周囲に封してはさ う危く

ない。威力:15キロ は瞬設が着いて居る。それで 15

キロの方が却て周囲 l乞釘しではfit ぃ。

もう 一つ柿 丸の作カと 云ふことと弾丸l亡依って

出来fこ漏斗干し〈破壊口) と云ふこ ととは別問題で

す。是は必す・しも弾丸の作量に比例するも のでは

ない。是は開丸の方の玄人でも知らぬ入力: 少くあ

りませぬ。瓦新弾でペi しま すと 、ロ シア0. 32キロ

瓦斯弾は2キロ程昨誕を持って居る。燥が2キロ程

作業を入れ仁瓦斯弾の漏斗孔と云ふも のは50キロ

の瞬殻を附げ仁も の より大きい位の ものでありま

す。従って漏斗孔に依って必す' しも弾丸の大 きさ

をやj 衝することは出来ない。と 云』、 のは、中 の昨

襲が非常に猛性で多量 K 入つで居れば 、イ言管に 火

が黒占けば それと同時K 作柴が弾を破裂さすfごりの

力になってしまふ。 鹿が柴量の少なる もの は信管

が内ダ蝶から火を 取って底力が抑制法裂さす迄K

弾の方は相首侵徴するから昨柴量の少ない蹄は信

管で黙火しでかち弾を依るに要する内踏に速する

迄に時聞を要する話存外漏斗孔が大になることが

ある。大韓ロシアのは短延期を使って居る ものが

多いやうてです。此の聞 の饗庭 ｾＧｦＧ の試験 も短延期と

思って貰へば主主.しい。それ以前の碗同等の文献に

は犬曹長延期が多い。

共の次の問題は佼f散に依って毘同なる挫物の何

階迄突き抜〈かと云ふ問題です。巣して全部突き

抜〈や否やは疑問です。: i 止は質際に突き抜かして

計耳し七問題ではないのですが、貨は:t!Jrう云五、心

配をして居るのです。と 言 i 、のは 、赴もちょっと

話がこんがらがって来ますが、要する に竪誼K 封

しては弾力Z語表れてしまふと 云ふ心配なんです。開

肉と作襲のテスト比重は大関 3 コマン幾らですが

50キロ級の弾に於て弾肉が 2 ミリ か 3 ミリです。

昨柴を 40. %位κ 下げても比重の差異 は幾 らにもな

らぬ 、弾肉は幾らも)享 〈ならない。今で は大関45

. %が一般の基準になって居ります。 100 キロで開
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肉 4 ミリ位です。 4 ミリ位の弾肉のものが竪聞な

ものに拘'J;?って破れないで居るかと 言 ふと、それ

は突首つT二時に撃突の力で i波れてしまふのです。

質際計 ｾ ｌ ｉ Ｍ Ｎ イ， Ｇｊ 鹿迄 も抑が剖れないものとして計ザ

すれば、 3;r，;rでも 5加でも突き賀〈げれども、それ

迄 ｦ ｲＺＺｾ草向が告 ｉｊ れてしま」、 ｦ ご ら うと 云』 、心 配です。

此の間支那 lと見 i' C 行かれ? こ人が来られて、実色

いものが流れて尻ーりまし七が、あれは瓦斯弾です

か と云ょ、話 、さうぢゃないあれは弾撃の際 1'，ζ 竪鵠

l亡中つ七鴛 l亡開向が壊れ黄色柴が午燃焼で黄金色

の7 ! k 態で流れて居るのです。餓橋も爆破しまし fこ

が、開 ｉ 勾の方が先に割れてしまよ、。瞬殻イ 言管 ｾ若

げで世〈と 、{ J 1し開I勾が吉IJれる か割れなし、かと云

」、時 IL; 爆裂 しま すから宜いのですが 、蹄肉のi悔い

長、短のイ言管を荒げると、闘の方が参ってしまふ

ことが あ る。 日戸オ本本bドド〉正;ごバ、海i

除は砲抑で孔がラ分穿士字:い f仁こよ b も火災 lにて依つてやられ

七と云」ふ、 ことは御7承余知でせうh。首時の書物では、

H本 2刀〉下i淵頼火柴はピク リン酸で、焼夷力が強〈て

非常に宜いと云ふことが書いてありまし f こが 、1'1.

は共の後是は一寸的物 ｔ ごと云ふｾきを以て海軍の詰

兵閥係の幹部の者に聴いて見に底力: 、質はf ¥の言

」、通りに 、 主云五、のは 、世; 時 日本の弾丸鋼が悪か

っ仁のです。それで維に激突すると、開I奈j が削れ

て黄色柴が飛んで 、ぞれから火が/P，仁 と云』、課

です。

そこで起: 亦専門的に考へると色々むつかしいこ

とがあるの です。それは30サンチ宇の棉開で 1 メ

ート }L- 50センチの鉄筋コ ンクリート のト ーチカを

射つの です。 ぺ トン の ものですが 、24護射ちまし

に丁度;爆開で 青ふと短延期程度です。 それで完全

lて; 爆殻し fこのは 2 護か 3 護で 、あとは皆爆肉が先

l亡参ってしま っ亡。此の30 サン チの欄間と 言 ふと

:爆肉は相川 l弘いも のです。 底力Z完全に燥穫 し仁も

のは殆どな い。 それから腕瑳!万信' ¥t ' 着けにものを

ＲＰｾＳＰｱ Ｎ ｊ ちましたが、是は殆ど完 全に爆殻 し ｦ こ。

! 起が砲抑で短延期信管を清け七も ので 不完径爆設

するのと 、腕E受信管で完全爆殻するのとどつもが

放力が多いかと 言ふと 、是はj析のi主J ) 者でないと

分りませぬが、短延期信管を活け てやつに方が放

果は多かっ t 。斯う云ふことに師若しに のです。

瞬護信管を清げると、砲弾でも爆弾でも同じです



が爆強の中心から表商迄非常に距般がある。短延

期信管を着りると、弾は害IJ れるけれとも、何Tごか

怪 しげなAA態になって 、爆強中心からの距離が近

くなる、 そこで問題は爆張中心からの距離如何に

閥係すると云ふ結論を得仁。今でもドイツの爆弾

は60% で長・延期が着いて居る。大抵のものは弾力;

直ぐ割れてしまふそれが果して宜いか、或は各閣

の現:(t のやうに4 5 %にしてしまって信管を短か〈

しにも のが宜いかと云ふことは、我々は疑問 l亡考

へて居る 。又6 0 %級 i亡し長延期信管を附すると時

として建物に封し弾丸が尿れる代りに飛散する午

燃焼作雑により火災生起の公算が増加する。第1:9(

峨洲大戦の時のドイツ の爆基盤の跡を見ると、爆1撃

には必す・火災を伴って居る 。40%級のもので支朔i

k 於てやって居るのは 、殆ど一つも火災を作って

居ない。さうなると、都市攻撃の弾としては、純

粋の破壊鍔が宜いか、或は脚内が少々 裁 くても火

災を作ふや うな弾 をｩｔｉつ ｦ こ方が宜いか、ｾは叉研

究を要する問題と思ひます。話が色々大して月j も

ない所に入りましにが、要するに投下爆弾力Z堅い

ものに; 古れば爆肉が破砕することになり、黄色築

が飛ん ｴｾ り、貰い水のやうなも の 流れ七りして居

るのは、結局弾力 Z自爆し仁詮擦です。それで聞の

放力が無脱大であるならば、石造建築で も下迄貫

〈詩ですが、弾力 Z好い加減な所で割れてしまふや

うなこともあると云ふことを御承知 iてなって貰ひ

七い。

ーたに橋梁爆破の問題を少しお話します。それは

紀州の紀ノ川に架って恩る銭道橋梁を態々演絵の

ヲ ｉｾ 行 皐佼に来て貰ってって再々やって見にのです

コ廷は亙爆でやったので 、重 爆 撃 隊 換 算 3 箇中除

伎で試験的にやつにのですが、結局見七所は相前

中れまし七げれども、鍛道専門屋に言は せると、

先づ 30 分経てばE昇率運特はどうにか/jJ 来ます、

2時1111絞てば汽車は完全に通れますと云ふこと

です。爆撃隊 3 箇中隊使って、共の交主力 fこる や 、

此の位の程度です。それで爆撃は徐り労多〈して

殻少いからやらない。是で恨κ ゃって見七庭が此

の程度です。どうしても赴は同一箇所に 2 護中ら

ぬことには効力がない。斯う 云ふことを確認しま

し仁。ロ シアの文献を見ますと、同じ月If 陀 4 護中

らなければ殺力がない h 言って居る。綿てああ云

ょ、桁受式の建物は爆翠 lて到して存外丈夫である。

それは斯うなります。此の爆破は無延期信管が

一番究い。底力; 一番珂想の爆強黙は闘の中央の部

込 よ

分である。無延期信管でやると 、誤差やら何かで

それ迄に燥護するものがある。赴はちょっ と離れ

でも放力がなし、。賊誼 l乙封しては不命中不主主力主

義 と云ふことになりますから 、命中しなげれば、

日Itlfl l' C 附近の爆似 Tごげで、 鍛韓はど うにもなら

ぬ。斯う去よ、原則なんです。 4 護やれば理想、の所

l亡中るも のが一つ{ 立は出来るにらうと云ふ勘定で

す。ですから 、ああ云ふ桁式のものはなかなか巧

〈行かな L、3 それで先程巾 しまし仁やうに織韓K

ｾｦ しては不命中不放力と斯う思って宜 いのです。

叉鎖措の強力なものに劃しては弾の方が早 〈参っ

てしまふ。戦車lてf . J"して 15キロ弾が命中しでも 、

戦車はなかなか参らない。後主主命中が宜ければカ

タピラが壊れる {立で、 6 っ とも戦車は全壊させな

くとも，，ｾが鍛れる話中の兵隊が参ってしまふこ と

があります。

そこで爆 ｩ｛ｪ ｬｾ はどんなものでめるか 、 是は全〈官

K ならない式ですが、 2 つの式があります。是は

御承知のことと思ひますが 、次のやう な式です。

P 3 2 8 wt 0 0 4 5  
=  

P  =  kg ｣ｭｾ＠ r  =  m w  = 昨柴のkg

もう ーづの式は

P = 5，i -fを-

前者はフランス 系統の式で、後者はドイツから泳i

Tこ式です。日本では確かな賞験結果はあ りませ

ぬ。此の二つの式では多少計算結果が遼って来ま

すが、 ｭ し Ｕ 古 ＱＩ とは連ひませぬ 。 底力 ｚ 是は爆禁ｽｬｾ

の ものを爆強さ し7こ場合の話であって、弾になっ

て見ると、信管の欣況や爆肉の厚きで千差禽別に

なって来る。従って此の式は どち らが正しいとし

ても、此のものが基準にはならない。全 i 何も見

詰・が着かない時に大韓の見首はどうなるか と云ふ

ことになるだけの話です。是で見ると、詰 り距離
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の自乗K 反比例して来 る。 ですから 、中心から難

れ ると穀力は非常に薄らいで来る。I 1 ¥J題は爆彼中

心からの距燥を如阿にす るかと云ふことでありま

して 、距維が非常に影響して来る詩です。

次に 水中 燥破の 問 題で す が 、 赴は皆さんに ｲ Ｈ ｾｊ て

げる迄もなく 、水中爆破は相官: 恐しいものです。

御承知力通り水は不国翰白性のものでめって 、私共

感校時代 l亡斯 う云λ、質験を能〈やりまし七が 、そ

れは石油維を三つ持つで来まして 、 一つは土ｾＱｩ総・

量入れ 、一つには砂を渦- 量入れ 、もう一つには水

を湖 ｾ ｬ 入 れて世きます。き う して普通小銃抑でよ

を射って見る。きうすると土を入れにものはスポ

ツと棉MJ ) 孔が穿 〈。 砂を入れ 1; ものは僻が桐北

膨脹する。 71<を入れ? このは健 。; 爆強します。世iか

に小銃鴨でも 71 < の性質上田端 されないで、踏を事IJ

ってしまよ、のです。 さう云ふ風のものです。従っ

て水中爆舵は非常 l乞恐い。近頃『手惜蜘l識.!I Uイ司

かの殺誌に書いてくれと云五、ので一 、J-書いて居り

ますが 、1J，ぅJ.¥・昔fパルチック艦政 J ) )))T; 阪「こり しアリ

ヨール即ち後の軍艦硯を試験的に沈め仁時には 、

50キ日爆弾を艦l刈5 メー トル{ 止の水中l乞Y*しfこ丈

げで沈んで しまっ7二。それで軍維でも j件71<賠でも

水 ｾ ｉ ｾ 爆五Ａｵは恐い。相首距紛が ｩ 主 く ても慌に接して

泌もにと同一結果l乞Tよる鴛です。

此の問題は橋梁ゐ仁りに小j ても相前考慮しなげ

ればならぬ問題fごと思ひます。詩て参謀本部から

依頼を受けて計算ーし仁ことがありますが 、耕天島

の橋梁は湖水の時 l乞50キ日開で水中爆殻をすると

橋 梁の下側のニ112誌が刷れてしま」、筈です。* 府立1

紘で一帯危い のは 、務fpK時の掛天品の橋梁である

とJE‘ ひます。命 中 で や れ ば 250k 抑を 要 し ま す

が水 中爆破ですと 50キロ級の弾でやられる 。水中

爆破も 71 < が浅いと底力が上へJ てって しまよ、が 、水

が深い場合 l亡於ては相官壊れる。淀川挫の鍛橋 l乞

なると水が尚いので全然水中爆破などゃれない。

耕天島は満潮の時は水深が27)引なです。それ伎に

なると危い。 鹿が是は叉工兵の方に言は せると 、

水中爆破ほ徐り数能がないと 言五、のです。是は 一

つ賞験して見にいと 思って居 りますが 、工兵の言

」、のは斯 うで はな いかと 思ひます。組、て 川の交主流

と云ふ ものは流れ る71<1'( 依っ て既に放力がな 〈な

る如〈 自然に削 られて居るそ れで殺力はないのぢ

v  1 2  

ゃな いか。寧ろ 下流の方商から行けば 、71<!ff{ Iて依

って伊j られて照らぬから 、共の方が放力があるの

ぢゃないか。赴は色 んヨラへら れ ますがまに宜ε 験 し

て照 りませぬ。要する lo 1<i取は爆破 l亡大きい問題

であると 思 ふのであります。

ーたは続可j器内の爆破です。赴は色 々公式があ り

ますりれども 、それは爆柴fごりの公式でめって 、

開の 中へ入れるとまるで僚1 ' 1ーが遣って米ます。要

するに物が特! 羽してめる中で爆琵をすれば、Jlll.論

(I'-J ｉ とは無限大の力が ｈｾ ，てＭＤｦＮＺＺる課です。大砲 ｴＮＺ って

一つの 符 Ａｸ Ｎ ｪ 様内であるが慢に 、 ｾＢｲｐ丸が飛んで行き

且つめれ ｴｾＧ げのカを持 って尻 ーるので 、 日 ｉ ｴＺあれ ｦ ごり

の爆撲を外で燃やし? このでは何色もない。ぽっと

燃えてしまふ fごりの訊了です。

そこで是が防祭壕の附築から家犀. の祁i築 l亡封し

て非常に防j係のあることです。草子i閉器内の爆穫と

云ふことは 、持て第ー次同〔沸! 大戦でイギ リスの兵

令で ＳＰＰ 何十名ｾ這て鼎つ仁所へ Ｑ ;殻50k弾力 4婦もて

令部死んにと云λ、話がめる 。 こんな例は幾 らで も

外にもあります。此の前支那を見 lて行つ仁人が開

は恐しいと i1- l 、。それは長き 1 町、 制小11町立の工

場が50キロ級の日本の爆弾 1;設で滅茶苦茶になっ

Tこ。; ) L ，ま恐らく特i閉務内の爆開を起しTこ色のと jι  

ひます。それで［止は 川 溢 Ｇ ｆ 製さん の 論文を御 ￯ｾ ｉ と

なると分りますが 、建築 iて於ては術開告書 ÎJ の燥護

ICならぬや うに紬てを構築 しろ 、要するに一方 l乙

伺ｾ抜きを作って世げと斯う云ふ識です ｀ｴｩｴｩ ま特さ

んが火柴wの桃築を御究になっても分りますが、

1てがm抜きになって周iる。それで川設さんあ? こり

の設では 、重要なる梁はやられないやうに 、少く

とも重要なる梁は眼力が緩和されるやうに二列に

すると云ふやうなことが書いてあります。私は建

築のことは依り知りませぬが 、それは要するに符

ｉｾｪ 器内の爆穫にな ら ぬや う に 、 目 Ｕ カヵＺ四方に抜け

るや うに作ると云ふことです。

イギ リスあ仁り の防祭壕を見ますと 、日本のや

うな四角な防空壌は一つもな い。折散兵壌です。

陸軍の所前交通壕式で 、幅はめの枕ですが 、 くね

くね的つにものです。日本のやうに四角なものを

作つ τ 置くと 、 命 中 弾 丸 ｾ受けに時 ｬ ては密閉壕の

中に入って居る者がtlf やら れ る。散兵壕式に作っ

て世りば被害は一局部K 止 まる。又定製の時 lて窓



を開けにら宜し、か閉めにら宜いか 、我々は近頃開

げると云ふことを言 ひ出して居るのです。瓦斯弾

力Z来 fこら; 去を閉めて世い fこ方が宜いではないかと

言ふが 、瓦斯弾力Z来て窓を閉めて局 られるやうな

瓦斯弾なら 、閉めなくても死にはせね。

此 のJj ¥j 窓、ガ ラスの試騒をや りまし仁が 、窓ガラ

スが壊れな L、方カ; 宜し、のか、 壊れる方が宜い のか

色々 疑r : 日が出て米ます。共の建物陀向って外から

の! 盛カカリ'JII Iまる場介を考へると 、 6 ミリ位の網ガ

ラス iとして割れないや うK して世いに) j が宜い。

ｦ￬ｉし ｉ Ｍ ｉｾ か らＡ出 力がカ ＱＱ はると 云ふ ことになると、窓

ｾ ｉ 法ってくれなければ困る。 ｔ ごからィ結局建物の

"1のt Jtr如何に依る。例へば電話交換室のや うに

機械の - ( U、入って居って精諸機械が津山めると

ＡＱｾ力を無論交りないやうにしなければならぬ 。 是

は_ .概lじ6 ミリが宜いとか 2 ミリが宜いとか言 へ

るものではない。それで密閉器内の爆設と云ふこ

とを考慮して、建物の設計 K 首っ て飴程考へて貰

はなければ飛んでもないことになる! えがありま

す。

三たは火災の問題でありますが、今テルミット、

テルミットと l喧しく言って居ります。併し」具して

テルミットが宜いのやら悪いのやらやって見なげ

れば分りませぬが、 めれは存外と 云ふこ とがあ り

ます。

外の例で言ひますと、或種の焼夷弾で華韓の綴

IlI tで蕃人の征伐をし Tこ時K 、援な穴の中へI丘ぐ入

るので 、之を焼いてしまはうと大砲の諸弾を樺山

持って行つ七が 、少しも火事が起らない。 虞が野

胞の 瞬護信管を持っ て行 つ Ｗ こら盛に火が鳥ｾ <。えー

は案外なことなんです。さう云ふことがちよいも

よいあります。それでテルミットが宜いかどうか

は疑IJ Ul c思ふて居る。% へTこ程 1<: ，ま火力 ［ｾｽￎ かま

いと思って居 る。それから黄燐の焼夷怖は爆投し

ますから 、よ止は官余程気を若げで貰 lまないと困った

ことになります。今やって居る焼夷開iは物を i徐り

11・きませぬが 、テ ルミットでは屋棋位突き抜けま

す。予定:燐開( ま爆薬が桐常入って居るので 、相721・爆

強力を持って居る。如何なる弾丸で、も大韓爆殻ブJ

lよ仲ふも のですが、 t:. 'から 、綿て 治ちて来るもの

は桐首 爆議性を持って Ｉｉｾ［ Ｇ ると， ｾ ｉ Ｎ ふてｾＨまなけれは

ならぬ。

それから黄燐に付てはま ピ色々ありま す が 、そ

れは後にしまして 、瓦斯防護室の問題 、耐瓦斯 彊

築の問題です。 此 の間兵庫燃に行きまし 七 ら、建

築協合の方か兵庫J係の建築技師li か知りませぬが 、

防護宅 としてはマヂノ要悲D やうなものを要求し

τ 居られます。是:は建楽協舎の要求か内務省の要

求か何か知りませぬが、洗面所がめり、着物を着

吏へる所もあ り、 シヤワ { 迄備つに大し七もので

す。 x或る建築家の幸子され七本を見ると 、煉瓦や

コンクリ{ トは持久J i . 斯の長j[ 輩瓦j析を吸牧するか

ら、:!Jl.:! l i や コンク リー卜 は止めなければなら ぬ、

又持久 l C斯がコンク リートに吸着すれば消定ーもや

らなげ ればならぬと 注意されて居る 。民の外J i . 斯

防護のＪ ｾ御覧 になると色々 書 いてあって、結局

どれが本嘗のことが分らぬと皆様は迷はれると思

ひます。それは問題の取り方が遼ふからです。 例

? L 
ι  

C  ( l  

へば持久瓦斯の干' {(E をFla線 K 受って見ると i舗のや

う; じなる 。さうしますと或る撃者は試験管を振制

して、 l i J 析の全然な〈なつ仁 c 結を取り叉或る者

は ｢ 里 ｾｩ を取る。 ＱＩＨＺ し我々は ｡ 黙を言って居る。此

のW?傑の差が非常にある 。 c 黙 迄言はむ とすると

煉fJi. rC1C斯の f灰岩い? こことまで喧しく言はなけれ

ばならぬ。 1・Lj 折の l汲若い fこ煉瓦の上:rL モルモツト

を くつ若げて; 試験する 色、モルモツ 1、は障害を起

して来る。 Oj: し人 IIIJ j) ， 探で Ｒ 時ｉｬ｜ ｊ も Ｓ 時 ＱｾＱ も煉瓦

の わc f! { るか どう かと云ふ ことを考へなければな

らぬ， ｬｃｾｾｲ は ｩ 与だがちと試験管を振姻す 人 は言ふ

が 、|り:1i¥J i亡は徽菌かうようよして知るではない

か。それを1皮って世いて 瓦斯のことを 言ふのは 、

c  ｾｽￎ＠ ｾ＠ i1' って居るからである 。ヨ足々は内務省ゐ仁

りIC約しては a 黙 を取れと言って照る。 c 契占迄耳元

るのは理想だりれども 、きう 云ふことは賀行出来

，［ｽ｟い。 。盟 ｾￎ をナ取れば多少の怪我 人 は 出来 るにふ

う。或 {，!.iWH傷 者! 立は若干出来る fごらう。けれども

それを・ 以て賀行/ { 川ミることをやれ 、斯う云ふこと

を言ふて居るのです 。此 蕗らから腹ｾ洗めなけれ
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ば な ら ぬ 、 持 さ ん が 文 献 を 読 ま れ る u寺tとも、叉 j度

ｾ持って讃まなければならぬ。又 一 ｬ 断 の言ひ 方で

言 ひ ま す と 、 昔 は ヨ ー ロ ツ パ 溢 り で も 瓦 斯 を 非 常

に 恐 が っ て 居つ 七 。 さ う なると、 号誌の隅 の方 迄 探

し て 見 て 、 瓦斯 が 少 し で も あ る と 、瓦 斯 は 2 !JM問

も 停 滞 し て 居 る と か言 って織れ廻る。 fi十し 是 は 我

々 の 家 で も さ う 《で す 。 庭 先は カ ン カ ン し て 居 る け

れども 、裏 の 便 所 の 方 へ 行 〈 と 10 日 程 前 に 降つ Tこ

雨の泥棒がま ｲｾ Ｂｦ 怒って 居 る。此の間 は Ｒ !JMIU13をつ

て居るど 言 ふ の と 同 じ で す 。 斯 う 云」、1併特 の本 が

相 官 あ る 。 徐 程 よ く 臨 官? 以て文献 を 読 まなし、と 、

結 局 ど れ が ど れ か諒ーが 分 らな 〈 な る 。 同 家は此 の

曲 線の 何 慮 を 取 る か と 云 ふ こ と を は っ きり決 め て

そ れ 佐 賀 行 出 来 る や いι しは げ れ ば な らぬ と唱 し

く言 ふて居る。

叉 瓦 斯防 護に苦労してセロハン の蚊 4民営枯れと 言

ひますが 、 あれ位イ ｾ ｽ皆、 議な こと は Ｑμ 、 ので 、 何 時

吊 っ て 何 時 入 っ て 、 何 時 間l入っ て居 る もの で あ る

か と 云 ふ こ と 迄 ち ゃ ん と 考 へTここと か ど う か 。 此

の 前 仲 間 の 警 防 図が セ ロ ハ ン の 蚊 張 を吊 っ て 見 七

が 非 常 に 首 を 得 な い こ と を や っ て 居 る と 私 は 忠つ

に 。 セ ロ ハ ン は 煙が 入 ら ぬ t己決って 居 る ぢゃ な い

か。之を賞際に如何に利l i - Jす る か と 云 ふ こと カ，Pij

樋 な ん で す。 五斯 fごと 言 ふ と 瓦 斯の ことばかり 言

っ て居 っ て 、 外 の こ と は 忘れて居る。 火 事 の 方 は

火 事 の こ とばかり 言 っ て 居 る。 fごか ら 、 ど れ が 本

22のこ とや ら 分 ら な い。 ぞ れ よ り も ま に 桝 決 の 出

来 ぬ 問 題 は 窓の や う に 何慮 にでも あ る の です。

共 の 外色 々 細かし、 |問題が あ り ま す が 、先づJ 1 : で

私 の 方 か ら の 話 は 一 地:打切りまして、 何 で もお聴

き 念 願 ふ こと に 致 し ます。

質 疑 慮 答

内議氏一一お尋ね します。防祭場の指導であ ります が

此の前内務省 の鉾管曾で 内務省 のある 人の簡易防空嫁の

訴を聴か され まして 、英の時に周囲を壁で厳つであ って

何 メートノレ向性れた所 に;爆鳴が落 ちた ら損扮を受け ないか

と云ふ質問をし ま したら 、 4 メートル離れたなら ば何 も

異常がない と云ふ築抜方面の方のお話であ りました。 勿

論信管 の程度 で非常に逢」、と思ひ ますが、それに対す る

御 見解を一つゑ りたい と恩ひます。

柴 田一一和、もはっきりした 数 を忘れまし たが 、 l メ

ートル50センチの コンク .リート の得窪のト ーチカのよで
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500 キロ爆揮 を爆裂させてもそれでは孔が穿きませぬが

中がガタピ シヤになって 7)<が落ちて 凍 ます。人間が其の

中に居ったら、 音響 と震i!il J で死んでしまふだらうと息ひ

ま す 。 只外見よ の磁 場ｾ ｾ とけで人 の 安全性 は論 じられぬと

存 じます。

内藤氏一一防空後を 捌れば安全かどうかと 云」、ことを

指4 . す る立場にある謬で すが、日本では 4 メート ノレ離れ

た ら大丈夫 と云ふお話ーで ありますが、2賀際離れ て居て も

伺 i政令〆 ヨツクを受 けて参ってしまふ のぢ ないか と思ひま

す。

柴 国一一平 j旦開問地で !日J もな い所で すと 、兎やモル

モツ トを置いて やっ て見まし たが、大館2j メート ノレで参

ってしまひます。

内藤氏一一 中心か ら2j メート ルで危険 とし て、簡易防

空援に 入っ て、其の宇径が 10 メートル になれば、宇径の

自乗に比例して其の危険率が J/l Oにな るか% に な るか…

柴 田 一ーさう 云ふ所は はっ きり分 りま せぬが. 笛 ら

ぬでも危い と思ひ ます。

それか らも一つは斯う云ふことが あります。

¥¥%! 

それは弾が中 ると闘の やう

な漏斗孔が出来ます。隔を

H とし、 深 さを D としま

す。人が乗 るとぐらく'ら t
哀

れま すo ｾ ト ンで やります

と、 :爆郊で主主験は やりませ

ねが、J也知で大分や りましたが、大 砲 の 郊 で やります

と、 ｪ 弱斗 孔 深がＥに達すると 、 ペ トン の ｾ 径が締が 入っ

て来ま すo ｾ誌は 上 の Ｔ ト ンがスレ ート り やうになっ て が

らがら: 1; :IJ れて来 ます。 それから非繊筋 4 トンで すと % 位

になりま す と、 時に依つ C1lff. v 、4 トンに な ると氏 まで勉

裂が出て旅 ます。j折う云ふもので す。是は大他の吋l丸 で

すが;爆加でも大鱒 同 じになると思ひます。

内議 一一 爆郊の話をゑ りましたが、現在の日 本 の焼

夷郊対策で すが、相 員密集 して落 された と云ふ場合、現

在内務省でも導l吋委員を集めま して、府県長にも 色 寸指令

して居 りますが、併し建築界の金値 とし ては相笛之に対

す る反3事L広見もある 3撃です。 自分 もそれをやりな がら 多

分の疑問を持って居 ります。そ れ に封す る焼夷部封策御

見解、あ L 云ふものは や らぬよ りましと か、全然{ 直打 が

ない とか、あれで宜い とか、さう 云』、駄を一つ糸 りたい

と恩 ひます。

凝 固一一ー官、は火事のノウは不得手で すが、焼夷婦はね

在では織に十庖放 とな り叉新式の黄燐ニ疏 化炭・素焼夷却

ｾ ｾ Ｇて の始末の悪いものが用ひられま す 、 Ｑ 析かるものの多 数

を一地域に投 Fせられた場合に 、無論家庭防空組合位で



は消えない叉警防闘でも先づ消火困難と認めます。嬰は

被害地主主との延焼防止が要訣と存じます。

防火建築得の様式もｾＧｬｬｦＱ Ｑ 毎のもあり 、 叉都市分割式も

あ りますが、私は分割王立の方がよいかと恩ひます。

而し本防禦線と第二防禦線 とを設け本防禦線は路巾、

建築様式* 利等を理想的とし如何なる大火に於ても本防

禦では喰ひ止める。中位の火災ならば第二防禦線で止め

るといふ如き方針が必要と恩ふ。

7k.利の般を補・4、震の防火改修などは妬息 と恩ふ。防護

室の話ーになりますが私は之位目的合f与の知れないものは

ない と思ひます。ー惚防護室は耐部建築に して而 も耐瓦

、、

滞f建策にし 、共の よ前室を着けると云ふ理由が分らぬ。

係り fjjJ も 彼 も 備 へ付 け i位互て居は しないかと恩ふので

す。前室と云ふ のは 、瓦斯でペ トペト にな った者を入れ

ると困る から着物を滑換へき して入れる。是は伐に瓦斯

を受け た後の虎u 1 です。それならそれ で婦に到する民主笹

は安らぬぢゃないか。或は郊に封する蕗置なら前室は要

らぬ。何だか甚だ以てむつかしいものをやって居らぬか

と恩ひます。

内 務一一例へば兵庫燃の防護室の昔話が出ましたが、

結局大阪でも何虎でも内務舎の指導を受けてや って 居る

諜です。我々は内務舎を攻撃する知識もないのですが、

内務省の指導方針に従ってやって居る諜です … …

柴 田一一兵庫豚の防空宣言事管合記事にあ っ たので現在

の兵庫県幸、貸在のものとはちがいます、あれはマヂノ要塞

の民似をして居る。瓦j折を受けてへトへ トになって蹄っ

て来る兵隊を援護してやらなければならぬから と云ふの

で、要議ではあ斗云ふととをやって居るのです。あの式

のものは都市にhちていつ誰れが そこへ入るか、特念を要

する I徐若手も行は ず叉惑の 中を歩 いてあんな所へ守づ〈づ

来れば 治る べき瓦斯傷者も死んで了ひます。

間 一一唯都市防護室は瓦析も少いのですから、あ

れは持久性瓦斯を身僚に受けた者を消毒した り救護する

と云ふ救護室にもな りまず。其の場合には前; : i [ で洗って

中に入れる。救護室にも使はうと云ふので内務舎 はやっ

て居るのではないかと思ひます。

柴 田一一併 しル イサイ トなれば 2 分間以内に消毒 し

ない と駄目です。 だから瓦斯を受けて救護涯に行 くと 云

ふことは時間的にも考へなければならぬ。教務漢に行 く

と云ふ のに 、イ ペ リツト 瓦斯なら其の イイリツト地帯を

湿 って行か なければならぬ。さうする と時機の後れた患

者を入れる救援室を完備するのが宜いか どうかと云うこ

とです。特急除穫も行はず又霧中を歩いて来たらそれ丈

けでヂE にます。

あんな救談所を{ 乍るよりも 結局E著者の訓練 とi道具を揃

へることです。と云ふのは 、主主てイ イリツト患者が50何

名出来た 。民主が患者を|争軍軍密事校へ牧容 した。 あそこ

には病院の施設はあ りませぬ が道具が揃ひ醤術は満駄で

す。此廃で 治癒を して皆癒してし まひまし た。

中 西一一ー今防空演習司で非常に喧 しいのは 、建築の方

にも関係しますが暗主主の問題で す。 燈火管制をやって書官

戒管制に入りまして燭光を落 し。瞥戎空襲管制に 入りま

したら燈火が外に漏れないやうにして、中では幾. p でも

仕事の出来るやうに せよと斯う 云ふ乙 とでどざい ます。

貧際家庭方面は兎に角と しま して、工場 とか さう云」ト規

模の少し大き 〈なりまし た所で、盤間非常に光線を要求

すると云ふ所で、ご ざいますと 、 暗幕の 問題は非常に我

々も頭を悩ます場合が多う どざいま す。果して暗幕をし

て置いた; かが宜いのでせうが、後戒管制j の時には燭光を

落して仕事を して 居る。 愈 々敵機襲来、と云ふ空襲撃子戒に

入りました時には、 スヰツチを切って仕事を休んで 居っ

た方が泣いかどうか、どうなりますか。空襲を受 けます

時聞はさう長 〈な い と恩ひます が。

柴 田一一大合枇になる と暗幕丈けが何十高閣と掛 り

ます、而かも加ふるに作業能率は著し く減少します空襲

努報は 30分か l 時間位 と存じますから私が工場長 ならば

消灯休業させま す。聖子祭が要否に物ら ず作らんと八釜し

いからと$ して居る工場もあ ります、又一方 御上から防

空E去を作れと申 して 底 ります蕊等の矛盾がないようにせ

ねばならんと思ひます。

中 西一一策際問題に笛 りまし てきう云ふ暗幕遮蔽を

しますと との閣総を感じますの と、相官大きい所であ り

ます と、 スヰツチが津 山あって、時間的に電源を切った

カが嫌ならば、さう 云ふ方法を取った方 が宜いのでない

かと思ひますが。

柴 田一一それは切った方が宜いのです。瞥戎省報は

織の初から終まで機きま すが、空襲誉報は30分間か 1 時

間ですから 、切った } J が宜いと恩ひます。第一埋ril 車が止

ったら仕事は Itl 来ませぬ。何もま11 らぬ者が空襲瞥報でも

仕事を縫復せよと言 って 居る。併 しそれは心持で言って

居るだけ手す。

油 田一一御質問はどんな質問でも結構で す。唯問題

を出せぽ街l解答をして F さいま すから 、何でも お気付の

慰をお等ね頼ひます。斯んな乙 とを 聴い て笑はればせぬ

かと云ふ御遠慮は要らぬ と思ひます。

柴 田一一一防空壊の中 へ簡易の防議設備 をやるかや ら

ぬかと云ふ問題ですが、和、は要らぬと恩ふ。大儒考へま

すと 、主 な る 相 手 は 持 久 瓦 斯 で す が 、之を始末するに

は、大綾2時間掛ります。相笛・念いで l 時間です。 それで

市 民を逃げさ すの に、大健 2 時間も瓦斯を保ワと云ふと
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とは あんな 簡易な ものでは 出来はせぬっ それよ り防毒珂

一つあれば あんな設備は要 りは せ ぬ ぢ ゃ な b 、か。 だか

ら、あ んなこと に金 を掛ける 前に防著書留をお買 ひ なさ

い。 防毒菌があれば毒事てが解 決する 。あの程度 の簡翠な

もの で 2 時 間 瓦 斯 が 入 ら ぬ と 云 」、こ とは主主も出来はせ

ぬ。 それで 而 も事が足るかと 言ふ とlE. らぬ。

叉斯う云ふこと も考へられ る。 愈 々瓦斯が落ちたら此

慮 だ げと云ふことは ない。落 ちたら 、風の工合で何虎へ

でも行 〈。大阪で中 之島が やら れる と、風が強ければ船

場の方迄 は 行 か ぬと しても 、八軒家の方へは行〈でせ

う。 さうすると、 其蕗の商が ない者は家を mに して逃げ

て しまふ、 防空議の中へ3時間も 4時間も 入って居られる

品〉 、どう か と云ふ 問題になる。だから商さへあれば問題は

解 決する ので す。

中 西一一現在 q 防毒菌は一酸 化炭素とか或は育自主に

封 して はま主果がな い。併 し都市攻撃にはさう云」、ものを

使ふか どう か、野吸で は一酸化炭素とか背般とかを使」、

かも知れま せぬが、都市攻撃の場合にそれを使』、かどう

か。 それに封 して現在資 って居る防諜簡を安心して使へ

るかど うかと云ふ こ とですが ・

駿 国一一 それが問題です。 一酸化炭素、青酸には俊

へ ませぬし、アル カ リ性瓦斯 にも使へませぬ。 それから

|司じ酸性 瓦斯であっても 、分子量の少 u、ものに対しては

使へ ない。使へないこ とはないが、非常にむつかし u、。

盟理素あた りに封しては 、此 の前ゃ ったのは非常に問題ーが

あ ります。それは分子量が非常に少い。だ' から 吸牧され

ない と云ふや うな問題があ ります。併し 今はホ 月ゲンと

イペ リツト を問題に して居る。分子量の比絞的多九酸性

瓦斯 と其の分子の瓦斯だけを問題にして居る。慮が幸ひ

と分子量の非常 に小 さいものでは人の死ねものはない 、

アルカ リ性瓦斯 は分子量が非常に fかいので、大5豊結嫌で

す。併 し野織に於ては 、 ドイツがやったのは背俄だと云

ふ と とを 毅表 して問題になって居 ります が、あれは放射

、するので大量放射ではお互 ひの瓦斯が邪雌になって擁護

せぬ lt それで効能があるのです。比mは 0.9 で空策より

ちょっ と経い位です。隠って野織に於ては コトライ トと

か一酸 化炭素とか二硫化炭素と由、あ与云ふ今の防毒商

の利かぬ もの が使 は れ る。是はアムモユアなどでもひど

いや つ をや られると死なな いが栂笛苦 しいものです。け

れども 市街仰於ては空気よ りも比正直の除り終 v 、ものは佼

ひ採し、 、斯う 限 iJIII して居るの です。

P能防毒菌も今の所では b 針なし で やっ て居る 。安い と

か高い とか言って喧し 〈言って居るが、 そん な馬鹿なこ

とはない。防著書留 のf華街う ての問題は 、今の度 瓦i訴を櫨

すか溢 きぬか、是が一つ の標準です。泌さぬやう にする
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と、今l接軍の持って居る防毒菌程度の やか まし いもの に

なる。 宵 販の一番良いもので中等濃度の クシヤ ミ瓦斯 を

5% は滋します。 さ うす ると12. j 呼吸し か出来な u、。家

庭 用のものは 2. 3呼吸 しか由来な u、。 其慮らをどうする

か何の方針もない。叉防毒菌 の吸収管の時聞が 2 時間位

のものが あ るか と思ふ と 120 時閣 のものがある。 きうし

て生命の切れたものも分らない。 務 々を殺すな らー 絡 に

殺せ、殺さぬな ら皆ー絡に殺 さぬ。其の方針で行かなけ

ればならなぬ。方針も f日I もない。唯安いとか高いとか云

ふことでやって居る 。 さう云ふ夙に考へます。

者 し斯う云ふ爆婦が出来たらどうな ります か。 それは

斯 う云ふ爆郊です。特殊の( ; ; l 管を持って居る。落 ちたな

らば 、落ちた時は不登却であって 、さ うして中の薬剤の加

減で l 年級ったら爆裂するとか牛手続ったら爆裂す る と

か 、 さう云ふ加ｾまが出来る 。 そこまでのものは ロ シアに

もあ ります。 イ9 リーにもありますが、 イタリ ーのは24

時間位しか保たぬ。それに加ふる陀落ちた ら;爆薬は不安

定紋態になる 。爆薬を不安定f伏態にするのは謬は をい。

酸系のものを 1111へれば宜い。と云ふものをそれを都市 に

務 されたならば、此の存在を知らない と、 何時: 爆愛す る

かう〉らない。之を落されたら、都市の住民は注も危〈て

居れはしな U、、之を l令けやうとすれば決死除以上だ。 き

うなると 、都市 の位民は どうなるか、 3 年な りう 年な り

逃げて居らなければならぬ。是は爆撃の特性から考られ

たもので大砲与云ふものは砲身を並べて居る 以よは 、砲

丸を射つでも射たぬでも恐u 。爆撃は湿ってしまふ迄は

恐 いが、一遍通ってしまへば政懐家屋の修理も出来る。

是は安定果が瞬間的である。だから放果を長〈保たせるに

はどうすれば宜いかと云ふ所から出鼓したものです 、是

は確かに有欽物である と思ふ。主主催なんか之を射ち込 ま

れたら始末が着かぬと思ふ。それで第 1 : 次隊洲大較に斯

う云ふことが虚にあった。是は普通の朔丸ですが、退却

の時に建i表の 中に仕掛けて行く。さうして占領した兵隊

が其慮で商談々々と唱へて居る と爆愛 したと玉三ふ例は津

山ある。是は特別長延期信管部と云ふのです。

それか ら燈火管制の問題ですが、燈火令市j は近頃もう

少 し寛にすると 言 って居りました。あれは 300 メート ん

を基準に して居 りましたが 、 日本内地に敵機が 300 メー

トル 迄 降 りて来ることはない。それで私は2000メー ト

ルでずれ、と思って居る 。 さうすると後程? まになって来

る。あれは原l ! IJ から言へば、外界の明るさと均しければ

宵ぃ謬です。月夜ならずっと明るくして宜い諜で す。 併

しそれでは徹底 せねから聞を基準にしてやって行〈と云

ふことで すが、暗 〈すると云」、やうなこと苧かまし く言

はぬでも 、外 が明る ければそれで手加減すれば宜 しい と



思ふ。 要する に外界の明りと 均 しくすればそ れで宜ぃ問

題だと思ひます。

内 臓一一今の燈火管制の問題ですが、警戒管制で作

業を 宇っ て居て、 空襲管制になればスヰツチを切れば宜

いのですね。

柴 田一一それは切らなければな らぬと恩ふのです。

間 一 一時間の関係で日本は平素から後戒管制をや

らなけ ればならぬとすると、日本の警戒管制 は英閣. 並に

もJ っと滞来はきっくする必要があ りますね。

柴 田一一一それは岡家の位であると私は恩ふ。イギリ

スはあれをやっ た結果、御ゑ知 と 思 ひ ま す が、 ツイ此

の間迄にロンドンだけで自動車に艇かれたとか、波止場

に落ちて死んだとか、さう云ふ者が5000人も居る。敵の

空襲の: 1 I t 答より其の方が幾ら多いかう〉らない。まあイギ

リλ は従来度々外窟を受け て居るし、第 1 :次wk洲大械で

ひどい自に遭って居るから、我慢して居るが、それでも

暗 黒 病 と か 云 っ て 紳趨衰弱には大分構 って 居 るやうで

ナ。それを日本にやられて、来して理想的に保っかど う

か。望書ろ理想的の波j良が凶家全般を引っ〈り返して しま

ふ。爆強の3主力は閣家: 金銭を引 っくり返すと云ふや 5 な

ことはない。さうすると甚だ不徹底乍ら警戒管制位で主主

慢せねばならんと息」ト、是は念には出来ませぬが、若し

日本金闘が一斉に統一管制 が出来るやうな措置が 出来れ

ば、平気で仕事をして 居って、 いざとなればぴっと消し

てしまへば宜いのぢないか。兎に角問題は重度の民似を

して居ったのではいかぬと云ふととです。 英 の 良 似 で

叉之れ迄は空襲で火災が起ワ たら空襲警寄報中でも Z坊灯す

るとかせぬと か云ふやう なこ とを考へて 居った仲間です

が、併し冷静に考へ たら 、高A 線は引ヲくり返る、それ

は何慮が引っくり返る か分らない。さうな った 場合に空

軍聖書官報で' l t t mc を遁し放し にして置くべ きものか どうかと

云ふ乙とになる 言畢で ナ。

間 一一是は時局問題になるかも 知れませぬが、日

本の縫海軍の精鋭が重度を盛に空爆 して居られますが、

貧際の 空 襲 の 貧 款 と 申 ま し ま す か 、 先程のお話の やう

だとすれば' 係り 主主果が ないのぢゃな いか と思はれまーす

が、1ま際どうなんですか。

援 a  -ーそこですが、今の日本の民衆には 、空襲は

恐いぞ、日本中引っくり返ってしま」、ぞと 言は なければ

ならぬ けれども 、 それは小 予定でありまして、 私共大予定的

に言へば、空襲の3聖書と云ふものは担自主t'"豊か ら見れば大

い したものではない。寧ろm襲の防備姿勢に立っと云ふ

ことが閣家を思想的に引っくり返してしまふ。だから 、空

襲 の恐怖 といふとと が図家を思想的に引っく り返す。 第

l 次欧洲大織のダンケルクなm製なんかもひどいもので

あって、2百何十回と 云ふ主主獲を受け 、長距離砲でも やら

れ、更に緩隊砲撃も喰ったが、五六年怒っと 、其のダン

ケル クが元の通 りの都市にな った。早い昔話ーが東京の震災

以 さう です。あの現場に居つて の直観は貨に ひどいもの

です。私ば嘗時飛行書将校事生を連れて東海道線を歩い て

蹄りましたが、東海滋線を復穫するよりは別のものを作

った方が早いと思った。併し l 月もすれば織選は湿って

居る。 7年もすれば東京は復興 して居る。だから空襲を受

けても接滅 してしまふ ζ とはない。寧ろ之に依る恐怖 と

云ふことが関家を危殆に導くのです。フランスのあの休

戦僚約が遅かったら、フランスはあの空襲防備姿勢に依

って思想的に倒れてしまったらしい。それは跨って来た

人が言って居りま したが、極 <11、さい五っか六つ位の 子

供が日々地柄て室に入って泣いて居る。織は何時にな った

らしまひになるのと言って泣いて居る。それで其の親と

しては、何でも構はな いから早 〈職はおイ土liifl になったら

宜いと云ふ考になる。空襲の目的は其慮にある。だから

結論としては 、防空壕にも何にも入らずにお念併でも i慢

へて 居れと云ふととになって来る。段々冷静に考へ、大

乗的に考へると、さうなんでです。穫祭方面でも警防園

でも寧ろ防諜とか保安の方が大事な ことになって来る。

それから強丸の落ち た景況を 一週人に見せると宜い

と思ふ 。 Ｍｾ落ちると、 ｙ んと云ふやうな音が問えるの

ではない。私は火綱を作って部品落ちた所へ再々行って

自ら 2ま験して見ま したが、百雷の一時に落ちる と云ふ音

ですね。砂;題は立つ、家は伺j れて、 、自分の子供は下鍛に

なって 居る。其の時に誰がパ ケツを持って走るか。避難

しては ν、かぬ、 自分の職業を守れと言ふが、是ほ徐程考

を要することで、避難するの が笛 り前 です。だか ら寧ろ

避難する! 待の避難の IJ 式を決めて脱行きさぬ乙 とには、

避難するなと言ふ ζ とは、結局無統1 I i i J に避難することに

なってしまふr と云ふとと を私は言って 居 るのです。其

の時に果して皆がちゃんと防ぷ簡を被れるかどうか。火

事の時に被って居るかどうか。胸東大震災の 4 日自に私

共避難民の大勢の者に逝ひましたが、生き でゐるか死ん

でゐるか本人自らが分らない 、ぼやっとして居る。定桂

は引っくり返る。爆却が落ちて来る 、銭面的がるると云ふ

時に、十分な斜j 新をする人間があるかどうか。大債総て

に於て平時株態からポヤがl 1 J て 、 それを泊、すのだと云ふ

やうな考 で総てが 出来て 居るか ら間違で す。 空襲には何

H寺も破援が件って来るものだと云ふことを忘れてはいけ

ない。干 ｌ は家庭防空組合とか大衆教育の￯ＦｬはＺｴｾ鼠にある

と思』、。欝防図消防聞に i，: ; ) o務署長は 自分の思ふ ことを命

ずる。骨 Ｇｉ ｊ へば Ｎ ｴｦｴ 匿金械は［控 ｾｩｦｕ 也ｷ［になった。 さうして府

民軍は行政の中心である から 、府政は焼いてはいかぬ と云
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飽きて来た時が危いと云』、意味は其慮にあるの です。

池 田一一如何です か、大分時間も移りましたゃうで

す が御質問が あれば耳元って載 きた い。なければ此の 迭 で

間合さして械かうかと恩ひますが、 もうよろ しうどざい

ます か・ それでは御質問もないやうな必 りますから 、

』、ととで全力を議す。それが警防到 の役 目です。苦手防銅

は1 ! i の孫備隊のや，うなものであって 、家 庭防空組合は第

一線であ り自分の 家 庭防護の方は 自分で や る。是が家庭

防護組合の狭では ない か と思ふ。家 庭防護組合もパ ケツ

幾つが ポ ンプの幾つに匹敵す ると云ふ官I.tif.も して見ない

柴聞 きんにお ｦｦｬｾ を 申上げます。

柴 田一 一大事警槌 りのない話を致 しまして相済み ませ

ぬで したが、稿、は喋るのが好きで、何時か叉機舎があっ

たら 伺ひます。皆さん が碁を 打たれる の と私が本を書い

た り喋 った りするのは同じ娯楽な んですから 、 叉お話し

する機舎を得られますやうにお願ひします。

池 田一一 今夕は御多用の島、叉非常な酷暑の時にも

.j 1'J りませず、長時間に亘 りまして御懇切に解 明易 〈御 説

明を頂載しまして 、私共利盆する鼠非常 に多大であ った

と考へます 。 叉色々の質問も申 上げまして 、- . 4御 明 答

を得ま して誠に有 iliig( 感謝の至 りに地へませぬ。甚だ循l

ｊ｝ＧＡで どざ いますけれ ど も 、 之を以てお ｾｬ ｯＮの言葉 と 致 しま

す。有難うどざいました。( 拍手〉

それでは之を以て舎を閑ぢる乙と に殺 します。 f 拍手〉

( 昭和 15年8月 ・講演)

といけない。寧ろ私は機械化を 図 らなければならぬと考

へてゐる。モ ンペが宜い か耳韓関器材 の充2誌が宜いか、毒事

者にモンペを塁手か して演習すれば続強で宜 いかも知れぬ

が、験問器具、 防備2- . l : 具が なく 、救 念孫一つな u、。 それ

を墜備 しないで モン ペばか り奨附して居る。それで私f:l:

モンペを穿いたら火事は消 えますかと言っ た。( 笑S軍〉

前 が 捲 〈れて恥し いとか言』、のは平時の とと です。 空襲

を受けて家が壊 れ 、 自分のi t - 笥が焼ける と云』、ことにな

ったら 、前が捲〈れたなとど言 って構って居れない。尻

捲く りして でも や れ、 それよりも験開 終材 の光資です。

問 、 一 一今次の敵洲大職で 、 ドイツ の電聖書作職に付

て今迄新聞に載って居ること以外に 、差支ない程度お話

し裁きますれば結構と思ひますが。
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柴 田一一我々も新聞以外に 分 りませぬが、併しあの

従事作職と云ふのは今に始まった乙とではない。第 l 次

欧洲大織からやってよる乙とです。我々の初ふ急襲職法

です。王象め準備をして置いて 、有〈も梁すべ き機舎 があ

っ た ら、 それに向って全力を態げて 共の機を逃 さぬやう

にする。担、は 此 の前の第 1 : 次欧洲大J mの 7 ランスの司令

官に懇々と諮を 隠 さま したが、 Y ンムの攻撃でもペノレダ

ンの;攻翠でも総て電怒作戦です。伊j へば此の方 向に向っ

てやらうと云ふと 、40箇師圏、50箇師闘を集めて演を狙

って 居って 、初くも機が あったら 、 ばつとぶつ突か つて

行って 、 共の験果を次第に綴張 して行 〈。 言古 り念事基吸 法

と云ふものです。あればドイツが主主明したもの では な

い。攻 防が しっ か りして来るとあれを苧らなけれ ばu、か

ない。

都市防空でもさうです。初の中侠はぬ1待は 2 箇月でも

3 箇月でも些とも使はぬ。さうすると 、敵はもう止め た

のか知らぬと恩ふ。其民主へ 2 回 3 回大;註に中るのです。

野械では防毒に晒粉を使って 居りま したが晒粉も l 回分

よ り係計持ヲて 居るもの はない。災民主へ綴け てやると 、

1 " られてしまふ。 都市 の防空も之を俄程考へ なければな

らぬ。 IJ、出しにちょ乙ちょとやった のでは相手方 が しっ

か りし て居れば何もならぬ。哲 0 1をな い と防空監視哨で

. . 6or 

IDZI  

E ヨ

も、絵訪周でもあき て参 り弛緩を生じて来る o X の時に

大きな銅像で扱き廻されたらおイ上併ですot g撃 作職 がそ

れです。だか ら、航空隊は迂澗には行かない。閲i般廃頭 ・

必 ず来る と言 って 居るけれ ども、閑職事苦頭は 防備を 十 分

に して居るから骨量 P行 かない。 i剥織野 顕より 寧 ろ防備 に
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防 空に 開 す 3  座 談 曾

池 間 谷 貞 氏
〈婦 人 図 鑑 代 表 〉

中 悶 隆 浩 氏
( 方面委員・家主 ・地主〉

岡 本 太 郎 氏 ( 吹 悶 悶 民 皐 校 校 長 〉 野 田 耕 造 氏 ( 隣 組 長〉

岡 崎 忠 三 郎 氏 L普官 防 圏 長〉 ヨ司 生 隆 氏 ( 高 湾 中 皐 校 校 長 )

金 津 利 助 氏 〈 家 主 ・ 方 面 委 員 〉 松 田 邦 三 郎 氏 ( 密 師〉

佐 竹 庄 七 氏 ( 北区済美第六聯合町合長〉 松 本 高 二 郎 氏 ( 薬 期 鱒〉

同 中 藤 太 郎 氏 ( 方面委員 ・家主・地主〕 森 田 伊 兵 衛 氏 ( 方面委員・家主・地主3

種 谷 喜 兵 衛 氏 ( 家 主 ・ 方 面 委 員 〉 吉 田 未 知 一 氏 〈 天 王 寺 区 青 年 圏 〉

竹 内 新 次 郎 氏
( 普 防 岡 長〉 鷲 井 清 子 氏

( 授大阪府女子専門隼校助教)

竹 内 さ 氏

(科i戸女接院専門書匹校教授〉 ( 五十音順〉

池 国 賞
( 本合都市武装促溢幹事曾) 寺 岡 民 f 同 幹 事〉

幹事長

奥 .烏 正 ぐ同 幹 事〉
的 場 i告 ( 同 幹 事〉

竹 内 佐 平 治 ( 問 幹 事〉 白 問 秀 ｈ｛ｾ＠ ( 同 幹 事〉

昭 和 16年 5月20 日 最 ・ A B  C 倶 集 部
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池田一一ちょっと御扶拶申 上げます、本日は御多用の

庖お差繰下さ い まして御ヰミ舎を得ま したことを摩くお櫨

申よげます= 片岡曾長が 出まし℃御挨拶申 よげる筈であ

りますが、丁度今日 念に東京方面で; x曾合が行はれる こ

とにな りまb た震に 、上京いた しまして不在であります

ので、代 りまして我が司舎の j市に著かせて裁きたい と存

じます。

書面で御依頼申上げましたやうに、我が日本建築協舎

は 従 来 都 市 の 防 火 防 空 と云ふこ とに付きま して永年に

亘って色々研究を致し 、叉其の思想の宣俸にも力を量産 し

て参ったのでありまして、色々な委員舎も設けて居 りま

すが、特に都市武装促遜幹事舎 と 云ふものを設けま し

て、不宵革l、が其の幹事長の位般に居 るやうな次第であり

ます。

目 F の図際情勢は御j f ( 知のやうな次第であ りまして、

或は絡に太平洋あたりの波も高からんとするやうな形勢

になって居 りますが、墜さ防備あれば深き 2置な し と云ふ

やうなことも 言 へると思ふのであ りまして、我が幽の重

要都市と しては蛍然それに対する相嘗の施設は して置 く

べきこ とと考へますが、何分にも御j f ( 知の1 " うな所調木

造都市であ りま して、防空と云」、上からは非常に僚件の

悪い立場に在るやうに考へて居ります。相、共内部で色 h

研究も致 して居りますが、此の問題は関民一般又市民一

般の非常に重要なる問題でありますので、各ず国の皆様

方にお出でを願ひまして、御高話御卓設を手手総して、私

共の研究の資料にも致し 、 叉之に依って世人の注意も喚

起したいと考へて居る次第であります。一面叉先づ防空

域に封することから始めようと云ふので、我が協舎の主

催で、大阪師図司令部、大阪府、大阪市などの御後援を

得まして、市民の 防空壕展覧舎と云ふものを 、三越を第

一合場、笛協舎の材料陳列場を第二曾場 として、明後二

十二日から三十日まで開催することになって居 ります。

是もお閑がありましたならば、御覧の上御批判を願ひた

いと存じます。

今日は多数の皆さんに悠々お出でを楓ひましたので、

どう云ふ方 | 闘のことでも榔ひませぬ し、一面詳しくお話

を願ひたいと考へますが、 又一面多数の皆様に一々お話

をゑりたいと考へますので、共の話並立 し〈御掛酌の よ、

御忌俸のない御意見を承ることが出来ますれば、大慶結

構だと存じます。

本タは皆さんの色 4 有金なお話を承る乙とが主であり

まして 、手l、が長たら し く御挨拶を申 上げる乙とは時間上

不級済と考へますので 、，倣めて簡単であ りますが 、以よ

唯一言此の合を開きました趣意並に皆様に封するお躍の

言葉を申述べるに止めて依きます。( 拍手〉

儲てど 5云ふ方面 からお百円 を主主めてi I ¥C; きますか、 色々

v  2 0  

方法もあらうと思ひま すが、私共の方では別段どうと云

ふことも考へて居 りま せぬ。色々とお話の都合 に依って

号|認をきそれを話題と して載 いても結構だと思ひます。御

用の都合よお念ぎの; ウもおありのやうであ ります が、先

づ家主さん側と して金深さん一つ皮切をお瀕ひ致しませ

うか、 どうか其の伎で…・

金津ーー只今池田さんから私に皮切をやれと云ふお言

葉でありまして、甚だ恐縮に存じます。私は此虎へ来て

見ますと 、方面委員 と云ふことになって居りますが、2ま

は方面委員も何も致して居りませぬ、建築協舎から方面

委員を命ぜられた形であ ります。

干ムは警防閣の顧問に もなって居 りますが、1定地に防空

に笛ったことはなく 、防空と云ふことに封しては何等の

級車最もないのであ ります。町主本日此虎へ参りまして、 ち

ょっと頭に浮んだこ とだけお話し申して見たいと存じま

す。日支事事警は蔵溝橋以来最早四年に なりますが、我が

関内地は未だ一回の空襲にも舎はないと云ぶことは誠に

結権なことであ ります。是は会〈 践 に海に主主に身命を郷

って設される我が忠勇なる将 兵諸土方の賜物でありまし

て、此の車問ム共は誠に感謝感 激J亡i笛へない次第であ りま

す。

* る所に依ると、ドイツの飛行機がロンドンを襲撃し

て、方々に火災を起し、或は色々の建造物が面支援 され、

叉硝子や煉瓦の破片のJ a . ，に 多 くの死傷者を出して居るや

うで あ りますが、我が閣の建物は不幸に して、皆木造で

あって 、飛行機の襲撃に付ては一層危険であり、一台の

飛行機が我が閣の都市を襲ふても火災を起す乙とは必然

であります。現に皆様も御ゑ知の湿り、東京の大震災に

於ても 、大部分は火災の被害で、直接地wに依る被筈は

大したものではなく 、何万人と云ふ死者も殆ど全く火災

の尽であります。此の火災をどう云ふ風にして防いだら

よいかと云ふ乙とは 、皆様も研究され、叉省局者も 研究

し て 居 る だ ら う と 思 ひ ま す が、ちょっと 私の頭に浮ん

だ所から申しますと 、あのパケツで7/ c を運んで火を消す

と云ふことも大事警結構であ りますが、一朝本笛 に空襲を

受けた時に 、果 しであれで済むか済ま ないか、革l、は寧ろ

大阪などに於ては、各所に消防署があるが如く 、一町内

或はニ町内毎に小規模の消防機関を備へて、一朝大災の

場合にそれを以て、本t蓄の消防署の方が来られる までの

臨急の消防に努めると云ふ方法を執ることにしたらどう

であらうかと考へて居ります。叉英京ロンドジの如く石

が飛んで来たり 、柏、子の破片が飛んで来たりするやうな

場合 にどう したら宜いかと言へば、 之に針しては 、一 町

内或は二町内にー筒所とか或は所謂隣組と云ふやうな所

でー箇所とかニ箇所とか、得 Ｑ 翠な防ｾ ｾ 長でも格へて置い

て、 さう云」、場合 には直< . 其の中入るとまミふやうなこ と



にすれば、非常 に安心だらうと考へるのであ ります。 道路を以 て防火線として腐 ります。都市計22-あた りでど

何ほロンドンあたりの模様を聞きま、すと 、IJ、喜界絞の ! t う云ふことになって居るか知りませぬが、道路を股 くし

徒などもなかなか危 くて、非常に可哀相なゃうであ りま て、火災を戎程皮に日食止めようと云ふ計訟であ っ たゃう

すが、大阪あた りでは生駒山のやうな所に防空涼でも耕 に聞いて居 りま すが、大阪市のやうな署長屋の密集した逝

へて 託，，，て、IJ 、畢生などを避難させるやうにしたらどう 路の狭い所では 、或程度逝路を! 万火線と致しまして、遺

であらう か、 マア今日の日支事獲のやうなこ とであれば 路に面 した 家屋を思ひ切って防火控を粂ねたや うなもの

何等空襲の民まもないゃうでありますが、臥' 洲の事情も にする計訟を して裁きたいと存じて居 ります。さう云」、

甚だ; [ . 4 迫して来るやうな話も開きます。寓ー我が闘 が炎 ことに しますと、此の協合あたりのお考はどうか存じま

米を相手に験ふや うなことになれば、主主襲を受ける やう せぬが、美観を鍋ずるとか何か織な感じのするやうなも

なことがあるかも知れない 、而もそれが何年綴 くか分ら のが出来はせぬかと思ふのであ ります が、 それは技術的

ない。 其の間徒だ、感校の生徒を遊ば して置いても困る言撃 に何とか考慮し符る乙とと存じます。是も叉大火の際に

でありますから 、いざと云づた場合の用意にさう云ふと 鱒重量したのであ りますが 、気温が相常上昇する闘係か ら

とが必要でないか、或は係 り理想に亙って、賀行は至難 か戎程度強い風が起 りまして、 。其の然に各所に 上った火

であるかも知れませぬが、 ちょっときう云ふことが頭に の手は殆ど卒素に於て漁想し符ないやうな績がり方をす

浮んだ次第であ ります。 るものと思はれるのであ ります。そんなことを考へます

其の他王製想的のことを言へば、 色々ありませうが、貨 と、どうして も戎程度恩ひ切った計訟を立て L 、 防火壁

行が出来なければ、何にもならぬと思ひますから 、先 づ を完全にし 、災筈・を戎地区で l食止めて機大さ L ぬや うな

是位で終らして裁きます。 方法を考へて1 ' t ひたい思ふのであ ります。

池田 一一有難う存じます。次は瞥防関長 をして居られ 叉防空桜の問題であ ります が、今日市で簡箪なもの を

ます岡崎さん、 ど うぞ一つ 各所に遣って居ります。併し是も戎程度の爆風を避ける

岡 崎 一 - 'fd、は昨今の空襲の常識で、大阪を諮るのには とか、或は寅酌車の破片を避けるとか云ふととに付ては

像程思ひ切った考を以てやらなければ1 i f 際に於て駄目で 王立は役立 つかも知れませぬが、閥東震災 とか戎は最近の

あらうと# j ・へて居 ります。最近防火読料と云ふものが援 静岡の大火と云ふやうな大きな火事に遭遇しま した場合

明され、木材に防火訟料を塗ったものI . j f 験 も二 三問弁 に、骨量 り防空桜を頼 りに致しますと 、或は蒸擦になるの

見したのであります が、来l、は昨今の欧洲職容に於て英闘 でないかと云ふ宇うなことも考へられるのであ ります。

苧ドイツ あた りで貸行されて居る空襲にまちJ しては或は気 勿論| 坊主主壕は火災を避けると云ふ協ではあ りませぬが 、

安め的のものでないかと考へて居るのであります。仮に ;爆風なり 、庶務郊の破片な りを滋ける低に 、 防主主岐に 在

大阪が五十機位の空襲を受けると致しますと 、相前恐る って安心 してゐる問に火に問まれて 、 どうにも出来ない

ベき被安のある こと は申すまでもない ことであります。 やうなことになりはせぬ か、要するに現在の やうな程度

税、は幸か不幸か存じませぬが、 あの倒東大震災のありま の防空援に頼り過ぎるやうな観念を持たすこ とはどうか

した次の官の仰で横波からアメリカに参 りまし たと云」、 と官、は考へて 居るのであ ります。

やうなことで、丁皮震災の口 l亡横波へ参ったのでありま 織ったお話は 11 . 1 来ないのでありますが 、 マア此の位の

して、横演 に活 くと一時間位で震災に遭ひ、 あの恐るべ 所で御免蒙 ります。

き震災後の火災を鈍重量 したのであ りますが、大阪が空爆 池田一一有難う存じます。次 に勝校長を して居られる

に合へば、恐らくあの 震災後各所から笈火した火災 と同 岡本さんにお綴ひ致します。

採或はそれ以上の悲惨事に遭ふ ので ないかと考へるので 岡本一一私は先年南京や 上、持を洞察 しまして 、空襲の

あ りま す。さうだと致しますと今多種多様の方面からの 恐しい乙とを痛感いたし 、又東京の震災後の火災の事を

お話を中上げることはさ・然へまして、仮に同様の 2包爆を 思ひ出しまして、防主主施設の必要なることを考へて居 り

受けると致しますれば、只今研究され、施設をされて居 ますが 、 ロンドン の空襲の機材: な どを 新聞で見ま しでも

りま する程度のこ とでは 、 どうにも手が斎けられぬので 仮に五十械の飛行機が数万の爆慨を投 F した湯合の我が

ないかと恩ふのであります。 肉の如き木法家屋の被1 f は伐に科大なものがあらうと{ 言

最近各] i Jrに防火地匿を設けられま して、之に防火濯共 じます。東京のES災後数百筒所に 火 が起ったと云って、

の他の施設を加へられた所があるのであ りますが、是は あんなもので あったのであ りますが、万僚の爆孫、焼 夷

淘に姑息な方法であらうと思ひます。北海滋ーの札幌は京 怖が我が大阪市 Jこ務ちたとしたならば 、それはもう想像

都の街のやうに君主盤の自のやうになって居って、政いの も‘及ばぬ非常な領容を受けるものと考へます。1 t ( 人は防

は六十問位の民い道路があるのであ ります が、さ う云ふ さ主即ち防火なり叉燈 火管制lであると言 ひます が、是等の
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事 はどうして も完 全 にや らなければならぬと存じ ます。

それ で先程お穏に な りました議路に商 した所に防火壁を

設け ること は大後必要 と恩ひますが 、近頃耐火耐火の布

が愛明さ れ た と云ふこ とを聞いて居 ります、 さ う云ふも

のでも利用 して防火墜を格へ 、此虎には建築の大家が得

¥ 

っ てお出でに な ること と恩ひま す が、大 に防火的の建築

を考慮 されるこ とが必要であると思ひ ます。伺 ほ先程火

災を 小さ い問に防 くやが伐に 、町内毎に小さ なポンプを備

へ附ける こと が必要だ と仰 しゃいま したが、 ;[4、は更に治、

火郊の 如 きものを各家庭に備へ附ける ζ とが大舞必要だ

と存じます。叉南京 など に行って見ますと 、相滋な家庭

には大抵皆防空議を設けてあ りま して、彩、の見ま したも

のなどは貨に模範的の完全なものであ りましたが 、 それ

程完全なもので なく とも 、大阪のやうな 所 には是非防空

壕を格へることも必要でないかと考へ ます。或は叉穆校

の如 きは津 山の生徒を枚容して居るのであ りますから 、

今大阪市に於けるものは皆鍛筋混凝土迭 とし、 叉地下室

を設けて 、其虎を防空添の代用にする と云ふことも非常

に必要でないか と考へます。

革l、は防空に闘する知識は至って乏 しいのであ りまして

詰 らぬこと tであ りますが、是だけ申 上げ て置き i ，す。

池田一一それでは次に婦人命長を して居られます池田

谷 さんにお願 ひ致 します。

池田谷一一 私はむつか しいこ とは何も存じませぬが 、

佐野町 とし ては繊維工場地幣でご ざし ます ので、 どう致

しま しでも防火と云ふことが最も必要でどざいますから

各婦人間隊が協力いた しまして、 モン ペ姿で先程お昔話に

な りましたパケツ ・リレ ー とか色々防火防空の訓練をや

って 居るのでどざいますが、 可なり 時間を費してきう云

ふ こと をやって戟きましでもどうも 、 それは唯形式だけ

の事のやうでございますので、先程お話のやうに是非防

空援を所々に設けて裁きたいと云ふととを痛切に感 じま

して、最近野喜美の方にお願ひを致 して居る宇うな次第で

どざいます。それは私共かば りでな〈 、青年聞や勢紡図

の方からも申さ れ て居ることでどざいます。* 年に入 り

ましで も、三回程防火訓練を やり ましたが 、何時も多敬

の婦人がお出で下 さいま して、モンペ姿で盛に活躍 して

載き ます ので、府の方から表彰されたこともございます

が、皆 さんにお黙 り童文しまして、官、等の力で少し犯の献

金 で もして防空撲のー箇所だけでも祢へるやうに致しま

せ うで はどさ「いませぬかと 1和合は したやうな次第でどざ

い ます。

其の 他 のむつか しい事は何も待合せがござu、ませぬの

で、是 だけで御苑を蒙 ります。

池田一一 次は方面委員を しておゐでになります森田さ

ん どラぞ・・.. .
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森田一- '[4、も防空 と云ふ ことに は自主り知識が無 いので

あ りますが、干J、等が常に相談相手 となっ てお世話を して

居 りやすカ ー ド階級の人のこ とを心記 して居 ります。昨

年英閣の ロンド のm製を受けて居る j伏態を新聞で 見ま し

で も、先づ考へ ますのは 、斯う 云ふ場合あの縫め で粗窓ー

な家に伎 って居るカ ード者は どうな る伊らうと 云ふ ζ と

であ ります。私共の区域は此花直の聖子関阪市申の附近から

策、南の方面であ りますが、其の問に一種カ ー ドと 申し

まして、夫に死なれて三人な り四 人な りの子供 を抱へ た

損害働力の無い女とか、六十五銭以上の老人で不具の子 弟

を世話 して居る者 とか、 さ う云ふや うな家庭が私共の区

域内に六十 三所幣あ り、 それ よ り少 し良いのが二百四十

位あ りますが、斯 う云』、家庭の人等は連もさう炭い家 11:

は佳って居 りませぬ。一間間口 {立の路地の奥に居 った り

叉他人の家の二階に居つ7とり 、それは位居と申す より小

屋みたやうな家が多いのであ りますが、若し空襲にでも

遭ったらどない す るやらう 、此 の間もイ主民調査を致 しま

したが、普通の人であれば、 息子の所へ行 くと か、或は

親の所へ蹄る とか云ふことになるのであ りますが、 さ う

云ふ扶養閥係の無い人は避難して行 く所が無い心斯う云

ふやうな入金字を避難させることに付て非常に心配し て居

ります。それで私は笛局の;方が御心配下 さって 、先づ空

襲の場合に於ける さ う云ふ人主主に対す る避難場所を務へ

てr.tひ たいと思うて居 ります。防空gt去を捌るにしても連

もそんな 骨量俗のあるやうな屋数はあ りませぬので、英々

も隣組 の方# にお願ひして 、 出来得る限り耳打う云ふやう

なｾまれない方を保護 し てＮｬＧｴひたいと思うて居ります。

私は空襲をさ れ たら 自分が どうと云ふことよりも先に其

の人達のこ とを心西日いたします。此の位で. . . . . .

池田一一 有難うございました 、次は隣組 長をして居ら

れます野田 さん一つ

野田一一 御存じの通り私は商演が商質なんで、戎は隣

組長と して の純問から股線するかも知れませぬが、其の

駄宝生めお合みを願ひたいと思ひ ます。

先づ申上げたいことは 、今まで屡々防空訓練があ りま

して型車防闘な り或は 、家庭防空組合な り戎は之を改稀せ

る隣組なりを車位にしたもの L 活動を見て居 ります と、

一俊何を して居るのか、是は遊戯でないかと云ふことを

はっき り感ずるのであります。何故ならば、先程1卸婦人

の方のお話もありましたが、19I Jへばモンペをお穿きにな

って 、パケツのリレーをおやりになってゐらっ しゃるの

は淘に結併でありますが、いざ2聖職と云」、場合に果しで

あれが役に立っかどうか、成程あれは精神的の訓練にな

るかも知れませぬが、 いざ と云ふ場合にはあれは絶対に

駄目だ と言ひたいのでありやす。過日も府の三谷型車防課

長のお話に 、 日本の防空訓練は女の 人が!羽て行 って、 ィ



チニイチニと 、健燥をや ってゐると言って、外閑人が笑

ってゐたと云ふことでありました 、先づ防空と云ふこと

に付てもっとはっき りし た観念を奥へる必要があるので

はないかと考へるのであります。現在日米若し燃は Y と

云ふ諜が頻に問えるのでありますが、仔1)へば日米が耳l U、

場合に、敵は果して如何なる飛行機を持って来るか、之

を先づ考へたいのであります。昨日かの新聞にも 、米関

はｾｉＡＡＺ閣を援助するに笛って 、 例のｾのｾ霊長と詞はれる超

空爆機を五台宛一箇月去さることになって居りますが、過

般遜{ 言舎の航空局の建設課長末森さんが御来阪の I時に、

官、の総きました見rr では 、若しもあの飛行機を持って衆て

一 キロの爆剤を佼ふならば、大1¥反:全市数百箇所に火の手

が揚がると云ふことであります。関東の震災には九十 八

箇所であれだけの火災があったので、大阪は7 j I : 首に火の

海の扶態を墨するであらう 、 之をどうして護る泊、、其虎

に先I星お話になりま した防空壕の問題が起るのでありま

す、防空訓練を見て居る と、 一憾敵機が我々の頭上に在

ると云ふ想定の 下 にやってゐるのか、敵機が頭上 にない

と云ふ想定の下にやってゐるのか分らない。敵機胎ほ頭

上に在りと云ふ: 怨定の下にやって居ると云ふならば' 是

は大きな間違ひである。共虎に防空撲の必2 ; ーがあるので

ないか、敵機が頭上に在るのに大衆の訓練をなし 、わ い

わい騒ぐ‘ のでは非泊な危険である 、其の| 渇は| 幼佳境など

に待越して 、敵機の去った後で訓練をなすべきでるる。

若しあ L 云」、ことをして居って、敵機が大修して仕i て来

るならば、勿、ち才与の餌になるのは火を勝るより明かであ

ります。是などは政府がよくお考になって、敵機頭ょに

あ らば防空嫁に待l l i ' せよ 、敵機去って然 る後出てp! をい と

云」、命令が lik しいと思ひます。

それから空襲に付ては 、日 * - は木造家屋だから . 焼 夷

郊ばかり持って来るだらうと云ふ考があ るやうで あ りま

すが 、 必ず ｩｓｊｚ 誌の ｲｾ 媛開も持って来れば 、 ガス却も持

って Ｊるし 、 Ｂｘ［は叉催涙 ｲｹ｜ ｪＡも持って来 る、是 ｾｾも考 ｬ ｬＡ￬に

入れて封負t を練る必要があるのでな ν のふと考へます。民主

が今の f坊主主訓練は殆どがス却などは除外して j去るやう κ

恩ひます。却が落ちると 、皆パツと駈け待って来る。 fを

は命を捨てるやうなもので、 こんなべらぼうな話はあっ

たものでない。叉開く所に依りますと 、欧洲に於ては爆

郊と焼夷郊と余ねたものを畑笛使って居ると云ふことで

あ りますが、さうすると焼夷却ばか りと考へて居つては

大きな誤り であ ります。 過 日も容m-: o' 行なま した防火演

習を見て居りま したが、型車防闘が出て来ると 、火の上に

跨って 71くをぶつ鋳けて居りました。あれが若しも中に爆

薬が入って居ったらどうなるか。

もう一つは最近感に遁路に接 した軒下 に防火用 の7kf1lJ

を造って 居 りますが、 あれを奨励 して、果 して十分用を

なすかどう か、鈴りあれに頼らせ過ぎる傾向はないか、

若 しあ りとすれば、非官? な誤りであります。あれが破壊

されたと か、 あれで火勢が抑へられな かった場合、あの

防火71<糟が用をなさな かったならばどう すれば宜いか、

官、は出来 るだけ 井戸を巡っ て、之を活用したい。関東震

災の時に 、地震博士の今村先生も 、我々は係りに文明の

恩恵になれ過ぎて 、井戸を閑却 して いか ぬ。 どうしても

井戸は必要なものである と仰せになりまし たが、 あの地

震の際水道は破壊されました 。 叉昨年の静岡の大火に於

ても 、71，選はあ りな がら 、あっちとっちで消火栓を彼 〈

伎に段冷水道のプレッシヤ ーが減 じまして、共のfもに給

71くが思ふやうに出来なかった。是は大阪の北区の大火に

}i'::- ても亦絞験 されたこ とであ ります。だから 、成べ〈多

〈井戸を捌 らせなければならぬ、 それにはどうすれば宜

いか、現在木造家屋の防火改修を やる のに 、閣庫補助が

三分の一、大 阪市の補助が三分の一、家主の負擦が三分

のーと云ふ ζ とになって居 りますが、さう云った補助金

があるやうに、防空用井戸を銅るに付ても 何 程かの補助

を仰いで 、大に井戸の活用に付 て奨 励する 必要が あるの

でないかと考へて居 ります。

向ほ防火改修の問題に綴れて参りましたので 、一言 申

上げたいと思ひ ます。之に封し て色々 の材 料 も出来て厨

りますが、果してη どれが宜いか我 4 は主主」トのであ りま

す。是も先日の堺市の防火波望書に伊l を取りますが、戎程

度完全だと恩はれるセメン トを利用 した壁材料が、火焔

の紙められ る所だけが燃 えて行 きま して、迭には破壊さ

れて落下すしておりまし た。是では何 にも な らないので

ないか、本来斯う云ったものは防空肝究所 などで色キ研

究されて居る筈であ りますが、共の研究の結果 をもっ と

枇合大衆に知ら しめる必要があ るのでないか、斯う云っ

た問題に封 して建築協合あた りが起ち上って大に叫ぶ必

要があ るのでないかと恩ひます。之に付 て先程消火強を

備へさせろと云」、お話があ りました が、御免でありま

す。成限消火習を投げると火は泊、えたやうに見 えますけ

れども 、少し縫っと 、 叉火が燃え上って旅ると云ふ飲駄

があります。是は今まで、二酸化炭素を使って居 りまし

たが、之に代るべきものとして、四豊富化炭素とか、硫 酸

アンモニ ヤ、重 曹、戎は耐火事f と云った守うなものも あ り

ます:。現に今日も さう云った貧i換に立合って参りました

が、 どうも思はしくないのであります。それで防火研究

所とか 、或は各大耳鼻の研究所と か、云った利息陣営 を閣

家が指導し 、研究 させてt 是ならはっきり防火し得ると !

云」、ものを後見させることが必要であらうーと恩ひます。

大阪な どで、新開にもよく香かれますが、高月号建築の 中

には、成程周園はうまく行って居りますが 、肝腎な天窓

がｾいて居って 、 明り が漏 れて来ると云ふやうなと と が
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ありますL 一流の 防然 用暗穫の 商資人が十五人ばかりお

寄 りになっ て組合をおなりにな りまして、之に到して府

の聖子防線なり軍部 あた りでも支援 されて居るゃうであ り

ますか ら、特様方も さう 云った方面と御連絡にな りまし

て、此の方市の完備も期して載きたい。是は何時か私は

戎場所で市 上げたの であ ります が、大阪市 内などは殆 ど

九十% ま でが借家住居であ りまして、 借家住居と云ふも

のは多 く家財逝具は附貸しになって居 りますが、 それ と

同 じゃう に遮光主主 と云ふやうなものは永久的のものであ

りま すから 、成べ〈是も家主の負掘にしてもらふ ことが

必EEでないか、と 云」、のは、借家住居をしで居る人はい

つ何時替るか分 らな い。甲の署長に合ったものも必ず しも

乙の家には合はない。さう云ふ人にさせるよれ現在防

火 改修 を家主あた りに説いて居る以上 に此の駄に付ても

注 意 さ せ る 必 嬰 が あ る の で な い か と 考 へ る の で あ りま

す。

叉先程逝路を以て火災を遮断せよと云』、お設がありま

したが、大阪のやうな所であ りますと 、御存じの湿 り道

路を新設 すると か或は之を横げる κ 致しま しでも 、土一

升 金一升、或は現在では土一升金三升位になって居るか

も知れぬと云ったやうな閥係で、 なかなかやりにくいの

であ りまし て、舘局の方でプランを立てましでも 、用地

の貿牧 になかなか苦心を裂 L ます。現在は閥防の見地か

るやかましく言はれます東京大阪下胸間の超々特念が足

踏して居るのは何の然かと言へば 、 用地の ｭ 主主ＧｩＺ｢ｾ出 て

来ないからであります。そこで此の難問を解決する t;tに

少くとも閑家緊念の場合にほ 、所有権にそれそれの地主

にあっても 、其の土地の使用織は沼館な期間関家に於て

握るやうにしなければならなぬと恩ひます。さうなけれ

ば、 務なく必要な月Ij ' はどんどん活路も出来或は叉ペノレリ

ンあたりの地闘を眺めま しでも 、相館大きな防空用地 と

云ふものを無数にｾって居りますが 、 さう云ったものも

出来る と思ひます。それ と同時に率直に fFl 上げた勺こと

は、例へば大阪市内にお家を持ってゐらっしゃるやうな

方が叉郊外に別荘などを持っておゐでになるのは 、今は

資源であります。さう云」

夕外トにj遊遊革難韓され、市内のものは閑家に捧げて、 それをぶち

媛しでも 、火の手を防〈。と云ふやうなことも必要でない

か、Wr う云」、こ とも考へて居ります。

マア此の程度で止めて置きませう。

池田ーー有難う存じます、 それでは次に薬剤師の松本

さん にお燃ひ します。

松本一一今夕斯うした光祭ある座 談 令 に 出ますとと

は、私共は防諜に閥係する者で、1をは問巡って御案内が

来たのでないかと再三首を捻って見たのでありますが、

矢凝り位所も宛名も間違ひな V' 、併 し又建築協曾の御主
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俄であるか ら、我 々が今日までやっ て来たこ とから考へ

て見て、何もお話を巾上げるやうなとともなし 、 叉申上

げても 、 さうした権威者のお集りでは線迦に説法だ し、

どうしよかなと思って務路したのでありますが、ー 而 祈

う云ふ光祭ある織に臨んで皆 さん のお話を放るこ とも非

常に役 する月Ir があるのでないかと云ふやうな考で、 出席

す るこ とにして十五日にお返事を差上げ 、間均し くも 穏

仕i たやうな次第であ ります。御案内の越 を見ますと 、三

越に防ｾ壕展覧舎をｻ位されて居る と云ふこと であ りまし

たし殊に現在皆さんが期待され、或は念場にi } f . する防空

壕 と云ふことであるならば、相、主童が考へて 居る や らな防

議とは係り側係がないのであ りまして、 是・は :gL ろ建 築 家

の ［ ウの領主主である と 云ふ風に考 へる のであ ります が 、 ｾｩ 、

は昭和九年我が大阪に防諮問の組織が出来ま して以来終

始一貫して防毒の事に関係 して 来て居 りま すので、1折う

云ふ機fすに箱、主主が努めて暦ることを皆様に聴いて織 くと

云ふことも強ち無粂でなからうと存じますが 1般に 、ち ょ

っと自 分の考へて居ることをお話し申上げようと恩ふの

であります。

近事ｾ第一次敵討十ｼ験ＧｰＧと今次の欧洲職号子及支那事事望を じ

っと見比べて、今日では ｾｾガ スと云ふやうなものはもう

使はないのでないかと云ふやうに考へて居る人が4 j ，いの

でないかと感 じさせ られるのでありますが、 :fJ、は In[ 合の

仕事をして居る関係上、今度は市が非常に力を入れて居

る隣似組織の所初町| 妨主主に封しでも 1yl キ考へ させられる

ことがあるのであります。近来、皆 さん も感 じられて 腐

ることでありませうが、 閥 際 情 勢 に 緊 迫 して居る際町

合の古連合式がありまして 、T I f . t 一年の町の組竣の百十貨を

立て込居る時でありましたので、箱、惑の Plf 舎では防著書施

設に対する色々な研究を烈 しまして、斯う緊迫 して来て

は或は一戦交へなくちゃならぬかも匁lれない、 さうすれ

ば、敵機の飛来は必須だと言はれて居るのだから 、 マス

ク位は相? 町周芯しなくちゃならぬだらうと云ふ郊で、自ー

ちに五十イ四位マスクを買入れたのであ りますが、是は革l、

が従来の隙係で殆ど専門的に防護の事を宇つて来ました

ので 、 どうも松本氏があミ殴ましく言」、のだから 、貿は

なくちゃならぬだらうと云ふので、 1{ ヮ たのでないか と

恩ひます。それほどうしてさう云ふこ とを考へるかと言

ふと 、私のnrr 内には戎非常な信仰家が居 りまして 、 日本

と云ふ闘には敵の飛行機は来ない。 脅し日本がタト敵に佼

されるやうなら 、 もう疾うの1 ¥' " にやられて しまって居る

のだ。弘安四年の博多i待の元冠の事 を考へでも 、科! 風が

吹いて忽ち敵船は M液 してしまったではな いか、敵機が

来ても 、必ず日本に来る までに落ち てしま」、。さう云ふ

有難い闘だから 、 そんなに慌てない方が宜から と云」、や

うなことを 頻に言 って居 るのであ ります。さう した紳に



頼る信仰的のカも閑防上に力があるに逮びな いが、 革l、遣

が防護の講演に行きま しで も、時々さら云ふ人があるの

で、非常に困るのであります。さうした 信仰的な意 見に

対 して、 頭からそんなこ とはいかぬ と言ふ課にも 行 か ず

マア時代を遭って来た今日 の科穆職に於ては 、相省準備

をして鐙いて、猶 且及な ばい所は前l' に頼ると云」、方法で

行 〈のでなければ図るな アと 何時も話 して 居るので あり

ますが、古い人達の聞にはまだ随分さう云ふことを考へ

て居る人があるら しいので、防霧講演などに行 っても、

さう云ふ人達が障仮に なること があるのであります。兎

に角さう云ふ夙に して私共 のカでは幸 ひ マスクは猿 ひま

した が、 ど うもヵ・ス と云ふものは一般 素人 の人 には どれ

だ け恐しいか恐しくないかと 云ふ こと が質際に能 〈分 ら

ない結果、 さう云ふこ とにもなるのでありまして 、 それ

は無理からぬこ とと も思ひま すが、ガスと 云』、ものは目

にも見えなければ、臭もしな い し、叉容易に其の惣 しい

ζ とを 絞験する ことも出来な いので 、之が指導教育 は非

常にむつかしい問題であると思ひます。併しながら各闘

の毒ガ ス生産方面を考へると 、相質量の毒ガス が生産 さ

れて居 りまして、 アメリカ の舎祉などはイイリツ トと云

」、際燃性のガスを日産九十トン 以上も生産しつ L あると

云ふ ことを 聞 くのであ ります。此のイイリツ トと云ふの

は原料の繍係上相官; 高いものでありますから 、使はない

ものならば、 さう無H音l亡生産する筈はないと思ひます 3

是は勿論人道上の問題に闘係があ りまして、大 特 へー グ

合議に於て毒ガスは使はないと云」、高閣のが] 手がある伐

に、現在 は使はない こと になって居 ります が、併 しへ ー

グ合議以後に於ける第一 次臥: i } I I 大験に於て津 山のガスを

使 ったとと は皆様も能 〈御ゑ知のこ とでありまして 、 :Jt

の恋 しい級験から今次の廠舎に Jt- さましで も、 ロンドン

の市民 は勿論、フ ランスでも 、 ドイツでも 、 オランダで

も、何 虎の人 でも大抵皆マスクを持ヲて居 ります。 質際

ガス は使 ってゐな い らしい のであ ります が、議ガスを修

験 した人 は非常に怒しいと 云」、こ とになる ので 、之を一

般に認識せ しむ る鴛に彩、は非常に苦心 して居るのであ り

まして、 ガスと云ふものは了皮市rl! 様のや うなもので、 H良

に見 えな いけれど も、 之を粗末にすれば崇るものだと云

ふ風に考へたら宜いのでないかと 雪 ったととがあります

が、一般の人にガスを 認 識 させ る と云ふと とはなかなか

困難であります。

それ防毒i寅軍司も底冷 やって 居るのであ りまして、 先稼

現在の演後はどうも遊戯的である と云ふお話があったゃ

うであります が、Zま際其の やう に も感じられます。併し

此の遊戯的な事が非常 に役に立っ と云ふことは 事貨であ

ります。1?iI Jへばパケツ ・リレー は婦人 の 俊操かと云ふお

哨ひの 言葉 もあったゃうで あ りますが、消防署長 などの

話 では 、 あの演習ヨを や ? って居る$ ，に 、大阪では相常の火

災が起っ て居るけれども 、火災の中に非常に早 〈消 し止

めた Ｑｾ 例が三百件近 くもあるやうに開いて 居 ります。 で

すから 、 馬陀げたやうなこ とでも 、始 終それをやって居

ること は非常に好u、結果を衡すものであ ります。併 し 改

むべきものも 改め ないで、何時までも同 じことを やって

居る と云ふのでな く、 改良すぺきものがあったら 、主草笛・

の! 時期にそれを改良したら宜いのであって、今日の演管

の獄態を JE，市か ら見て 、 斑 ちに之を非なりと断定するの

は像 り酷セないかと考へるのであ ります 。世1・し貸際知識

階級のＯ了から御管に なると 、 Ｕ｣ｾ だ と 云ふＡ感Ｎ じ もするの

であ りますが 、 ガス揮を務されたとか戎は火事を起 した

と云」ト想定の 下に 慣習 を宇って居るのを見て居り ますと

一時性ガス カ: 落 ちたと して、きう云ふ一時性ガスが務ち

た とは言はなし、。 ガス q軍らしきものが落ちた と云ふ報告

を受けると 、f事令がそれの機関を通 じて遁濯する。 そこ

で叉手記をした者に命を 下して、検知に行 〈 と か 何 とか

云ふやう なか訟を執っ て居 りま すが、是ではピった り衆

ないだらうと思ひます。ガス として最も恐いのは一 時 性

ガスで去りますが 、一時怜ガスが落 ちた 場合には 、其の僚

件にも依りますけれども 、 どうすることも出来ない欣態

に在ることもあれば、 戎は少々風 などがある時には 、そ

れが容易 〈移動して行 ってしまふと云ふ謬で、 現在 の 演

習から見れば、其の報ft を受 けて、落ちた場所に行き 、

検知 をし て、 命令 を援する迄に 、ガス はどんどん溌徴 し

て、 間賞被害が多いだ らう と恩ひます。それ を他から 見

れほ、 どうもあれは遊び半分の事を やって居る と云ふ夙

に思はれるだらうと考へます。従深 ガ ス 弾 と云ふものを

2壁際に叫とって見たこ ともない時代には金 〈見常 が附か すよ

かったのであ ります が、併 し今日 まで過去七年聞に於て

貧際ガスの検 知ちり 3霊験な りをやっ て見ます と、今まで

の こと は大に改良 しなくちゃな らぬ鮎 が津 山ある やう に

考へます。

それ 今言」、 j泊り、従来のi災復に Jj '2- て係りに 気 象関係も

皮外視 して 居った と云ふことは一つ の総理占でありま して

今に なって見ると 、ガス にI < ，t する策象関係は非常に大切

だと考へるのであ ります。一時性カ・スなどである と、 風

速が三メ ート ル とすれば、一秒に三メ ート ル動いて行 く

のであ ります から 、一 分間には百八寸ー メート Jレ先までカ・

スが移動 して行く評ーであ りまして、検知の方法なども非

常に迅速に出来るやうに改良し 、何人と 雄も それが何ガ

スであるか山[ < ' 検定して、 速かに之が防護の方法 を執ら

なくちゃ嘘だと思ひます。現在さう云ふととに注意 しな

ければならぬと思うて居るのであ ります が、 色々な鰯係

で、質際に相滋進歩 した 検 知 .27r : などもあるか と思ひます

が、 なかなか共の検知の方法 も敬へて賞へない と云」ト宇
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うなととて、従来の能でやっ て居 りますが、私達の考へ 云ふやうな考を持つこ とは非常に危険であ ると 痛 感 して

る所に 依れば、相蛍の検知器 きへ排へれば、i渉透を侠た 居 ります ので、僅か六闘五十銭かそ こ らの マスクで大切

ずして、ヵ・ スの何であるか と云ふことは直くや検知lする な人 命が助かるのでありますから 、何 を差措い て も、是

ととが出来る と恩ふのであります。さう云ふ方面に向つ 非マスクだけは卒索から用意 して置いてnひたい と云ふ

て も我 々は常に研究を怠らないでやって居 りますが、 倫 ことを此の席 上 に於てお願ひしたいの であ ります。 それ

ほ周防協舎の中にも研究舎が出来まして、未だ完成の域 は一昨年あるガスを質量生した時に防護マスクを使用 しま

に達 しま せぬが、現在其の検知l総も tf ぽ出来掛って居 り し たが 、 共の結果を見ま す と 、 あ る 新 聞 ｾ記者な ん がは

ます。 さ う云ふものが出来ると 、 あ』云ふ問の抜けたや 飛込んで来ると 、 いきな り蛸給返 りし て逃げて蹄 った。

うなと とをやらなくても宜い。 それは一般民間 でも使ふ それは省時の新聞にも肉て居りましたが、 マスクが惑い

とと が 出来るのであ りま して、 了皮自斡草のポンプみた と云ふと とぢゃ ないだらう と思ひま す、結局マスクを 掛

ゃ うな ものであ りますが、ヵ・ス弾が役下さ れた空気を吸 ける線復が不十分であって 、早〈見たいと思ふから 、兎

込Z で、 其の吸込んだ空気をポンプでズツと押込んで行 に角斯うさへして居れば大丈夫だ と云ふので、筒翠に引

くと、 今度は 7k鍛砲みたやうに、直 くや→ 夜の管を通じて 被って、飛込ん で、清くなって引返し 、何千聞 と云ふ篤

7kが出る 、 さーうすると 、混合ガスであれば、何 種類のガ 良機をガスの中へ持って行ったから 、金属は皆錆びてし

スがあるかと云ふことが、其の反回互に依って直ぐ分る。 まって、 えらい失敗をしま した。またある 人 はマスクは

さ う云ふらので出来れば 、大草壁便利で、毒 ガスの徐知が 相笛緊密に被って庇ったけれども 、 宮 Ｇ￮ｾ まなどの閥係でｻ可

容易になり 、被筈が減少されると 云」、 ζ とも 考へられま 虎かが少 し透いて居ったのだらうと思ひますが、此の人

す。 さ う云ふ夙に防毒 と云ふととはな かなか むつかしい は不率に して致死量 二十倍の多量の ガスの中へ入って行

やうに恩はれるのでありますが、段々準備が整って旅れ った 告もに、 ヵ・ス中毒を起して二箇 月程寝ました。そんな

ぼ、是も容易に出来るだらうと考へて居ります。 ものですから 、 なかな かノ、ンケチ位ぢや主主も間に合は な

何ほ 気象のととを一般に知って居ることが非常に必要 1/ ' ' ' つでありま す。 ハ ンケチを使へ 、 タオルを用ひろと云

だ と考へますのは 、毒ガスばかりでな〈 、火災のH寺でも ふことは、何にも無い時は仕方がない と云ふ意味だと云

さうだらうと思ひ ます。 詰』 り火災が起ると 、非常な火焔 ふことを記憶して置い て扱きた し、 と思ひます。又シャン

が吹捲って、 どっちの方向に逃げて宜いかう〉 らない場合 ・ガス〈青酸〉の貸峻を した時に 、 マスクの工合が感い

が海山あるだらうと恩ひ ます。それは昨年の第三次防空 と云ふので、ガスの気流中で一寸歪んで居るのを直した

演習の時に被服廠の前から ズツを本町の方にまで、非 常 底が 、 中穫を起して倒れた人があります。そんな場合マ

に大きな愛煙筒を! 懸けまして 、三十 七箇所から一時に音量 スクの工合が惑いからと云って 、一寸でも直したJ 、タ卜

火 しました時には殆ど局所を緋ぜずと云ふ獄態になった したりするものでありませぬ。一皮マスクを掛けたなら

のであ りまナ。あ L 云ふ時でも気象と云ふものをよ 〈心 ば、指揮者が除れと 云ふまでは 、 自由に外してはならぬ

得 て居る と、 共の被害地帯から逃げて行くのに非常に便 と云ふ原則になって居る位機重なものであ ります。

利であらうと考へます。 倫、ほ 大阪 のやうな工業都市に於ては毒ガスは 決して飛

勿論気象と云ふものは其の時々に依って主主ふのであり 行 機からのみ降ワ て来るものでないと云ふ乙とを健悟 し

ますが、大鐘季節風だとかfiiJ とかで、大阪であれば、冬 て佐かな くちゃならぬ。舎でドイツのノ、ンプノレグでホス

季には大骨量南西の 風が吹い て居る とか何 とか一 定の方向 ゲンのタンクが爆後した時には非常な被Eさがあった。叉

があ ります。併しそれも一様には行かないので、高層建 昨年東京に於てクローノレ ・ガスをこ百倒程 トラックに積

物などがあると 、 風が高層建築物に笛って其の方向を綿 ん で来て 、 問屋でそれを飼j すべく仲仕が荷揚げをした時

験 すると云ふやうなこともあります が、 さう云ふ器物ゃ に、誤って ボンペ の口を 折って 、其民まから ガスが流れ出

何かの篤にて定の方向の風が瞬間的に車w換されると云ふ た、 それは夕方であったが、非常に鴬いて直 ぐ近所の交

ことを総〈熟知して置 くことが非常に必要である。而も 番に駈け付け 、ガス が爆五重したので[ 百J とか して呉れと届

斯う云ふととは大人は常にやらな u、から 、耳鼻校の子供や けたの守、交呑の巡査がそれは大後だと云」、ので、本 署

ら何かに斯う云ふ知識を奥へるやうに して置〈 ζ とが必 へ電話を掛けよう とし てゐる聞に、早 くもヵ・スが主主散 し

姿でないかと考へて居ります。 て凍て 、電話を掛けてゐられない。そこで戎商 j苫へ飛込

こんなことなら 、何ほ言 ひたいことが津山あるのであ んで行って 、共虎から本選へ電話を掛けた。民主が本暑で

りま すが、 まだ他にも津山のお;方が厨られますので、慨 も慌て斗 、二三人の巡査が マ スクを持たないで飛んで来

ります が、大偶私共の言はんとする所は、現在の験争は たが、議 ガスだから と云』、ので、叉本選へ引返 し、マ λ

毒 ガス を使はないから 、 マスクな どは要らないだらう と クを掛けて出直じて来た民主が、 マ スクの吸者の 工合が慈
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いｾに非常・に悶維をして 、 一寸手が著けられ な い 、 其の

問にもボンペからどんどんガスが流れ出て 、 どうも仕}J

がないと云ふので、叉電話を掛けて警防図を呼び寄せ、

鈴防闘がボンペの銭管に縄を縛って、 ず るずるi 3lr習って

来て川の中へぶち込んで、漸くおさまったと云ふ事貧が

あります。斯う云ふ場合に於てもガスに付ての知識があ

れ ば、 そ ん な 間 選 ひ も 被 害 も な く 湾 ん だ ら う と 恩 ひ ま

す。ガスの被害は必ずしも飛行機からばかり起って来る

ものでなくして、化製工業が後遺 して来れば、 さうした

ことも屡々あり得ることで、さう云ふ方面にも注主主する

ことが必要な謬であります。兎に角ガスは神様みたやう

なもので、害容は 見えないが、之を粗末にすれば、罰}が首

ると云ふ夙に考へて、 ガスに封する一般の認識をもう一

層深めて. n ひたいと恩ひます。まだ話したいこともあり

ますが、大慶長 くなワまし て、お邪i潔だらう ι 思ひます

から 、 今晩は j査で止めてt r i : きます。

池田一一一寸お尋ね致しますが、 ヵ・ス ・マスクに入れ

ます築品はガスに依って効果が有るの主無u の とあるや

うに伺って居りますし 、或は百時間よ り保たないと云」、

やうなことも開 いて居 ります がね。

松本一一其のJ湿 りです。 時 面 の 問 題 は 、聖子防関用の

甲-i1tA が百二十時間 、市民用のものが七十時間位保ちま

す。債は現在甲ー携が十二閥、市民用が六図五十銭であ

ります。それでマ スクは如何なるガスに封しでも宜いか

と云ふと、さう は行かない。現在の防護用のマスクは酸

性ガス 、 例へばクロ ｾｉ レ、 ホスグン 、 ヂホスゲン、イイ

リツト、ルイサイトと 云ふやうなものに封しては非常に

効果があ りますが、一番よく取扱って危険の生ずるのは

アンモヱヤ ・ガスであります。言吉 p ｾ及牧銭の中の材料に

依って作用が逮」、課 でありまして、 アンモニヤ 等が爆 鼓

した I専には 、 現在の普通の防毒商を掛けて行っても 、通

過して駄目であります。其の場合は硫酸銅液を経石に惨

したものを 容れた l以牧; f / E. を使 ひます。それは各々規格が

定めでありまして、 ホスゲンとか、背般 とか、 アンモニー

ヤとか、一 般 化炭素とか云ふやうにマスクの I政指剤が別

々になって居りますから 一般化炭素に対しては一般化

炭素用の吸牧銭を使った防毒菌でなければν、7J >ぬと云」、

ことを御ゑ知願はな 1，' c、失敗を致します。一昨年新町

でアンモニヤが: 爆愛した時、 聖子防聞が駈附け 、 マスクが

あれば f"Sでも泣い と云ふので、 アンモニヤの中に飛込ん

で、マスクを掛けた轡" 操 返 tってしまったと云ふ事賓が

あります。で すから 、吸着剤には色々あ ります が、主 要

ガスに対しては現在用ひられて居る防毒菌で大憾間に合

」、のであります。

池田一一長時間に亘 りま ので、途中で一寸休憩を欲し

いやうで あ りますが、時間 κ 制限がありますので、縦u、

てお願 ひすること に欽します。 どうかお菓子でも 有よ り

ながら 、 お気芦憶にお頗ひ主主 します。それでは次は家主 さ

んの種谷さん 、 どうぞー

種谷一一お招 きに預 りま したが、 防空と云ふ ことに は

何ｾ［の知識を 有しま せぬが 、 二三断片的に申して見ょう

と思ひます。

-ff豊市民の防火思忽はどうであるかと申します と、日

支事授が始 りまし た時に 、大阪府下の火災に依る 領害が

二百Z時間であったのが、昭和十五年には千三百鶴岡に な

って居ります、是は要するに防誕閣であるとか 、警防閣

であ るとか、其の他之に関係して居られる方は認識を有

って居られますが 、一般市民の i坊火に1 ' ，1 する認識が務 ν 、

からで ないか と思ひます。

今防毒菌のお話がありましたが、此の間以内に在 りま

す閥防合館で毒 ガスの賞馬主がありまして 、和、もお招きに

依って参 りまし たが、最初は香水のやうな臭が致 しまし

た、:是は何であるかと言」、と 、 J1t の超 非常時に於て一般

閥民として鼻に臭の慰11染を法って佐くのが首然で ないか

と云ふお言語であ りました 、次には梢んきつくな ったゃう

であ りまして、頭に 感ずるや うな臭 が致しま した。最後

に一息、だけかぎ咲いて見ま し たが 、 縦いてか ￰Ｎｾ 良いたら

憾に梨燃があるかも知れぬと云」、こ とであ りました ο 是

は個人でお出で にな りまし た ら 映 が さぬきうでありま

す。前にペ J レを抑すと 7れ、火治f ? l拾ったり赤い火が! ! l t i ったー

りする施設が してありましたが 、館長の藤原、大佐の言 は

れるのに、是は確か東京と大阪だけ しかない さうであり

ます。私は決して隠防備の宜俸をして居るのでありませ

ぬが、本月の朔からそれが出来て居 りますから 、苦言ガス

を販資して居られるやうな月Ir では始終そんなこ とは貧験

なさる ζ とが出来ませうが、 さうでな い皆さんは図憾で

行らウしやれば、何時で もさう云」、貧験が出来ようと恩

ひます。

防主主主奈のこ とに付て失恋誠氏が色々お話であ りまし た

が、布、は助主主と云ふことに先だっτ、 防空思想の普及が

肝貯だらうと思ひます。と L で哲 〈沼 健 i制j の古い話を致

しますと 、御ゑ知の通り今は大大阪市になって居 ります

が、革l、主主は 船場で生れて船場で育 った井の中の蛙で、官舎

り他 }J を見て居りませぬが、 マア東閥南北 の四直であっ

た時代のことを巾上げますれば、共の時代は自宅であら

うが借家であらうが、百坪もあれば、 必ず井の二本か三

木はあったのであ ります。是は飲料水だけではな く、火

災に備へたものであ りまして 、防火思想が普及されて居

ったものと思ひます。甚だ奮値制c ゃうであ りますが、

今は ｉｾ ｦ［機械カ依存主義に依って少 し弛 緩 して居るのでな

いかと存じ ます。叉先程地 F室のことを FI' I されましたが

其の時分は自衛策 として先づ五間関 口位の何とか云ふ相
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蛍なお家なら必ず穴倉を椿へて、 火災などの場合に備へ

て居 りました。同時に大事な物は消失せしめないやうに

井戸 It C 抱込んで、71<に 鴻れ でも之を保存するやうにして

居 りました。古人は失張 り思ひを主主に致したものであら

うと 存じます。其の他色々申上げたいこ ともあ りますが

多般の方がゐら っしゃ いますから 、 もう差絵へたいと思

ひますが、和、共が新聞紙上を散見して居 りましでも 、人

智の護主主は結構であ りま すが、 どうも総てのものが係り

に都市集中主義になって居るのでないかと恩ひます。私

自身舎前土を経替して居 りまし でも 、不動産の舎枇で、f谷

に調ふ しもた屋みたやうなもの円であ りまして、都市にt主

居 して居る乙と が間遭 って居 りはしな いかと思ひます。

戎は生産工業の都市と 、住宅都市 と云」、風 に、 もう少 し

法を徹底さ して計殺されるこ とが必要でないかと思ひま

す。斯 う混沌として居 りま しては甚だいけない。そこで

一つ の大都市を遺ると云ふよりも 、或はニ演とか三 711; 位

の住宅都市を津山主主って 、人口を分散させると云ふこと

も一つ の方法でなからうかと思ひます。是は将来の司王で

今言ふて今行はれね事であ りますが、事事警が終了する や

うな 場合の ことを考へて 思ひを 致して行くべきでなから

うか と 存じます。物 事はｾ人を捉へて縄を絢』、やうなこ

とをする よ りも、 T象め恩びを致して置く ;かが宜いのでな

いかと思ひます。先に野田 さん が仰せられたやうに 、色

々の古賀脅と貧際とは甚だ問題が; 重いのであ りますから 、

きう 云」、風に地区が定められば、f旬に宜いと思ひます。

併しそれは 閣家管制j に近い法律にでも依らなければ、主主

も. 行は出来 に くいかと思ひます。幸に協令が御提言誌で

もなきれば結構であ りますが、n佐言ふだけでは力が再Jj.い

ものでないか と存じます。

甚だ取止め もないこ とを申上げまして 、済みませぬが

是で御苑蒙 ります 3

池田一一有難う存じます。次は鷺ナ1・さ んに 拶田町1ひ数し

ます。

鷲 弁一一先程から色々大郷有徐なお言fi を* りまして淘

に結構なことであると考へて居ります。先 づ今晩お招き

に預ったととをお穂 市上げます。

私は ｦ 可も巾上げるべき ｾｮＺ［ 唱 を有って焼 り ませぬが 、 唯

一つお戚ひしたいととがあります。是も 先程からの お話

に側｝郡を有って居るか と思ひます が 、 所 々で防ｾ演脅を

見たり、 防空壕を堀る演習などを見た り致しますが、:J'!;

の防空壕の跡に雨の Ｗ ｾ が溜って居るのをよく見受けます

が、 防空壕を堀 りま す以上、言葉は蛍 らないかも分りま

せぬが 、 ｉ 月上 演 留のおにｻ阪の防 ｾｴ 訟を造って居ると云』、気

持があ りましては 、非常に勿憾ないことと恩ひます ので

今後さう云ふ演脅があ りました場合には 、一つ宛でも宣

いから 、完全な防空壕を 溢 って行くと云ふやうにお頗ひ
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したいと 思ひます。

池田一一次に青年閲を率ひて居 られます 吉岡 さん、ど

うぞ・・・

吉田ー ー 軍人は御存 じの通 り背年闘の関係で、青年諸

君とー絡に 、火事であらうが何であらうが、消 しに参っ

た り、 物を jlE搬する ;方に廻って居ります関係 上、 貨 は 専

門的な防空の知識は有って居らないのであ ります。随っ

て御案内に接しま して践路ー した のであ' ります が、幸ひお

許 しを得て参列をさして裁き有余なお話を聴くことが出

来 たならば、T守二年指導の ょに緩めて大なる効果を豊臣げ得

るものと勝手に快めて 、2まは 厚顔 しく も参ったやうな諜

であります。

今まで 色 々皆さんからお話を承 りま したが、f百fれも私

共の常に考へなければならぬことであ りまして 、大事警参

考に相成 り、 ｊｍｊｾ 、欣んで居るのであ り ます。併 しな がら

目下関際情勢は恨めて微妙であ りまして、 明日にも更に

時局に幾{ ヒ が起ったならばどうしたら宜いかと云ふこ と

は、我々今息をしを居る者が考へなければならぬ大きな

問題だ らうと 恩 ひます。で、建築に闘する専門家の皆 さ

んがお集り であ りますから 、 さう云ふ方面に掬しては皆

さんの被害Eにお任せすると 放しまし て、 軍l、共白骨豊は青年

間と防空とか或は 防護聞との附係 とか云ふやうな問題は

抜きにしてどう云ふことを希望して居るかと云ふととを

一言昨I lli べまして 、参列の責を 望書がせて級きたい と思ひ

ます。

明日に もさ} 同: 起うたらどうすれば宜いか、将来斯うし

たら宜いと云ふことは大に研究の係地があらうと思ひま

すが、 明日 空襲を受けた I時には どうしたら宜いかと云」、

ことは 、先程野田さんのお話があ りまし た1) : { 先づ以て

指導精神の擁立と云ふ こと が第ーの問題だらうと思ひま

す。是は最も手近に指導者として立 たれるカ々の考へら

れなければならぬ問題でなからうかと思ひます。

次には日本の毒えは木造建築でありますから 、特に?向、; ) (

と 云ふことを考へなければならね。共の然には Ｗｾ のキ ｉ ｊｦｦｬ

と云ふこ とが最も大切な問題で なから うかと思ひます。

陥って 軍[.f l 防空i筑後のあ りました 際感惣な どの幸R告を巾

上げます場合には 、地下7 1 < を利用して呉れ と云」、こ とを

絶えず若干v 、て居 ります。今日の如き物資の不自由な時に

セメント の用7)<IlHを津山 主主 ると云」、ことはどうかと思」、

のであ ります 。主主に於て Ｇｦｾ 、は建築家の皆 さんにお頗ひを

同 Ｑ 上げなけれ ばならぬのは 、 都市提 唱 千ける道路と用 Ｗｾ 怖

の関係であ りますが、 あの用水桶が活路より一寸出ても

引込ますと云ふ苧うなととでは到底防 ｾ ｧ と云ふことに閥

心を 有つことは出来ないだらうと恩ひます。此の黙法規

と紙締しないやう に御研究を願って抗きたい。

同時に叉考へなければならぬ手近な問題は緑地帯を津



山誌を ると 云ふと とで あ ります。是は己に研究 されて 居 る ったの であ りますが、私 も同 じ方 面委員 として同ーの希

所でありまして、私共浅事な者が彼此申よげる要もない 望を有って居るのであります。

のでありますが、大 阪の都市協合の宜俸 を見ますと 、 樹 我々方面委員の対象物と してお世話ー さして貰 って居り

を植ゑろ 、首は天王寺公闘で究へと言って居 りますけれ ます のは、大 阪市で- i X C八千 七百戸、七海 二千 人であ り

ども 、貧際所々が道路に一本の樹を値ゑょうとすると 、 ます。其の 中先にお話に なりま した第一種カ ード者 が 六

法規の ヒからなかなか恩ふやうになれないo : l E も法規と 千九百、約七千世帯 、二高二千二百俗人あ ります が、此ゅ

の捌係を能くお考へお・きを駁ひたいと思ひますが、 口に 第一織のカ ー ド者は、先程森閑氏よりお話があり まし た

宜偽iばか りし て腐って 、H干狩の指導者側に立た れる 首 局 やうに夫なく して幼児 を匂へて居る所の所翁母 子 保護 法

者が係りにさう云ふことに冷やかではないか 、 是ではｾ の救護を受けて生活 して居る 者、叉六十五議以上の老主主

商から見れば、結局防空の上に大きな影響を来すのでな 者若くは働〈能力の無い不具者、其の他の者に して救 護

いか と考へます 。仰ち明日にも惑が起った時にどうして 法に掛って居る者、或は 1住権主が病人或は 不具者に して

| 妨〈ーかと云ふことが最も考へなければならぬ問題だ と存 一 家の生計が立行ないやうな者で、殆ど皆敵機襲来と 云

じます。さう する・と、一 々長v 問機って法律を作ってゐる ふやうな非常時には必ず{ 可慮かに避難 しな ければならぬ

と云ふやうなことでは 、折 角の法律が出来上 る時分はも 人達で あ りまして 、而 も共の 人等 は何れも一人 で自由行

うl時を失して 1. ずもならない 、 どうも法律が出来るまで に 動を執る乙 との出来ない、ill (;は隣組 か町舎の人主主の お 1ft

は同首争T像 Itll 折があるやうに: [ ; l ， fま漏れ承って居 ります。 昔話になっ て避難しなければならぬ立場K 夜るのであ りま

さう考へますと先づ、指導;梢科として 、あすこのW<l l l 1Jは す。そこで先程理想論としてのお諮がありま したが 、是 も

焼けても fttr の II の直釦lは焼けぬと云ふ根本観念を奥へる 同じく窃: 想論であるかも知れませぬけれ ども、少くとも

ことが防火に闘係する者と して安心 して防火に首ら しむ 第一租のカ ード 者の如 き、縦令其廃に残って居つでも 笛

る所以でないかと思ひます 。私は一日も単 〈岡崎さんの 然他の保穫を受けなければ、 白から活動の出来 ないや う

言はれま した瓜切、防火 道路を設けて 、燃えた所は楽て L な人法は市とか府 とか図書記の施設を以て、非常の場合一

しまって 、 まだ燃えない j所を燃えないやうにすると云ふ 時 i可鼠か; 趨箇・の場所に避難せ しむることが必要で なか ら

風になって来れば、人は逃げないだらうと考へます。是 うかと考へます。さうでなければ、近 くに防空壌でも迭

は素人考であ りまして 、極論泊ぎるかも知れませぬが、 って、辿 0 :1維さしたら広い と思ひます。一位 其の防空

光づ逃げないやうな指導 II 針を確立するととが必要だと 援に行くに付ても相笛大騒ぎを しな ければな らぬ立場に

思ふのであります。 在る人法であ りますから 、先づ一定の所に避難さ して世

それから先絞もお話になったやうに大に弁・戸を掘って くIl が土;J て後に幾った 人 が足手飽ひが無く 、全部事ら防

地下水を平IJffl するやにしたら 、有事の際7KJ立以ょの力を 火防空ーに活動 して戴〈ことが出来る謬で、 で さう 云ふ風

後期i して非常に効果が穆げ得るものと官、は常々考へて居 な無能力者が居つては、共の人主主の方に手を取られて、

るのであります。 tjJ て防火防空に対する活動が鈍るのでないか と云ふ考を

向ほ最後に灼:裂する破媛d軍を防 n ' t には一日も単〈防 有って居る一人 であります。是は布、のお世話・ さして級い

をも長を造ることが必要であ りますが、 それに付てお寺な て居る力ード者の立場から考へ ての希望でる りまナ。

ど の 空 閑 地 を 利 用 す る 意 味 1-:: 於ても 、お守の本企の前 其の他先程からの井戸 7k . や水柿 の問題に闘するお苦言は

あた り に少く とも 三 人なり 五人な り入れる防 ｾｾｴ を掘っ 和、も向感であります。私は前は 警 t坊l明にも蜘係して居り

て、阪民の生命を護るやうにして: l ' t ひたむ、。それは市中 ました首時からさう云ふ考を有って居りま した が、之 れ

のー i好奇ーでも結構です。又さう しても?たしてお守 の 参 奔 守・は先刻来お話が出て居 ります から 、差 俗へまして、方

に差交ないものと私は考へて居 ります。 荷主H l . として 、少くとも第一種のカ ー ド者に対する避難

其の他防ｾ針策に付ては低に皆さんから色々 お 述 ぺ に 場所を i可民主か遁笛な所に控へて置く方法を講 じて級きた

なって居ります し、布、の専門外であ りますから 、 申上げ いと云ふ考を有って居る諜であります。

ることを差住へまして 、是で私の貨を塞がして繊きます 池田一 一有 縫 う 存 じ ま す。 次 に は お 留 者 の 松 岡さ

池 田一一之れ では 次に方面委員の中岡さん ん。

中国一一折角の御招待でありますから出席さ して報告 松田 一 一本日は御馳走 を戴いた よに皆 さん から 有益な

ましたが、私は建築の事なり防空と云ふやうな事には :金 お話をゑって有難う存じま す。 今 まで も屡々色々な座絞

〈知識の無い者であ ります。先刻来非常に有盆なお話を 命に顔を出しましたが、本日 のやうな舎 に参列した乙と

*- りま して、私共勝! i i t される所が多かったのであ りま はありませぬ。元来本日は建築に闘する舎で ござい ます

す。 殊に方面委員 とし て先程森岡さんから大要お話があ から 、私の箆耳鼻 と建 築、殊に防空の方に関係ナる方面に
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イナてお話しようと思って、1 4 : は相首内外の文献を絹ベて

見たのでありますが、 どうも纏った材料もありませぬの

で 、 雑駁ながら時間もありませぬから 、 簡草に申主ｾべた

い と思ひます。

防署撃に致しましでも 、 救護に致 しましでも、防 空 ｾｲ｣ 数し

ま しでも 、其の他有〈も、防Z互に閥係する問題に付ての

議論は一般f 1 l J民主に落着くかと云ふ乙とになります、是は

なかなかむつか しい問題であ りまして、相、共専門の方か

ら申せば、縁が速いのでありますが、 とんなことに落着

きはしないかと息ふのであります。ｾ｛ｊち防空に闘する事

柄は幾ら津山あっ Ｑ ごも 、 それが ｉｾｾ 理想的な事で、架空的

な貧行不可能なものであってはならぬ。必ず総務上戎は

保安上衛生七より見て貧行可能なる有効且遁切なるもの

でなくてはならぬと恩ひます。

タ ト 閣では御ｪｦＨ，鯨 ｬ の遁りでどさＧいませうが、ｾ闘などに

ｊｪ ききましてはｼ持軍中ｾ守のチエトゲオート卿は大分以前に

於て若 しロンドン が爆撃を受けた場合には如何なる事が

起きるか、叉それに対して関民は如何なる準備を平常に

於てして置かなければならぬかと云ふことを設いて居る

のであ ります 。更一九二六年に此の 7 イ リップチ エ トヴ

オー ト卿が司舎者となって閃かれましたロンド図務協曾

でゲイ リエ ールトチユアートと云ふ人が:爆撃或は毒ガス

などに対する対策を論じて居ります。叉係閣に於でもな

かなかうまいことを研究して居りまして 、約九つ程の妥

演を蛍表して居りますが、之を見ましても、皆様のお話

になった宇うな事柄は皆包合されて居るやうに思はれる

のであ ります。

今より二十四年前にロ シヤの コシエユユグ氏がどう云

ふことを言って居るかと$ しますと 、溢路を如何にすべ

きが、地下の集図滋難所を如何にすべきか、ｾ場 、 庭医 Ｑ

7 ・ーノレ、糧食倉庫、査員電所を如何にすべきか 、建築物は

アメリカのやうな摩天王止の建物はいけない、とかくとも三

階を限度とすべきものである とか 、 穏ぃ ｾｈＡ 主な市街に於

て空襲などで倒落ちたり 、字分壊れたりしたやうな建物

に射する取扱を如何にすべきか、 さう云ふものを修理 再

使用することを禁止するとか、1 i l I . は様ガス防禦の設備が

ある; 理搬自動車及品位選貨車の準備をして f泣かなければな

らぬと云ふやうな ζ とを提唱 して居ります。 術ほロシヤ

の験者逮の言って居る乙とを少 し詳細に申しますると 、

是は己に皆様もお主ｾになって居り ますし 、 政府に於ても

さう云ふ ζ とを虚に研究 して居るやうでありますが、先

づ人家の樹2訟を滋け る乙と一一大都市 に集中するととは

いけないから 、 地方に分散するやうに助長しなければな

らぬ 一一次に都市を地中に綴援するとし 直11 ち地 上は:爆

撃でも受けたら 、 危険であるから 、我々は結局何とかし

て路鼠 の如〈地下へ潜り込む苧うにしなければならぬと
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云」、諜であります一一高層建物を制限する ζ と一一 次に

深走地 ｆ 鍬逝 の施設 、共の附 随設備 として、 ｾｊ へば百高 人

の人を少くとも三十分乃至四十分内に地下織を利用して

避難せしむるような設備をすること F 一一公閥、其 の 他 樹

木のある居者場を市内に分散するとと一一非常時に備へる

大劇場を建設すること 、是等は大に日本の今後の者fl 市 計

債の参考にならうと思ひますが、 1昆凝土造の大劇場を建

て L 、 之を如何J に非常時に役立たせるかと云ふ意味に於

て従来の設計渋を改めなくちゃならぬ一一 都市の二分の

ー の 面 積 を 民 揚 と 大 通 に す る や う に 之 を 僚 張 す る こ と

一一主要道路上の除毒的構造、郎ち御承知かも知れませ

ぬが、パイプみたやうなものを笛て弘 、道路上の毛筆物を流

してしま」、とか、戎は風管装躍 と云ひまし て、毎秒二百メ

ートノレ の速 さの風を皇室って換気t去をや る諜であ ります。

是は術生上のことに亙りまして 、 色々 タト閣の文献も調べ

て居りますが、時間が織りますから 、説明は省略します

一一ー其の他意契機闘は務見し思い場所に殻置するとか

一一勝校に防謎に闘 する 特別軍事座 を設けて防護上の敬育

をすること などを穆げて居ります。

ｦ 材ほ先禄藻ガスのお話も Ｏｬｬ ましたので、幸司、も後で筒ｾＮ

l亡巾上げたいと思ひますが、曾て英閣に於ける斯う云ふ

座絞曾に Jkて ロンドンの盆裂が必ず来るだらうと云ふこ

とを激怨して 、生命の危険が どうで あるとか、物の設備

は斯うしなければならぬとか、 色々意見が出ましたが、

ハルヂーンと云ふ患者は 、毒ガス主主裂にやって来るに し

ても 、寄= ガスはさう恐くないので、其鼠に起るべき重大

なるものは何であるかと言ふと 、市民の心、理欣態に及す

影響であって、此の市民の心、に突礎的に起る所の恐怖 y状

態を如何にするかと云ふことに最も留意すべきであると

言って居 ります。j折う云」、風固に英閣の傷者は疾 くにロン

ドンの爆撃に付て閣民に警告して居ったのでありますか

ら、昨今のやうに現貨にドイツの空襲を受けて居 P まし

でも 、英関人は幼少の時から永年の問其の方面の訓練を

受けて居ったお蔭で、克〈空襲に封虎して 、不敗の信念

を以て級事を縫縦し 、又やるやると言はれる F' イツの上

健作成に針 しでも 全閣の重要なる浴に於ては十 分なる防

備をやって居ります。 ;民の防備の速く出来ことは貧に驚

くべきも のであって 、 ドイツあたりの専門家に於ても其

の駄に付ては裕、々鴬いて居る やうな 獄態であ ります。民主

がフランスは御> > . 知の通り元来が人口は段々減って来る

と云ふ閣制で 、英閣などとは閣民性が遭って 、さうひどい

空襲などはされるものでないと云」、やうな考があ り、叉

gg整理さ れるとしても 、十 分に之が防備 を整へて、飽まで職

ひt.&: かうと云ふ熱意が無いゃうでありまして 、 7 ヲンス

があのよ盈りやられたと云ふことに付ては色々の原因もあ

りませうりれども 、司王索に於ける訓練の不足と 、政府の施



政の誤った ζ とを虫日食に物語るものであると存じます。

次には我々援者の使命である人命救護に闘する問題で

あります。一組私は防空軍事演や座談合などに行つでも何

時も一番後に廻され、熱心にやらうとしても皆居陸 りを

して 居る 、i i l ( ; 座談合では債券や書貸骨輩、安石などはど

う云ふ風に貯蔵したら宜いか、地下何尺の所に入れて、

家は焼かれでも 、後で堀出して来れば、宜いと 言ふやう

なことを 言 って居ると云ふ; 伏態でありますが‘ さ う云ふ

日本で あるから 、人命救護に封する施設に付ては金 〈ぜ

ロであ ります。それで和、は機合ある" に 此の駄に付て専

門的見地から力説して居るのでありますが、 大纏病気を

して病気を治して貨ひ、十基我を して怪我を 癒 しして. J ! t ..s、

のが留者だと思って居りまして、一般に醤者化対する認

識は範闘が狭いのでありますが、我々は少〈とも閣家的

の防空と云ふやうなl ' j J に参奥し、又市士舎衛生上の事に携

って居りまして、我々の顔を U:! す所は多種多様でありま

す。防空に付ても 、 伊lへば火事があって火傷をすれば、

我々の所へ飛んで来て、怪我人があれば、我々が呼ばれ

る、叉避難をして、其底に f可かの病人が起れば、叉E芸者

がｾる 、 子市 くも人間の Ｚ 存在する限り 、 何民主にで も留者が

要る諜で 、内科と言はず外科と言はず、有らゆ る方面に

於て我々は利害得失を離れて活動しなければならぬ立場

に在る者であります。故に私は こんな席に於て、甚だ借

越であ りますが、色々専門外のえらさうな乙とも喋べる

のでありまして、若し之に依って多少とも皆様方に稗盆

する所があれば非常に光奇をに存ずる次第であります。

それで空襲の際には爆墜に依る機械的破壊と焼夷獅j に

困る火災と 、主暴力・スに困る人畜の損傷が伴ふ諜であ りま

す。隠って我々の取扱ふ純間を申せば、 内科的方面、 外

科的方面とあるのでありまして、爆撃及焼夷に悶る外傷

は、外科の郷占舞廷であり、毒ガス中華撃 に外科と内科の

領域に属するものでありますが、ロンドンの欣況を見て

も、外傷が一番多いのでありまして 、I明径の場合一時に

多数の J患者が出来て来る謬であります。之を取扱ふのは

大衆外科と解して 居 りますが、共ー の際立l つ先に働くのは

ｾ自百合でありまして 、 タ ト 閣では之に非常な椛威を有た し

て居ります。日本の 現; 伏は まだまだ不十分でありまして

今日空裂が来たら 、恐らくどうすれば宜いか分らない。

此の事を一寸お話してほきますが、おそまきなが b 大 阪

府では昨年の七、八月救訟《所編成に掬 する府令を以て各

省第を単位として 、型車防図に閥係 しな い普通の開業療は

七十とか八十とか云」、老年の信者を除いて、 共の 以前の

者は 、一靭有事の際は悉く之を徴用活動せしむることが

凶来るととになって居 P ます。@[ J ち救護組嫌であ ります

が、外閣の伊j を取って昨i しますと 、タト閣の救護組織はな

かなか溢歩 して居りま して、第一、数談所、傷病者蕗理

所、基本病院、専門病院、其の他移動班、移動 自動車挺

放出班、直勤理圧と云ったやうなものがあり 、叉密者の非

常召集計費等の如き或は死傷者の捜索、j投容、 埋葬等の

事まで瞭療業務中に包合されてゐると云ふ謬 でありま

す。さう云ふものが出来て居 ります勺 ら、外閣の密者は

なかなか遊んでゐないのでありまして 、大抵安心し て宜

いのであ りま す。

先程申しま した通 り一番多いのは 外 傷患者 でありまし

て、是は勿論今日の優秀なる飛行機から落す爆郊に図 る

ものであ りますが、殊に爆風に 図るも のが多い ゃうであ

ります。それは日本などでは脳震務みたやうなもので娘

の球がちょ っと 飛出る位のものに薄々考へら れて居るゃ

うでありますが、タト閣の審物を見ると、吃鴛りします。

爆風のショックに困る被害者は、外に怪我は無 〈て も内

的傷害と申 しますか、印座に死自のであ りますから 、ひど

いものであります。叉先にもお話が出ま した守 うに、ロ

ンド、ンでは硝、子などの磁片に依る切創、刺創が非常に 多

〈、 殊に顔面に来たものは非常に痛いものであ りま すが

此の硝子の破片を除る専門家があって、靭から晩 までそ

ればか りやって居るさう であ ります。 さう 云ふ風であ り

ますから 、外出する時は皆銭兜を被って居 ると云ふ ζ と

でありまナ。それは本語・の軍人が被る1 " うなものでなく

ても、色々代用し得るものがあるので、鉄カの薄いもの

でも宜い謬であ りますから 、日本でも今度の救誕装置に

入れるやうに私は申して居るのであります。叉婦人など

が顔面を憶我されては大審理だと云ふので鍛兜以外に顔面

を防止するやうなものも己に出来て居るさうであ りま

す。其の他家屋が側れて衆 りし て其虎に起る悲惨事は2置

に名; もたすべからざるもので、共の場合血を見て吃鴛 りす

るやうなととではいかないので、 さう云ふ重傷患者に封

ずる取扱に付ては 、翠に醤者のみならず、一般の閲民も

大鐘どうするかと云ふ急救の慮置位はｾ繁から知って居

らなければならぬと思ひます。それで大阪市でも今回隣

組防空指導員委員舎と云ふものが出来まして、各区、各

町舎に於て防空指導を宇って居 ります。殊に家庭からや

らなければならぬと云ふので、何でも隣組防空指針 と云

ふものが出来て、各家庭に常備すべき三角巾、紛帝其の

他の放念品などが示され、非常時の場合ばか りでな く、

ｾ常の怪我でも大鐙家庭に於 て治療が出来るやうになっ

て居 ります。叉空襲の場合K 於て毒ガスの除毒薬な どを

容れるやうなものもあ ります。

Ｚｮ重な時間を長＼ｾし 、 甚だ恐縮でありま す が 、 最後

に議ガスがの問題に付てーす申上げ たいと恩ひます。前

にも 3昔話にな りましたが、私共か ら見ますれば、一般同

民の著書ガスに封する認識はぜロと 言 ヲて宜いと思ひま

す。 防備があれば、 ガスは さう恐〈はな い と申 します。
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成稜 さう であ りませうが、果して日本にそれだけの防備 池田 一一 有維うどざい ました。 それでは高津中患の務

があ り、常識があるか と言 へ ば、 まだ其慮まで行って居 生さんにお矧ひ致します

りませぬ。 それに付けても無暗にむつかし い毒 ガスの名 寿司圭一一 校長自身が向ふ筈であ りま したが、 丁度 入製

前を列ベるやう な と とはいけない 。 先 づ一 時悦ガスと持 試験の問題がありまして、 今日四時頃、代って行って く

久性ガ スのこっ位 に1A別し て、 今度戦争が起る と、 敵は れと云」、お話があ りましたので、代 りに参った護った諜

如何なる事響力・ スを 使用し、 如何にすれば之を防守ことが でありますが、皆様から大勢有盆なお話をゑ りまして非

出来るか と云ふや うなこ とを 素 人 にも能〈合符ーさせるや 常に啓愛される所がありました。こちらに参 ります電 車

加 亡指導す るこ とが必要であ ります 。一時怜持久性と 云 の中で考へましたことも 、 段に皆さんの方から殆んど出

ふ もののみでなく 、所謂混合ガスと云ふものも存在し て 殺して居りますけれども 、 防空の問題に関して大阪市 と

ゐ る乙 とを知らなければならぬ 。 而も徒に恐がって ばか して恐れなければならぬこ とは率る防火の問題でないか

り居つ てはf n J も出来ないから 、ー胞の基副主的知識を合得 と思ひますので、阪に専門家のお方な れ 其の他の皆 き

して居なければならぬ。寅際に用 ひ られる議ガスの多く んからお話がありましたが 、私の感じたととを縫〈簡単

・はガス j伏のものは少 〈、 霧絞や雲欣に i鋪散した放J伏、者 に申迷ベて見ょうと思ひます。

くは極 〈小 さい間後 でありますが、 それ等 の干号ガスの効 主主は昨晩も日調1 Z i ，舎の方でドイツの宣 i事映踏を見ま し

力はガ スの種類や地形、天 候、 特に風速、其の濃度及{ 乍 たが、 あ L 云ふ煉瓦迭の建物に於きまし で も火災 と云ふ

用時間害事 に依って異つてゐること 、共の他毒ガスは 如 何 ものは非常に恐し い ものであ ります。況して我が日本の

にして飛行機から投 F されるかと云」、ことなども常識と やうな木造建築に於て焼夷却 なり爆疎が屋根のヒに青年ち

して一般に普及 させる 必要があ ります 。 た場合に は、 どんな被筈が起るかと云ふことは考へて見

大憶に於て一時性ガスは蒸数し易いものでありますか ますと 、 どうして も防火と云ふ問題 をー呑先に考へなけ

ら、 迅速にガス圏外に股仕i して、 属医念手t誌をやれば、多 ればならぬ のでないか と考へま す。其の内容に付 ても色

〈の場合大 した事はないと恩ひます。民主が持久性ヵ・スは 々考へて参りましたが、皆様の方か色 出鐙して居 ります

蒸散 し縫いものでありますから 、天候や気象及地形等が から 、略さして戯きます。

ガス に対 して泊箆であれば、数日乃至十数日間も効力を 次に起る問題は避難の問題でありますが、甚だ残念な

持縦しま すし、 事態依が皮臓に附着すると 、火傷のやうに ことでありますけれども 、我が大阪市民の日常の交通包11

なって、繍れます 、イ乃ち際欄性ガス とも翻」、のでありま 線の欣態を見ましでも、笈に歎かはしいものがあるので

す。是は皮膚ばか りでな 〈、 限も佼されますし 、又其の ないか、 況して命に係るやうな場面が起った時には 、爆

蒸気 を吸入 します と、呼吸捻も佼されまして 、被 毒 して 聞 や火事の 直接の t白書よりも 、互に殺傷し合ふ方の損害

から五分乃至十分以内に l争議消毒しない と危険であ りま が大きいのでないかと云ふやうなことを考へて参りま し

す。 た 。

何れにし て も毒ガスの種類を早〈知ることが肝要であ そ ζ で斯う云ふ問題を考へまして 、 色々な理惣論はあ

りまして、先程絵本させがお話になった遁 りであ ります る と致 しましでも 、早速明日にでも役に立つやうな次の

が、若 し厄介な持久性ガスであったら 、 其の態念手首は ことを提案して見た い と恩ひます。

どう す るか と申しますと 、 出来るだけ迅速に被毒地から それは 今迄の防空演復 を見て居りますと 、先にもお話

続出すると とです。さうして除毒薬がなければ、 7Kで流 があ りましたやうに、本首に演習の鈴の演留のやうな感

し落し、 シャワ ー とか湯 とか石自主があれば向ほ結構であ じが致します。只 今御指摘に なりま したゃう尺、指 導 締

ります 。叉成ペ 〈速〈密者の治療を受けるこ とが必要で 制! とか指導方法と云ふものが確立して居って 、 それに基

あ ります。更に叉持久性ガ ス患者は一時性 ガ ス患者や 他 いてやって居るのでないと云ふ夙に考へて居ります。そ

の憐我人 とよく直別 して混同 しないやうにしなければな とで此の機舎を捉へて彩、の提唱したいと恩ひますのは 、

らぬ 。 其の他汚ｾ衣類 や 携平首品等は議消 し て他に累 を 及 防火訓練要項ｾは避難嬰項と云ふ や うな院に根本精神を

きない や うにするこ と以肝要であります。 成すものを 、 内務省なり大阪府なり大阪市の空防課と云

大使長くなりま して恐縮であ ります。従来 こんなに他 」、やうな訊・局の方から 、少くとも指導の地位に立つ 人 々

促きされる まで喋ったこ とはないのであ ります が、是も に行渡るやうに記付して戴きたいものであると考へ て属

図家 を思ひ、大阪市民の事を恩ふのでありますから 、怒 ります。之を 一 つ此の席 上 を借りて巾上げ て佐きます。

から ず御容赦を願び ます。術 ほ特に救: i i Q法等 に付て何か f肯ほ色々お絡を孤島、、て居りますと 、 防空壕は儀り必要

お理事でもあ りまし たら 、電話な り、お手紙を戦きますれ でないと云ふ御: Q ' 見もあったゃうであ りますが、初、は我

ぼ、私の知 っ て居 る範閣 の事はお返事いた します。 が日本に於てこそ防空与告が最も必要でないかと云ふ風に
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考へます。是はペルリンにしても 、 ロンドンにしても 、

或はパ リーにしても大抵の家には地下室があります。民主

が日本に於ては地下室の在る家は 、町内でも殆ど数へる

程しかあ りませぬ。少し俗談になりますが、 ベルリン話き

りでは 、 アパートにしても共同 の物訟の地下蜜が在るの

であ ります。日本では物涯を屋根裏にやったり して居り

ますが ，向ふでは反封に物涯を地下室に溢って、洗再現場

が屋上になって居ります。是は2聖地に見て参ったのであ

ります が、地 F1' 長へ避難するには非常に都合が好い認で

あります。然るに日本では木造建築であるよ. に地下室が

無いので、爆郊に封してはどうしても防空場を渚らな〈

ちゃならぬ。それは先程どなたか fl j J しゃいましたやうに

7)( 溜りが出来た り、庖挨が溜って、みっともないかも知

れませぬが、 どうしてもそんなものを造って置かないと

大きい侵害を受けるのでないか 、資材の関係上完全なも

のは出来ますまいが、I反敢ずさう云」、簡翠なものでも宜

いから 、是非爆却の破片から股れるやうな設備をしなく

ちゃならぬのでないかと云ふE止に考へるのであります。

甚だ簡翠でありますが、手当、の考へて居ります ア ウトラ

インだけ申上げて絞きます。

池田一一- *- は悶T曾長をして農られる佐竹さんにお頗 ひ

致します

佐竹一一本タは我々の鴛に斯うした有意義な座談合を

お開きになり 、色々立波な食際的のお宮古を線かして戴き

まして 、有縦〈存じます。

事空警が執って以来四年間我が闘はー聞の空襲も受けな

いと云ふことは 、 要するに我が閣の制ｾカの非常に強い

と云ふととの2霊友であ ります。併しながら更に航空兵器

が溢歩いたしますれば、叉職闘の憾7彩も望号って衆ませう

し、 況や今日の間際情勢も非常に緊迫して居るやうな次

官官であ りまして、 敵の空襲織が現れて来ることは必至の

事柄であらうと考へます。主主に於て町舎の人々は少くと

も町の防空防火と云ふことに最も注意しなければならぬ

と考へるのであり ます。先程東京震災の S昔話があ りまま

したが、貨 は手ＧＱ，ｾ首 ｬ 時代議士 をして居りまして、 震災の起

りました九月朔 の二目前に東京に参りまして 、了度あの

大ｾ・災に出合ひましたので常時の炎筈を昔豊島最し 、 叉震災

後の !tk況を見て歩いたのでありますが、兎も角をの食事

前であって、多〈火を燃いて居ったことと、地震の震に

管が恐がって防火に努めなかったことが原因で、 あの大

きな火事を惹き起したのでありまして、者しあの地震が

なかったならばもっともっと防火が出来たのでないかと

考へられます。あの地震は御承知の通り一分間に何十 白!

となく揺れまして、危うて危うてどうする ζ とも出来な

かったのであります。あ L 云」、場合には、! 資い公闘でも

全部人が捜 りましたので、幾ら路が l資うても 、唯後ろか

ら押されて行くに過ぎな ν、、 だから 、 今後あ注 した場合

には 、 どうして も交遁に注意しなければなら ぬのであり

ますが、l f ' 生に於て訓練をする必要があると恩ひ ます。

それで現在では何民主の町舎でも 設けて居 りますが、箱、の

方の町舎では一昨年来町の聯合舎で各部門を設けまして

防衛部と云ふものを造り 、華子防聞は瞥訪問の使命があ り

ますけれども 、町合自慢と瞥防員が互に協力して、防火恩

忽の養成と訓練に努めて居ります、先程指導精紳が間違

って居ると云」、お話もありましたが、府な り市の方から

色々な指導要項を持って参りますから 、 それを教へると

云ふことは悶よ り笛然であ ります が、町舎の幹部 の指尊

が1主くなければ、到 底下 h の下部組織まで徹底すること

は凶維であります。のて町合長は絶えずそれに日予感して 、

各H庁舎に過するものを造り 、 どうして も 町 曾 員 に 防 火

の知識 を奥へると共に勇敢なる奮闘精神を起 きせ、1iJI;は

之が訓練をな し出来る だけ其の整備を期して行かなけれ

ばならぬのであ ります。まだ十分訓練の無い 町曾員に向

って、徒だ駄目だとか、何とか言 って、之を責めても 、

それは指導者が間違って居るのであ りまして、さ う云」、

人等に訓練を奥へるのには、指導者は自から一層の元気

を以て之に蛍らなければなりませぬ。斯様にして彩、のカ

の聯合町舎に於てはポンプを整備し 、事聖書寄と交渉いた し

まして 、消防課の使」、所の大きさのポンプを遣っ て涯を

火事が起った I待には欝察から来るまで l町舎の方で専ら消

火に努め 、後祭の方から来れば、直〈・に それと交代して

之に協力して行くと云」、こと を質際にや って居りますが

それと共に一昨年でありましたか、張聖火管制に付ても私

の方が模範にな りまして、師園長や知事が親祭に来られ

各 ＯＨＺｦ ｩｾ 率、か らも見に来て央れた人もあ り ます。要するに是

は宜いと云ふことは指導者が自らやらなければいかぬと

云ふことを痛感して居ります。

それから敵の空襲を受けた時に、共の被害の悲惨なる

扶況は今夏申すまでもありませぬが、昭和五年に衆議員

を代表して、英京のロンドン或はペノレギ ーのプノレツセル

ｾ ￮ ［ に参 りまし たが 、 ピカデリ ー・ サ 「 カスとか 、ト ラフ

アノレガー炭場などの透りはなかなか大きな立証正な道路が

あ ります が、最近のすf聞に依ると 、 それ等がドイツの主主

意書に依って駿嘘同然になって居ると云」、とと を見まして

; 戒に感慨無量でありますが、支那に於ける我が航空i珍の

爆郊のカも同機、総て; 爆郊の力は非常に大きいものであ

ります。若し我が閣の者I1市が 空襲された場合、低空から

洛すならば、 目標を定めて、鍛筋混凝土とか、煉瓦迭の

或は 齢軍の兵恭廠 とか其の他の重要建築物に爆却を集中

さすかも知れぬけれども 、少くとも五千メ ートル もよ か

ら落すのであ りますから 、何虎へ落ちるか分らない。寧

ろ個々の木造家屋のょに落ちて来る数が多いと しなけれ
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ばならぬ。 さ うですから 、 それを受けた時には、 出来れ

ば防火もしませうが、先づ延焼の起らないやうに努める

訓練 を大に しなければならぬと思ひます。左様な惑で、

兎も角火災直域を絡めると云ふ風な考の下 に、私共の町

舎の方は瞥防図と連絡を取ってや って居る次第であ りま

す。

要すに今後は木造に付きましては出来る限 り分散主義

にすると とが宜からうと思ひ主ナ。 今夏之を石造などに

主主 り更へると云ふととも出来ませぬし 、私: ! t ・の方では成

ベ〈延焼を避けられるやうな工夫をする伊うに家主仲 間

で相談を やり 掛けて居ります。

其の他小 さな ζ とはあ りますけれど も、 l時間が限られ

て居 りま すから 、先づ此の位で・・ ・ー

池田一一有線うどざいま した。それでは紳戸女皐院の

竹内さんにお願致 します。

竹内一一 今朝お菜 舎 を殺さましたけれども 、箱、は防空

の事に付ては何にも存じませぬので、何か好 いお話を伺

ひましたら 、 自分も感校の生徒に叉教へるととが出来ょ

うかと思って参 りましたやうな 謬で、誠に申謬どまいま

せぬが、相、と しては何もお話 を申上げることはございま

せぬので、正 直な ζ とを申上げまして 、 マア一言お願ひ

をきして織きたいと思ひます。

それは私自身が防空に関する考がどざいませぬので、

若 し今空襲があっ た らどう したら宣: いかと云ふこ とに付

ては本首に何 も知らないのでどざいます。さ っ きから色

々お話がございました が、明日空襲が あったらと云ふこ

とを考へますと 、慌てるより外何もないやうに思はれる

のでどざいます。こんなことでは自分の家族にも申 書事ど

ざいませぬが、無論御近所にも何の貢献する所もどざい

ませぬし 、叉も っ と痛切に感 じますのは、私共が預って

居 P ます生徒主主 に対して、斯うすれば完全に其の生 命を

謎ることが出来ると言ふ確信さへ持ち得ないと云ふ乙

と:でどざいます。さう云ふ思占に付て新聞や雑誌の記事 を

見た り、 防空壕を見た り致 し ま し で も 、 それは一寸自

分訟の手で出来な いものがあ りまし た り、 叉是は結併な

もの と思ひましで も、 なかなか普通の大工 さんや何か で

も出来ない駄がありまして、 どう も賀行不可能な やうに

考へられましたり 、 叉是が一帯予定い と官は れることも何

だか疑問を有つ所があると云ふやうな潔でどざいまして

何虎へ標準 を佼いて 申上げ たら宜いのか分 りませぬけれ

ども 、 マア明日 にもさ担甥があ った ら、fi ，f i ! はどれ だけの

事をしたら宜いか 、叉しなければならぬか。不断からど

れだけの噌みが嬰るかと云ふことを 搬にもはっき り分る

や うに纏めて蛾きま したら 、布、主主も及ぼずながら一生懸

命にそれを生徒に教へ、 出来ますれば御近所の隣組の奥

さん方にもお僧へ したい と存じます。叉避難するにしま
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しでも 、 食糧品其の他色々のものが要る課でどざいます

が、 どれだけの物が どれだけ要るか、 どの透を目安にし

たら宜い か、今の 日本の ;伏態として許され範悶に Jkて初、

惑はどれだけのととをするべきであるか と云ふやうなこ

とを早 〈知 りたいと切望 して居 ります。

誠に勝手なことを市 上げま したが、是だけお免 しを級

きたい と思ひます。先程から 色々好いお認 を伺 ひました

ので、 :全 〈何 も知ら ないで参 りまし たけれども 、少しほ

のぼのとして来たやうな気持が致 します

池田一一 イヤどう も有難 う存じます、御允なお設を奔

線、いた しまし た、次には方面委員 の問中さんにお願ひ数

します。

回中一一 彩、は方面委員であると同時に背年固にも関係

ーして居 ります ので、F両方に関聯して申上げますと 、先続

税 問、 中聞 の爾者から お話 があ りましたが、・f; L、も避難 と

云ふことに付て一存関心を有って居る謬であ ります。そ

れで先程避難する 場合に混雑 して色々殺傷を受けると云

ふお百舌もあ りましたが、 さう云ヰ、里占に注主主 して、青年図

に封 しては半生から空襲に封す る避難に付て、防空与量に

j段級すると か戎は遠方へ避難すると か云ふ場合の訓練 を

十 分に して世〈必要がある と思ひます。一つそれだけ申

上げて 匠きま す。

池田一一 有機う存じます。次に後防閣 長 -cある 竹内新

次郎 さんにお願ひ致 します。

Ｇ 竹内 Ｈ 新 Ｉ 一 一 それ では筒昭 に所見をｲＮｾょげ たいと 恩 ひ

ます。

色々お話がありました中 ｬ 亡、 ｬ 坊ｬｉ ｩ 演忽はＮＵｾ戯的である

と云ふお 話があ りましたが 、 手 ｩ 、も左様にｾじな旬、では な

いのであ ります。此の慰に付きま して は、凡 そ訓練とか

演包とか云ふものは集合を入れると云ふことが一番目子賢

であ ります。是は軍隊でも同様であらうと思ひすが、‘ 防

空演習をやりまして、集合を入れると云」、駄に付て1壁際

の ｊ，ｴｾ物 と なるも のは ｦｦＧＮ｛ で あるかと云ふ と 、 飛行機であ

ります。民主が大阪へは一 向飛んで来な い。 来てもマアー

滋位か二選位飛んで来て、 スーツと去ってしま ふ と云ふ

諜で、比のEお1ii・ 4 遺憾に思うて居ります。{/日 々昨年の秋

第三期 の防空訓練があ りまし た時に私は点京に参 りまし

て、演窃の1苦情を拝見いたしましたが、jiLの.tJ)j 合五機戎

: ま八主題位の飛行話題が編隊で飛んで来て、爆弼l 或は鈴夷疎

などを落し 、 それが過ぎて暫 くす ると叉六機九機位が一

編隊を成 して飛んで来る と云」、風に 、次々に 凡 そ三十a

か間十 退位の飛行担当が飛んで司王るのを目の泊 りに見て 、

市民も自ら緊 ｾｬｾ して 、 演習に気合が掛って居ることを Ｕ 君、

めたのであ ります。又 それとは少し 話が迩ふのであ りま

すが、昨年の十二月に点京の型車j視艇に於て六大都市 の警

防闘の幹部軍事智令があ りま して、彩、も出 lおいたしました



が、是は六大都市 の瞥防事業 に闘して色々と研究討議が 言 ひ換へれば防火方針 にも大に検討を如へな くちゃな ら

行はれ、併せ て各研究の結果 を毅表いた す のでありま し ぬのでないか と思ひます。 同時に叉ド イツ で きうやるか

てうｴＮ ｾｊ ＿ｬをお話のあ り ま し た各科摩消防の研究機関の設立 らと 云って、 向ふの建築物と日本の建築物とは皇室ひま す

1 % は促主主と云ふやうなことに も話題が及び、 : 叉研究報 から 、 ドイツではさう云ふととが出来ても 、日 本では五忠

告と しては消防験術と云ふゃうやうなも の L 設表 もあ り らくさう云ふこ とは出来ないので ない か、焼夷砲が洛 ち

ましたが 、共の舎設が終 りまま したf去に 、十月 の中旬に て来ても 、I夜祭中だから 、火は消すなと云ふことになれ

ドイツ からお跨 りにな りました東京の大康教授の講演を ぽ、今申 した 東 京 の 演 習 の 時 の や うに飛行機が次 今に

承ったので あ ります。色々お話がありました中で私が最 やって来 ますと 、何分か経過 しますから 、其の間に火は

も感じさせられま したのは、一寸話が前後いたしますが 臆〈延焼 するに主主 ひな いので、甚だ寒心に J越へ ないもの

私共新聞を見 て居 りますと 、 ロンドン の空襲は非常に海 がある諜であ ります。大後詰 らないととを申 上げました

山出て居 ります が、 ベルリンを 空襲され た と云ふやうな が、以上を以ちまして御免蒙ります。

ことは山て居らないやうに恩ひ ますが、貧際は英閣の飛 地図一一有難 うどざいま した 。

行機 もベルリンにやって来て居る のであ りまして、例 へ それでは何時さん、此民主は 九時まで にな って 居 りますの

ぼ有名なシ ーメ ンスヱ場に封しても爆郊を投下して 居る を、特に二十分ばかり延しま したが、もう時間がありま

と云ふ篤鑓も 見 たのであ ります。さう 云ふ認で ドイツが せぬから 、 どうぞ簡単に… ・・

空襲 を受けた所を自 のあた り見て来られたのであ ります 岡崎 一ー先程防空壕は大 して必要がないと云ふや うな

が、其のお話 に依りますと 、敵の飛行機が来た時には 、 お設があるがと仰 しやま したが、 多分私の穏だら うと恩

消防や著書防 や 瞥防聞と云ふやうなものも一切活動 しな ひます ので、初、の言葉の足ら なかった所をちょっと修E

い。 何故かと言ふと 、敵機が来て居るので、所論職与の したいと存じます。貨は防空壕が必要でないと云ふと と

l又最中であって、共の場合は寧が活切j するので、軍 以 外 を申 上げ たのではないのであ りまして防空家に依 り頼 り

の者が活動して央れでは邪魔になる。斯う云ふのがド イ 過宮てはいかぬと 云ふ ことを申 上げたの であ ります。 そ

ツの現在の建前である さう であ ります。私共が聖子訪問貝 れは御存じの通 り空裂印大火だと謂はれる日本の木造建

や家庭訪主主組合におI して 指導を致 して 居 りますのは、開 築の都市に於て、三千か四千の戸数に封して小 さい公闘

が落ちたら兎に角 三十秒以内に i活動を開始 して速 く消せ がーっとか戎はー っかこっかある校庭を刺用して、僅な

と言って居 P ます が、 ドイツでは 、飛行機が来て居る間 人間を収容 す るやうな簡単な防空壕を設けて、此鼠へ避

は活動をしてはいけないと云ふのであ ります。さう しま 難 すれば安全である と云ふ観念を持ナ にしては係 りに貧

すと 、先 刻 $ しましたやうに先づ飛行機が繍i珍でや って 弱である。斯う云ふことを 申上げ たのでありまして、決

来て却を投下し 、何 秒か何分か知 りませぬが、暫 〈する して 防空壕が必要でない と云ふやうなことを申げた積 り

と又編隊でやって来ると云ふ風に、皆一週に大編隊でや ではありませぬ . どうぞ左様に御承知を願ひたい と思ひ

って来るのでな しに、次 冷にやっ て来ると すれば、 軍の まず。

活動時間は相首長いものと考へなければならぬ。さう云 油田 ーー それでは協合側と して竹内さん から ・

ふことと 関聯して考へますと 、大阪に於ては軍は飛行総 竹 内〈佐 〉一一箱、は幹事の一人 として色々御高設を奔聖書

に針する 防備と云びますか、飛行機に対する j政争方針を す 4側に在るのであ りますが、 府の方で一寸島県術的な方

どう 云ふ夙にお示 しになって 居るか承 りたいと 恩ふので をやって居 ります閥係で、色々お話に閥] 倣した ζ とを申

あ ります。併 しそれはマア恐ら く言つては戴けないもの 上げて見たいと恩ひす。

だら うと恩ひます が、若 しド イツのやうに、飛行機が旅 先程から色々役所側の防空に闘する指導1管制! がはっ き

て居る問は軍以外のものは活動していけないと云ふこと りしてな いとか戎は指導が不徹底だと云ふ やうなお話が

になるならば、現在の後i訪問或は家庭防空組合の指母方 ありました。それは私共も惑いので どざいま すけれども

針と云ふものは少 し検討を 加へなければいけないのでな 此の燃に付きま して は従来から何 もやってゐな い諜では

いかと云ふ風に考へさせられるのであ ります。そこで警 あ りませぬので 、色々と苦心を致して居り ます。府と し

防聞等が消防 ポン プを持って出ることがu、けない と云」、 ましでも二年. 程前に家庭防空の指導香のやうなものを 、

ことであれば、兎 に角隣組で治せ と云ふことになるかも それが殆ど大阪府 F の十軒に一つ宛位の割合で行ってゐ

知れませぬが、併し隣組の手仰のポンフ・で、少し 離れた る筈であります。庭がさう云ふものは何慮へ行ったか、

横 町から 、バケツリレ ーで71<を仰いでやると云ふやうな 何時 の明にか分ら なくなっ て居るの であす りまが、最 近

ことも 、矢張 りZ誌の活動を邪魔をすることになるのでな 隣組と云ふものが出来ま して、市の方 で指母方針を確立

いか と考へられる。 さうすると今後欝[ 佑聞の事業 1'( 付て され ましたので、遁って町合と か隣組と云ふものを主主 じ
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て、徹底させる筈だと云ふことであります。

向ほ ｅ 方ｾの色々な専門的なことに付ては此民主にお出で

になる松問先生や松本先生に非常に御設カを戴v 、て居り

ます し、 共の他の閥係部門に付きまして出来るだけ努力

して居る 謬でありま す。就きま して先程から色々お話の

あ り ま し たことに付きまして筒慣に ｉｾ 上げますと 、 先づ

防火の関係で、木造家屋の防火力を強化すると 云ふ問題

でありますが . 是は従前から防火改修と云』、ものをやっ

て居り 、一方防空* 建築士E則と云ふものがあ りまして従

来の防火よりも或程度防火力が強くなって来たのであり

ますが 、其の趣旨とします所は 、元々本迭を少し燃えに

<  . . . すると云ふことで あ りますから 、完をな 耐火ではな

く、隠って理想的な方法ではない認であります。併し今

日の時勢で緊急 の 間 に 合 す 潟 に 、理怨的な ことは出来

ないにしても 、少しでもやって、 それで効果が怒ると云

ふ事は是非や らなけ ればν、かぬ。叉此の程度のこ とをや

った震に、 それで効果があるかどうかと云ふことに付き

ましては、隼術方面或は内務省あた りの専門家主Eの永年

の研究の結果採用されて居ることであります。

それから防空壕に封しまして色々問題がありましたが

是は防空擦とか、防談室と云』、名前で言ひますと 、 色々

分りにくいのでありまして、大憾今の方針は退去避難と

云ふことになって居ります。自l ち老幼病者と云ふやうな

活動の出来ない人惑を退去避縦せしめようと云ふので、

絵故先の無い人は大阪府 F なり近府l阪の悶合のカーに牧容

する乙ととし、それに封する食糧其の他の配給問題等に

付ても己に計置が出来上って居ります 、蕗が其の場合色

々な関係で重量る者があり、叉どうしても出られない人が

あります。縁故先もなければ、他民主へ行って世話になる

程の金も無いと云ふやうな人もあり 、其の他どうしても

出られない人には何とか護ってやらなければなりませぬ

から 、是が鴛に公共防護室とか公共防空擦と云ふものを

計mして居ります。是は現在では十分に出来て居りませ

ぬけれど も、市の方でも又一般民有の関係でも公共的の

建物は大部分と言って宜い位に防秘室が出来て居り 、百誌

は工夢中であります。是は今まで後表 して居りませぬが

相賞に出来て居ると云ふことを申よげて宜いと思ひま

す。倫ほ建物の内部や街路に防空織を告をると云ふ ζ とも

市で目下手を活けて居られます。さう云った所へそれ等

の人を収容する鍔! でありますが 、残った問題は 、 さう玉三・

4、人以外の一般の活動する人、或は後防聞な れ 隣組な

りで活動する人に付てはどうする か と云」、ことで あり ま

すが、 それは活動する人が一時身を潜める待s盛所であ り

まして 、 一口の防ｧｒｾと云ふのは ［ｴｴ の待避所の一種類で

あります。ちょっとでも被饗を少くする銭に 、E告を歩い

たり 、立って居るより宜い と云ふ意味で、f前理な待滋用
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の防空談をや って 居る諜であり ます 。趨って火災 の時に

木造家屋の多い所では蒸Bきになると云」、問題があります

が、此の待避用の防空援は木造建物の地下でも構はない

のであります。それは［［ｴ ｾＱｩｩ に却が落ちる問だけ共施に這

入つ士居って 、焼夷視で火事が起ったと言へば、直〈・飛

廿|してポンプを持って月le附けると云ふ懇で 、初から終ひ

まで遺入って居るのではな い。唯主主物がばらばらと崩れ

て、 出られないと云ふことになると困るから、; ) : t . の没の

配置の閥係をよく考慮し、叉非常口も必ずi設けて置か な

ければならぬ コ

術ほ先 f4iーから消火砲の問題が出て居 りましたが、それ

だけで火事が消せると云ふ風には考へて居りませぬ。併

し2受験 の結果では 、一時火勢を弱め ると云ふ力は有って

居り 、燃え上った所に消火剤を抱込むと、一時火に抑へ

られるので、其の i時に火をぶツ掛けると云ふ風にすれば

院かに効果があります 。 ただ、製 品に はインチ キのものも

あれば、不良品もありますのでどれが良いか、今:令闘の

有らゆる製品に付てｾ験中であります。

それから水槽の問題であります 。私共は 7J <. f f i ' を設けて

戦くやうに奨励して 、 ｾに法って居りますが 、 勿論水槽

だけで火事が消せるとは考へてゐない。宇f7J <. も平i J . ffi しな

ければならぬので、 71，にの出る所を調査 して 、井戸を朔る

こと を喫: 附する怠H去に於て補助金の問題もお話があ りま

したが、是も戎閣慌の仕事として目下計秘中でありま

す 。叉家庭防火用の ＷＱ￧ ＡＱｬｬＯのタトに 、事事 ｾ ｦｪ 閣のポンプや消防

署のポンプなどに使ふ7Kは令部に行渡らない見Ir が無いや

うに計mし、清々やって居ります。河川の如き自然水の

利用出来る所は全部利用し、さう王と」、も の 弘事眠、、所で、

低古賀の 7J<. mが無い所は :令部 7JC棉を設けるやうにする。是

等は主と して市の仕事 でありますが、是? J l ; 現在までの蕗

完成はして居りませぬが 、着々や って居ります。

それから絡が断片的になりますが、補予の破片の飛散

問題に付て先程もお話があ りました が、英閣から蹄られ

た人の穏を聴きま すと、向ふの負傷者の大部分は雨、子の

W' . i 片に困るものでありまして 、柏、子の破片の飛散と云ふ

ことに付ては充分の注意を袋する譲ですが 、ただきう云

」、場合に硝子が散らないやうにと考へるのは無理であり

ます。崩れても飛ばない苧うにすれば宜いのであります

から 、 カーテ y を締めて↑ たけば宣い。航、子が散り散 りに

なってもカーテンで. J . I 二ります。

救認の1 1 t 止さであることに付てお話iがありました が、官、

共も dまはm要視しなければいかぬと忍ひます。人間が凶

って居るやうな i状況を長く. : J : t . の依に放置しておくと云ふ

ことは一番 v 、け なu、。建物に付ても崩壊した建物や焼跡

を放ったらかして従 〈と云ふこ とは人心 に及す影響は非

常に警があるやうに考へられます。で、 それ等の後企画末



や憶我人の後始末と云ふ乙とは最も力も入れなければ v

かねと云ふ考で、救援上の設備 とか救護機関の設置 と云

ふ宇うなことに付ては 、先程お苦言がありましたやうに現

在相笛にやり つ 与あるのであります。まだ色々問題はあ

るやうであります。家庭の問題として 、只今もお話があ

りま した食濁品はどうする か、星野療 品はどうすれば宜い

か と云ふ宇うなこと は、市の指 iff. 方針にも詳しく出て居

ると思ひますが、或桂一度の食糧は持ってゐる必要があり

ます。叉綴療薬品に付ても家庭用の簡寧なものは持っ て

ゐる必要がある と恩ひます。

それからドイツでは空襲中 の市民防空は活動を停止す

ると云ふお話がありましたが、手J.f;): 貧際の ζ とは知 りま

せぬが、種々文献 などで見ます所 に依 りますと 、 ドイツ

あた りでも矢張り普防閣のやうなものもありますし 、家

屋は大抵五六階 のアパ ート でありますが、一回と して所

謂隣組 式の活動を や って居 りまして 、之に携る人間に河そ

して活動を停止いた しま せぬ。但だ人命を護る 設備は十

分やって 居 ります。それは日本で も是から やらうとする

問題と同じでありまして、唯一時安全な所へ這入って居

るだけで、決 して活動を止める 諜では ない と恩ひます。

父家庭消防 と云ふことは勿論家庭だけでやって居りまし

て官設消防 などは 大 火災に な らなければ li l て来ないので

ありすす。其の遣は一概に も言へないやうに思ひます。

備ぼ も う一つ 私共の やって居る仕 事で 、 Ｗ ｊ￧ｾ曹を道路に

置くと女句があると云ふ問題でありますが、是は伺定的

なもの を遁路の上に造ら れますと 、是は官、共の方 に於て

も困りますし 、交通事寄察的 の立場からも図れば、道路の

管理ょにも閤 ります。叉何も道路上に革まらなくても 、官事

地 1;):(可民主でもあらうと恩ひます。 {旦だ穆動式に置いであ

るの は、 ちょっと道路に 出て 居つでも5l 1J に 3丈句はないと

恩ひます。其の漫などは市の省局者と量生も大練諒解して

負ーって居るやうな謬であります。

f句今後mう云ふやうな問題 で何か御用がありま したら

何時で も私共の方 なり 、叉此E包に 宮田 さんが居 りますが

市の 防護課な りに御遠慮なくお申越 しを願ひたいと存じ

ます。

池田一一宮岡さん 、 もう時聞があ りませぬ ので、重 複

しな いやうにお願ひします。

富田一 一私も此の都市武装幹事舎の幹事 として、 と 与

に列席さ して 頂いてお りますが、又大阪市この方面の事

務をとってゐますので、今迄の防空 III 事者への色々 な人

主主から多方面に亘ってお答へ致 さなければならない立場

ではあ ります が、 それき宇に付ては竹内幹事から色々詳 し

いお話があ りまし たから申 上げること もあ りません ので

今市 首局が考へてゐる こと のー捕を簡喰に申 上げます。

市の防空事業も不徹底であるかのやうな御意見もあり

ましたが、我々一同大に時局を認識して敢闘して居る積

りであります。こ の十 六年度の事業 としてやるものも海

山あ れ 之にます して相t誌の珠算ももっ ておりますが、防

牒の関係から 、今具骨量的に御説明が凶旅ないのを残念に

思って居る次第であ ります。

只今; 首路 の植樹につい て御意見が あ りましたが、役 所

も今 日迄の背骨豊制から新健 制に移っており 、規員IJ にしば

られた植樹も大いに防空の見地からみなほさねばならぬ

と考へられて多 りまし た し、 戎方面に付ては銃に 了解さ

れて居ります。 今 後 ともさう 云ふ御意見があり まし たら

防護課に言 って来て級きまして、共に さう 云」、方而の改

善に 力を注ぎた い と恩ひます。

それから 指導精神を確立せよと云」、お iiii があ りま した

が、是 も印刷物を通じ、或は講演倉なども闘いて 、色々

手を鐙 してやって 居 ります が、事手防固と か隣組 防空 とか e

云ふ方面には相? 吉宮局の意向を修して努力して頂いてお

りますが、所謂イ ンテリとか云はれる人 々の一部 に は 冷

かに総て居る人惑があって 、防空へ の敢闘精紳の涌告をに

努力を惜むはは淘に遺憾でありまして、官、共としまして

は、‘ 寧ろ さう云ふイ ンテリ階級の人塗が本省に指導的 な

立場に立って、大 κ 町舎とか隣組の防空指導に笛って行

くやうにし て織きたい と思ふのであります 、今後はさう

云ふインテリ階級の人主主に協力を願ふベ〈大に働き掛け

ようと色 々と考 へて居 ります。f匂ほ 隣組の指導姿演であ

りますが、 あれもほ んの一部 分でありまして、今後色々

もっと詳しいものが 、 どんどん規定される ζ と 恩 ひ ま

す。た だ問題は 、 ぁ、云』、やうな喪主買がある銭に 、そ れ

を鵜呑に して宇って資ふと 、1 i t ひは支障が出るかも知れ

ません。先穆 ー も佐竹 さん が ｦｾｬ しや られたやうに 、 総て あ

斗云ふ ものは運用の妙味を登揮 して頂くととで、 よく其

の精神を理解して、 それそれの地域的なJ ( 情に厳じてう

まく運用して裁きたい ものであります。

先程から防空の科与量的に域ひは組織に色身お話があ り

まし たが、結局防空は科容的方面 と組織 とが海然ー慢と

なって、初めて 防空の効果が怒る もの と思ひますので、

此の駄我々 防空方面の技術者と して組織の方面を槍笛 し

て居る防空係員とよく相談して、所謂防空科患と防空組

織の一 致に依って防空の完壁を期した い と存じて居る次

第で あります。

まだ色 々なお話 し申よげ たいことはあ りますが、時間

もありませぬので、他日にゆずりたいと思ひますが、今

日は私共に封して本1誌に有 難い御意見をお聴かせ下さい

まして、有難う 存 じます。逐一番き取 って 居 りますので

市 に鍔 りまして、皆 さん の御意見のあ る所をよく体へ今

後の参考に費 したいと 思 ひます。今後市に於きま しても

機曾を得て皆さんの御意見を奔捺したい と考へて居 りま

3 7  ¥J 



に制限がありますの で、皆様のお話を十分 κ 承る時間の

無かったととを甚だ遺憾 と致 しますが若しお暇がござい

まして、お許しが願h るならば、猶ほお話し漏れの殿は

- 。女容にで もして協曾にお送りを戴きますれば、結 構

だと存じます。叉後でお互に質問感答をして要員〈やうに

と考へて居りましたが、其の時間も無〈なりましたので

何か御質問の肱召がありましたならば、其の里占も私共の

方にお申出を戴きますれば、遜笛 K 耳正計らひたい と存じ

ます。

淘に長時聞に豆 りまして有難うどざいました 、重ねて

お謹申上げます。之を〆以て散命いたします。( 拍手散含)

すから 、其 の時もどう か よろしくお願ひ致します。

野田一一一寸だけ申上、げて賢きます、 色々指導要項が

出ると仰せになりますが、僕をして言はしむれば、 もっ

と賃銭白隠的なも のが欲しいと恩ひます。それでないと

本嘗に指導は出来ないと思ひます。

池田一一本タは御多用の虎甚だ長時聞に亘りまして、

御高設を 奔聴いたしまして、非常に得る所がありまして

厚 くお認を申上げる次第であります。各方面の方にお集

りを裁きま したので、防空に主tする諸般の方面に亘って

皆さんの御研究に なって居る 最 も主要なお話 を承るとと

が出来ましたことを大使嬉 しく 感 じて居ります。但だ何

分にも些と盛り詩型山と 云った形でありま して、一方時間
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外 観

北
l

 

l

 

--aEa--
病 院

( 大阪府下・春日の丘 j

計 施 施 工 ・ 吉 崎 工 務 底

ノ ヤグ

平 面 圃
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ヱ 事 概 要

理主 地 3019坪

建 坪 595. 75坪

構 造 洋 風 木 造 瓦 茸

設 備 第 l 病棟( 病室 ・看 8 釜

議室・サンルーム付〉

v  2  

喜2 病棟( 病室 ・看 8 室

室・サンル ーム付 J

第 3病棟( 病室 ・宮市 16室

棚付 )

総 集 Ｒ Ｔ ｾ 敷 大成問 2 筆

洗面所、浮化装信、電燈電熱

工事、炊事室、理髪室、看護

室 、 大集舎堂 、臆 接ｾポ ー チ

等 、患者牧容人員 70名

外 観

玄 関



ｩｾ 察室

類 周

北 111 病 院

設 計 施 工

吉崎 エ 務 庖

鷹 接 室

3  v  



南 病 練 病

v  4  

南 病 被 廊 下

北 病 棟 病 室

サンル ーム、別室、押入を附

属し 、病室よ りi自に前庭に降

りられる



娯 策 室

北 川 病 院

設 計 施 工

吉 曲者 エ 務 庖

中央病僚廊下

片側廊下 にて手前に洗面器

洗溜槽がある

紋司E 蓮

5  v  



外 翻

松 下 電 器 産 業 ・ 附 設 病 院 (大阪・守口町〉

股 計 ! i : 理 ・ 松 下 電 器 密 繕 課 ・ 井 出 善 次 郎 及 ぴ 石 川 寛 三 建 築 事 務 所

第 q 苦手面蘭

( 縮尺 1: 200)  

1. 玄 開 '2.下 I己

3.待 メ口込

4. 曾 計

5.動 物 室 6.動物手術室

7.新陳代射室 8. 密 化 祭 箪

9. 瓦期雪量生室 10.浴 室

11. 細 菌 室 12.病 理 室

13.製 剤 釜 14.英 局

15.地下冷暗室 16. 使 ?J f  

17.洗 瀬 消 毒 18. 食 盆

19.和 主主 20.貰
胎.

21. 検 尿 室 22.検 鋭 家

23. 激 診 室 24. X 線主主

25. 操 作 室 26.暗 室

27.再来内科室 28.新派内科室

29.注 射 室 30.電 療 室

31. r卜科診療室 32.準 備 室

33.手 術 祭 34. 物 入

35 .1J、 使 室 36.炊 事 室

37. ポ ン プ 室 38. 汽 鎗 主 主

39.. 安 室 40. 和 室
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設 計

! 敷地面積 1000坪

1. 建物種別 本 館、 研 究 室、汽 鍬 索、重量安家、

自動車感

ＱＮ 建坪 Ｒ ＱＸ 坪 Ｒｾ

1. 2 降 151坪 H

1 嶋 屋 8坪84

1  .1也 階 5坪 00

1. 合 t汁延; Ii j l 383坪42

1.十裕 治 ;! Mi t 抗打 コンクリ ート地形 = シ テ

軌 組、床 組、ノj、屋 紛 等 線 テ 木 造 / 2 階建

トス、 外壁ノ、メダノレラス仮セメン 卜モ ノレ

事ノレ 重量ノ」ニタイノレ張 7 施シタ J レ準耐火構

造 トス、 内部壁及天井ノ、主 トシテ木摺下

地 プ ラスタ ー聖堂トシ 室 ノ 用 途 = 依 リ-9イ

J レ張人誌を石餌出塗セメン 卜モルタノレ畿、

酎俊モルタノレ塗毒事ヲ施ス 、木ノ、主トシテ

箆木製{ 奈央・板 張 ト シ 用 途 = 依 リ 9 イノレ d長

人造石研出 主主、 セメントモノレ? I Iレ塗、 耐

民主モルタノレ色走塁手7 施 セノレコ ト前 述 ノ 内 壁

仕 上 ト 悶 ジ

屋根ノ、屋上利用/ 目的ヲ以テ陸尾桜 トシ

木骨・ノ上ニ「コンクリ ート 」打・7 ナシアス

フアルト防水層 Ｗ 設ク 、 軒高ノ 、 新地ｾ線

ヨリ二十九尺七寸 トエ

I. ; m - 設 備 絞 房 ノ、蒸 汽t'i't i号トン使仰い、 凡テ 7)(

洗 式 トナ ス、炊 事 場 及 餌 究 室、薬局率二

ノ、瓦斯設備 7 ナ シ特ニ病家炊事場= ノ、一

銭メータ ーヲ 取 付 ケ タ リ 叉 m燈 、 t1t鈴、

官話、 tli 録 時 計 ア 設 備 ス

向令官官外窓= ノ、暗幕吊込ヲナシ非常= 備

ヘレントゲン附係君主ノ、会窓三 1 f ( 暗幕ヲ設

ケ ?Iリ

給水側イポニノ、楽J l "l71<並 = 飲 料 水 エノ、出f 上

水道ヲ引込ミ 、雑 用 水 ハ 深 サ 500 l!R ノ弁・

7 ナヰノ之ヲポン プニテ給水ス

又給u; ; 銚 7 殺 ケ 必 要ナ 箇 所 ニ 温 水 7 供 給

ナスコ ト トセリ

要続

V  7  

第 2 階平面園

2. 婦 長 寧

4. 削 除 長 寧

6. 看護婦詰所

8.洗 濡 君 主

10.浴 室

12.宿 [釘 家

14.宥 護 婦 室

寧

一

議

案

入

所

宗

室

長

接

事

員

1. 院

3.態

5. 病

7. 物

9.使

11. 炊

13. 密

15.  

閣玄



玄閥、受付、待合

松 下 電 奉 遷 察 ・ 附 般 病 院 ・ 殴 計 ・ 石 川 寛 三 . 領 事 務 所
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外 観

東北隅ヨリノ外観( 手前は地蔵曾を F去る〉

大 手口 寮 設 計 施 工 ・ 佐 伯 組

機 型
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第 3 ｾＮ皆

慮 媛 室
第 2 階

ｾ ｲ＠

邑 炉
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茶 之 間

位 i託 香川県長小豆郡苗勿村( 小豆島家賃渓南方〉

理主 地約 Ｒ Ｐ Ｐ 坪線建坪延が ｾ Ｑ ＲＴ 坪

唆 工 昭 和 15年 3 月

施 工 佐 伯 興 之 吉

殺 計 康 管 佐 伯 組 設 計 部 上仲定雄

施 工 [ 白 符

;蛍 l百 戸 . 越焚飾部

締 法 本 家 尾 州 倫 木 造、土重量物情、銭 筋 コンクリ

官="-，
"ー 1・1D..

大 座 敷

外 被 i f . 君主石粉入色モルタノレ仕上、腰 其 他i鈍成石、 阿 波

トラパーチン 、小豆島立花石及 9 イ ル 姑

内部 玄闘ホール 、総接等洋風生年木銀座敷廊 F昼 敷

天 井 洋 風 部 着 色 ペ ン キ 並 ワ エ ス 仕 上、浴室モザイツ

ク、利 JJd.部、 吉野、秋田杉中安、三 階金剛悶黒漆

後本腕商金壁、玄関、 l夜間漆喰後布張インキ仕上

属医接オリ ヱンタルク ロース娠、和JJ i t 部円本号

長E兵 治 、 ;杉、 担軽材 7 周ヒ片引キ悶等

1  1  v  



一 階 客 間
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防空建築施設講演曾開催予象背

今般東京建築撃曾ト共同主催ノ下ニ下記要項ニヲリ講演舎

開催イタシマス何レ詳細決定次第攻メテ通知イタシマス宮

而御聴講アランコトテ

ト Ｔ ・ー・ｾ

ノ レ 講 演 曾

本 建 築 協 曾

防 答 協 曾 支 部

ス

曹

司

E

E

.

，

F

p

d

n

r

 

日

出

W

日建 築 皐 曾

中 部 軍 司 令 部 ・

• 

防 空 建 築 施 設

催

援

主

f麦

五月二十日 ( 火 ) 二十一日( 水 ) 午後六時ヨリ午後九時迄時l .日

主性

工場防袋、工場建築一般計章、工場防火、防毒 、消防、待避、

i由槽防護庭置、工場内接電設備、自家用接電所、配電盤防護法

擬袋、防空壕築造要領、 小皐校防塞施設 b 利用法、依存多層建

築物ノ防護室

林大場

題

l 曾

l . 演

長

郎

義

郎

員

合

同

悟

昌

知

一

千立

曾

海

野

部

野

曾

協

新

星

阿

小

協

開令ノ僻並防昼一般

内 務 省 、 技 師

東 大 助 敬 授

東 京 市 技 師

東 京 市 建 築 部 長

閉 合 ノ 僻

映 番 数 巻

師1. 講

皐合協曾今員、防塞協曾員、工場関係者

端書 ニア五月十八日迄申込ノコト イ日台場ニ制限アリ先着訓ニヨ

ヲ満員次第締切

者

1 . 申込 J i 締切

講l 聴

1 . 講演梗概及

資 料

J 、賃費ュア曾場ニア希望者ニ頒ツ

曾協

昭 和 十 六 年 四 月 末 日

築建本日枇 圏 法 人
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大 阪 の

茶 室 義
5 ・

義心江戸は内淡路町二丁目の宗偏流家元山間宗有

氏邸にある。同丘1¥はもと 、大 阪 の 宮 家小西家の

本宅で 、元協 の頃 、近所rc {:l :んt: 天II可屋利兵衛が

此の茶室に来て度々お茶を飲ん にと云」、体へがあ

る。

利兵衛は東横以( 淡路町河岸) I' Z:住み 、海産物

の 問屋ｾ営んでゐ仁。 ｊ 美野家 の 物産を取扱つ七閥

係で 、大石良雄に見込まれ 、秘かに 、軍需品を調

達しに功持者・である。義士討入の装束も 、ノj、西家

の火事装束よ りヒント ｾ得 ｔ こと云ふことで 、 今 κ

停はる /1、西家の夫は、黒地の裾 lて自 の山形が染め

抜かれ背 l乞紋があって義士討入の装束と殆んど閉

じである。

×  ×  ×  

義 :Lの討入と云へば、現主宗有氏の}温山国宗偏

lても、闘係の深いi活がある 。

宗婦は三州吉田の小笠原家を致仕してから江戸

に出で 、本所一つ同の河岸端に草庵を結び、宗偏

流の茶をひろめに。その茶の弟子の多い中に、吉

良義央は宗偏と同門で 、茶を利休の係、宗且 lて習っ

て来七 ので 、松坂町の屋敷は近いし、交友して共

に茶を柴しんでゐ? こ。

大石以下赤穂の浪士は吉良の消息を得 るのに背

心し七が、八百屋や魚屋の諜報機関で-は、 どうに

もならぬ ので、茶・の出来る者をして、吉良陀近づ

かしめる のが、最も近道であると云ふことになっ

た。見渡すところ 、浪士はいづれも無骨者ばかり

で、茶の心得のある のは、大正:j 源吾l唯一人であっ

? こ。そこで、 源吾を京都の呉服問屋の主人陀仕立

て、 宗備に弟子入させて、機の到る のを待つ 1: の

であ る。

一方吉良は身設の危険を感 じて、上杉家に fこよ

り ( 上杉家の首主は吉良の賀子力t養子に行つにも

のＩな ｩ ま越後酒田陀豆 ｉｉｾ 作って 、 ここへ遁入せん

としにが 、松阪町の屋敷は 、すべて数寄屋風に出

来てゐる ので、これに別れて 、北挫の寒域に去る

- 大 阪 三 陸 住 宅 都

v  4 0  

J  し、

ム

8

8

岡 孝
男傍

田

lζ しのび子 、名践の茶千? を催さんとし仁。

義士はこ の機合をつかんで 、討入らうとし? こが

一 日早げれば、空しく騒いで物笑となり 、一 日遅

ければ、既に機ぞ逸すると云ふきはどい時で 、決

行の時期について 、大石以下情報を得るのに一方

ならぬ苦心をし仁。

大高源吾は 、宗需の「来る 十四日は去るゃなこ

となき方の茶令があり 、手停に行かねばT五らぬか

ら、奈の稽古を休む」と云よ、言葉から 言外の意を

感得し 、直ちに大石に内報し七。大石は別に端部

安兵衛からの傍設も得七 ので、十四日決行と定め

?こ のである。

宗備 は十四日の夜 、吉良邸に居り、四方釜を か

けてゐ仁が 、討入と知るや釜の破損せんことを恐

れ、井戸の中へ投込んで逃げ七と云ふことで 、な

lまー設には、宗備は源、吾の真意を見故 事、討入の

時 ｴ 亡 、 手 ｉｊ 休ｦｊｬ ｊ 来 の 桂濯 の 花入を源吾 ｾｃ 渡し 、 白絹

で包んで 、検の先に刺し首級の如〈見せかけて 、

千岳 寺迄 引上 げ させ 、 源者は ｦｾｾ の桝ん ｴｾＧ 範札手紙

を添えて 、宗偏 l乙返し 仁ことになっ てゐて 、こ の

桂簡の花入は、村山家にある筈である。

吉良は、白か ら女子む所・の茶の舟K 死期を早めに

のであるが 、考へ方によ っては 、越後の泉で 、淋

し〈生を終るよりも 、華やかな最後であっ? こと云

へょう。

×  ×  ×  

さで義心不は 、二帖華目 、中桂l北瀦のj市でこれ

に六帖韮目の書院是道軒が績いてゐる。

二帖韮 目中佐出躍の席は 、中K 坐つての感じは

落着い亡、和やかなもので 、主客相共 1' 1: 柴しむに

過 する。堺の甫宗寺にある貰ー相庵( 手IJ 休 の好みと

1l1J . l 、〉。京都の建仁寺にある東陽坊( 利休の弟子

東l場坊宗珍の作 、宗珍は利休七靴の名茶碗;東陽坊

のJW持者として名があ る) 。大徳寺の真珠庵にあ

る庭王軒( 金森宗和作と 体五、〉 カ: いづれ も、この

義心亭と同じ二帖華日 の席で 、床の1111 と悪品fj 昼 の



開係、茶道口 、中柱 、出躍など 、みな閉じく 、fこ

に給仕口及踊 b 口 の 取 りか七炉建五、ばかりであ

る。

床 の間は韮目床で南，面し、西に協子窓、南に橋

子窓と閣り口があ b 、中柱、釣棚 、出墳は定石の

通りである。

天井は床前ー帖がヱ1三天持で 、1岨り口上は掛込天

井、鈷I拍昼のートーは蒲の泌天井となってゐる。

書院からの 人口と 、7k屋からの え口とあるが、

水屋の流しのとこ ろ即ち床カ111"1の右のと ころに給

仕口があればー唐使ひ。勝手がよからうと思ふ。そ

うでな いと ｈｾ ， 蹴 の右側 の 狭い昼のところを踏んで

給仕をしなければならぬので 、どうも工合が悪

い。 そのせ い か 現 在 で は［蹴の位置を ｾＱＡＡｕ ＭＡ｝ｬＮｦＧｴ｟鑓へて

向切となっ7てゐる 。し かし向切では丁度偲'1]) 下へ

腕力2来るので却って使ひ手勝が悪し、 か ら、強いて

出躍をやめるなら 、隅切 とすべきであらう。

水屋 l亡は腕ぃ流しがあり、茶室のみなら十書院

の方へも茶を供する 設備 となり、 便利である 。

是道軒は六帖壷目の書院で琵琶床のつい fこゆっ

Tこりしに感じの室である 。茶合など大勢の時には

ここ で茶を供される 。

因に義心卒の名( 主、上記 の事瞭を聞いて 、阪谷

芳郎男が感激お〈能は令、直ちに筆をとって命名

され1 : FIJ で、卦道事fの名は、 書 |誌の 額にある文

字、 「臼居易11日 感奨和向如向是道答: 之諸悪無

作栄養奉行」から保られである。な lま布: 年十二月

十四日 l亡は、義士に因んTご士宮1吊が陳列される。

×  ×  ×  

なほ内淡路町は、天保の大臨 の昂Lの火事で大部

分焼け‘ 火事は内本町迄燃へ蛸がったが 、幸κ 小

西家の方は倉を よ ド分焼い＿こ ｴｾ ｖＱ で茶室Ｎは ｊｊＩｊ かつ七

こと になってゐるが 、そのすエっと前の妙智焼りと

呼ばれる享保九年の大火には 、すっかり焼けてゐ

るから、義心ｾが元職 の ま 、で此所 にあつにとは

考へられぬ。その間疑問があるが、しばらく体へ

通り報告しておい

ついでにこの茶室へ度々来?こと 云」、天野屋利兵

について少し言及し七い。

天ｾ牙屋平 ｉｊ 兵街はノ ｪ 、 ｩ ＧｦＧ，ｦＺ ｉｊ 護士氏によれば本性伶永氏

叫正久秀の脅であると云」、。誌は直之 、蹴は土蔚

承服二年六月泉州 、 ｉ Ａｊｾｉ 亡 生れ、十二才 に して大波 の

商庖に丁稚奉公し 、賀直と機敏を以って番頭とな

る。後調立 して淡路町河岸11 : 海産物商を鋒み、共

第 i乞祭へて天満年寄にあげ られ 、元検 i ¥.. 年頃には

大限三郷線年寄となる。

赤穂城主滝野内匠頭 l立国産の盟主? 大阪で寅捌〈

のに 、長期の盟屋茂左衛門と天野屋利兵衛の手を

通じfこ。利兵衛力Z内匠頭及大石の信任を得にのに

城内の虫干の際 、茶道具が粉犬し 、その無賓の責

を利兵衛が負つ七ところ 、賞は内巨頭がもたに入れ

て居? こと 云 i 、話は 、諦談師 の 巧に前十る所であ

る。

山 科合議も二回ｾ重ね 、 元結 十 五年 十月大石は

江戸 l乞下るにあ たり、 軍備を調べ七が 、唯一つ 、

槍弟子がない。これは長さ二尺位の耐端の 曲つ?こ

織の捧で二本の拾に六七ケ取つりる と即座に梯子

になると云ふ色のである 。大石は原惣右衛門を使

主して、利兵衛lてそ の製作を依頼し 、禾IJ 兵衛は 内

本町三丁目の鍛冶力11賀守市左it，¥j 門陀頼 んだところ

市左衛門の仲が夜擦の }IJ ふる道具なりとして 、後

難ｾ恐れ 、町 奉行太田和泉守 ｋ 訴 へ、 利兵衛は召

取られて l吟味されるが、 ここ で「天河屋の義王子は

男でごさ「 る」の科白となるのである 。

とかくする うち にナ二月十四日 の快患があ り、

今は隠す必要もないとて 、大石に依頼されに旨を

出版すれば、 ｾｰ は罪とし、情 ａａ 酌量の上 、 総年寄

は取上げられ 、家業( ま二代目利兵衛 l乞譲り、市岡

へ追放と 云ふこと K なり 、手IJ 兵衛は 、釘める茶道

に年月ｾｾり後京都 ｋ 上って北野天 ｉｬｩ ｬｬ ｬ のほ ｣ 1)に

庵を構え、悠々自 ｩ 直して 、 享 ｦｾ 十二年正月二十七

日に淡する迄七十五才の天誇を全ふし に。法名は

法正院土書簡日可居士。

以上の如〈停えてゐるが 、ー設に 、この賞在の

利兵衛と、竹岡山富作の仮名手本忠臣臓の、天河

屋義平とは 、日Ij 人であると説くものがある。宜在

の利兵衛l立、赤偲渇野家の御出入でもなく、扶持人

でもなく、又大阪雄元でもない。その誼操lては赤

穂分限l諜lとは勿論 、その首時の大! 坂の要鑑? こる灘

i皮雀 灘 ｩ 皮丸 、 灘波制等ｾ調べても、横ｬｌＧｦ Ｇ 家 ー との

閥係を見ぬのみなら子 、首時の根本資料にる 、堀

内博右衛門:先書に も見えない と説 〈のであ る。 し

かし 、記銘にないから 、関係がないとは云ひ難〈

父、杉本義|鉾の鏡秀記 、ノj、川↑ 亘光の後鑑錦には天
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1l'1'屋の .:::.とが書い てあるそうにから 、ここ のとこ

ろは 停えの通り 、賞在の利兵衛力: 天河屋義平の

モデルであるとしておいTこ方が よさそうで ある。

×  ×  ×  

きて、現主宗有氏に因んで宗備のこ ｕｾ ，、叉義

心亭に因んで天野屋利兵衛のことを説き 、茶室建

築ｾ説 くこと のあ まりに少なきに、多少 の面はゆ

さを感ぜぬでも 1よいが、茶道に於ての悔来を主主び

i民生的な出来事を重んす・る弊風にしばし便乗し 、

茶道忠臣臓の一席依如件。

×  ×  ×  

義 心 亭 賓 測 寸 法

1. 平 面

昼/ 大サ 3.16 x6.  325。 建白昼 3. 16 x 4. 805。

床ノ間昼 2. 28。 中性出盤、但現在ノ、向切トナル。

2.天 弁

尺 尺

1j S. 天井高サ 6.1 蕗天井高サ 5.8 床/ 問天井杉鏡天井

床前一帖分、野根板女竹 2 本宛ニテ J甲ュ。綱リ、口上ー

帖分、鋳込天井白 it 径 . 12、 11、毎女竹径0. 04。 無 目 径

. 25。棲主幹竹、小壁.510 F喜天弁務。

3.北 側

床柱赤松皮附。床程 .25x .1 5。落鋳セイ 0. 09、経ヨリ

4. 71。柱釘 2. 76。撃燈日高サ 5. 02大放機入ル。

4.東 側

是迄府トノ: 取合口内法 高5. 21 け ｊ ｾ Ｎ Ｑ Ｔ 。鴨居方立共

0. 075 

5.南 側

蹴リ口高2. 3 巾 2. 08 中敷居及方立見付0.07。 格子

窓内法高1 . 95 け] 4. 67 方立鴨居共0. 075 軒桁0. 3丸

中柱赤松皮附。釣棚0. 95 x  O. 78 厚 0.035。燈先窓内

法高1 . 6 ' 敷居鴨居共0. 07、戸嘗リ竹径 . 075

6.西 側

儒 子 窓 内 法 高2.34 巾2. 4 ｾヨリ ＲＮＳＲ 上リ 殺鴨居

共0. 075 戸笛リ竹径 . 08

v  4 2  

供 参 考

なほ義心2さと同じプランを持つ 7こ古い茶訟を 3

つあげて見＿こ。 Ｑ と Ｒ は 堺め南宗寺の賀 ｾｲｬ 庵で 、

千利休の釘みと体えられる。床の| 切と動前昼、

協 、中桂 、釣棚、茶道 口などの関係は義心;事と同

じい 橡側へ出る障子し闇り 口との位置が少し

遠ふ。それよ b も逮」、黙は 、片開の給仕口のある

ことで . これあるが鴛に使ひ勝手がよ〈なる σ

3 と4 は京都建仁寺の東陽坊の席で 、東陽坊宗

珍の好み。 これも義心亭主同じプランで瑚り口の

位置が遠』、ばかりでゐる。 この席では茶道口と給

仕口とを粂ね七二枚引遠フヌマの出入 口があ b 、

規を? 左右? 引げば茶道 口となれ右へ引けば給仕口

となる韮Tご巧みな仕方である 。

5  e  6 は京一都大徳寺毘珠庵にある庭玉軒で金森

宗和好み とイ事える 。プラン は東陽坊によく似て 、

茶道口と給仕 ｾ ｬ が二枚引泣話題でとられである。

かかる二帖革問中柱出櫨の席は、殆んど定石的

I' t : 極って居る部分が多い。 ー定石とはす、れて給仕 n

ｾ目告すると、茶の宗匠から文句が来るから御用心

の事 。但 給仕 口 は どの ｭｾ にも必要なものではな

い。無〈て立波に茶ZJZの出来 るのが本統で 、これ

をつt 1 るのは 、狭かったり姐の位置によ って. 、や

りを千尋す・つりるものである。



大 阪 の 茶 室

1. 型車心事対節

茶道口よ り胸 り口 の;方を見た ところ 、蛾先窓、釣棚

中村: など定石 ij'& りにとってある 。; 嘘は中柱の右下へ

切られる のが定石であるが 、 この席では給仕口がな

いＡＮｴに 、 ［ 鴎の右の狭いｾのところを領ちねばならず

工合が惑いので 、;蹴は釣棚の下へ切 り換へである 。

これも甚だ勝手が怒いから 、嫡はもと遁 り出 ;蹴とし

7 k . 屋の流を少し縮めて、給仕口をつけたカが佳いと

，思」、。

2. . 心事外部

援路よ り見たところ。義心亭の額のかかつてゐるの

が書院是遁軒で、 そのt r . 下が義心亭である。丁度補

子窓と捌り口が見える 。

5  
尊 心 事 岡 田 孝 男

2  

1  v  



3. 甥・ 寅キE庵

炉

恥

J

/

f

l

、

4.  京都・東陽坊

5.  京都・庭玉軒

トＮ ＭＨ茶室〔二帖ｾ 目 ＩＩ 2. ..( 床の間) 3…( 土問) 4… ( 71<屋 )

5…( 燈) 6…( 中本主) 7… ( 太鼓貼襖) 8… ( 色紙窓 ) 9… f 風燦

先窓) 10・. .( 二重棚 ) 11 …( 連子窓 ) 12・・・( 障子) 13…( 主主

子窓) 14…〔捌口) 15・・・( 下地窓) 16…〔升関戸 ) 17:  ( 内

向蹴) 18…( 遁似11涜縁側 〉

y  2  

ョ、ＺＺＮ刺広埠 Ｑｾ
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大

阪

の

茶

室

5  

11 

Il、3  

調匹

岡

回

電車

男

ii1 
」凪

是遂事干内部

琵琶床のついた六帖議 自の:書

院で、床の右の号!; 逮襖は右へ

引けば茶宗義心亭へ、左へ引

けば Ｗｾ 屋へ ｪｾ ずる。

水 屋

茶室と書院雨方へ通ずる Ｗｾ 屋

で、流しも大きくとつである

から使ひ勝手がよい。 1B. 流の

たの方 を少しとって板の間と

し、茶屋への給仕口とすれば

茶宗の使い勝手がよくなると

忠、』、。



関際文勿援奥舎が日本文化宣仰のために 、

吉村 JI隠三氏に委蝿して= ユ ーヨー ク日本文化

合館内に 、組立てふ務えた茶宅である。

間際側係緊迫が傍へられてゐるアメリカに

作られた 、 この日本建築の粋を蒐めた茶室は

ヤンキー週中に好評で、もてはやされてゐる

とのこ とであるが 、こ与に於いて我々は文化

の持つ使命が今更に京大である事をつくづく

と感じるのである。

ユ ー ヨ ー ク の 日 本 茶 室

- - - TOI' l I ¥Ck 

主 ヱどど

" ¥1 [ I ) . r UT  

る ，

5 ν  
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大 和 の 民 家

大和小泉村の村はづれ、石洲好み の茶席 のある、

慈光院の前を遁ワて、道を郡山のカへ取ると 、宇

がてT1i 漠た る萎畑の中に 、 岡市が 見 える G 郡山は

普か ら、金魚 の飼養地 で有名であ るが、 この 漫り

からボツボツその養殖池が見え始める 。

問中の家は、 殆ん どが{ まい土塀に 伺まれて ゐて

其が永い問の 風雨 にた主かれて、 4三分〈づれか与

った様なのが多い。 同じ大和! の』平成材木原 とか、

首腐寺から少 し北へ入っ た新在家とか、村全憶が

揃って古び、選ーに沿ってどこ迄も 、荒壁査の1まい土

塀の鱒いてゐるのは 、tt: ぴてゐて美しい。 間合家

r 箆

. と 女 贋 灘 初 夫

は、一軒々々が特に取立て、美 しくな いにも 附ら

ず、 其が金慢的に織まると、周周と巧〈調和して

仕舞っ て、い L 風最をなすものである 。 此員ま に潟

げた二枚のスケッチも、大和民家の特色を特に玉置

揮した伊j ではないが、 それでゐて斯ういふ家が次

から次へと並んでゐる と、 いつの間 にか大和1民家

の雰間無を自然に出して仕舞ふのである。民家の

持つ魅力 の一つ であ る。

1. r . の給は 、 問中の 商の外れ、右の伶は東の外れ

にあ った家で ある 。



ノ

大和の民家は 、埋まある民家の型の中でも 、濁得

の風格を持ってゐて、他 の地方と剣然と E亘別出来

る。大和様の分布を見ても、大和盆地を中心とし

て、北は大積木在者川までピ終り、東は 三重県率、界の

山奥までに見られ、大阪へ入つては、河内、和泉

方面に多く 、僅かに矯津に散在するのみである 。

吉野、和歌山方面への分布は未見で知らな い。

大和地方の気候とか 、風土、農民生活が、特 i'こ

他の地方と逢ってゐるとも考へられないし、事貧

農家の卒簡を見ても 、金問一律の標準型を一歩も

出な い にも鞠らず、タト視だりが地方的な特殊形式

を作 り出してゐる事は 、 どういふ原図から来てゐ

るのであらうか。色々聞いても見たが、未だ確設

‘ ，. 
J乃、、

旬

・特ヨふた'

....... 
調‘島・.

一，ー 一 一 幡 町

一~ 一向ー- _
一 叫 ん

Ｎｾ・倫句

-、
倫明や

を持たない。戎ひは 、初期 の大陸文化の移入時 代

に、瓦工毒事が支那から持来ったものかも知れな

い。支那にも大和棟と似た形式の家があるから 、

そう考へられない事もない。叉大和棟の名手停を紀

州王手と言ふ人も居るから 、戎ひは紀州方面から入

って来て 、大 和 で 溌 燥 し た 形 式 な の か も し れ な

い。之も未だ、紀州に斯う いよ、形式の残骸のある

事を知らな い し、或は紀州茸の紀州が、和歌山県系

の紀州を指すのかどうかも磁かでない。何れにし

て も、 この形式がどうしてこの地方に起り 、体ゑ

されて 今 日に至ったかに就ては、 ! 可等の意見もな

いので、言権;ウか御存知の方は、教示して誠き度い

と思ってゐる。

6・

7  v  
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2.  郡 山 八 幡 本 殿 の ー 翻1

向葬柱、頭貫木鼻等一帯に飛雲及び奏集天人を 浮彫に

してゐる 、 この意匠には青井阿蘇前l' 枇々殿あた りと の交

渉が認められ、叉料供聞に百i : ¥uまされた装飾纂股の一部に

は、山 口地方の古建築に見る 珍ら しい手法が行はれてゐ

る。

3.  日 月 灘 寺 阿 賀 商 陀 堂

湯前にあ り、謙倉時代の建築、方三聞の簡単 な小建物

で、且つ荒れ果て L ゐるが和様に! 者機及び天竺様を混

じ、 捨てがたいものが あ る。

v  8  

藤 義原

九 州 の 古 建 築

1. 人吉の7智弁附録制1枇、 それから市房 山範 に近

い湯前の ほとりに背蓮寺、明導守などがあ り、

南九州に於ける特異な風貌をもった古建築や石

造物が 見 られる 。失織を越へて i盆躍 に入れば、

三 月中襖が咲き楽の花が吹き婆の穂さへ出はじ

めてゐる 。春震の中に袋鳥 山を望んで郡 山八怖

がある。日本の商裁と云はれる l鐙懲の巾でも 111

に閣まれたー の桃 11ポ境、 この土地の古建築には

何か心を惹かれる ものがある。先木 山紳枇々殿

を本州に於ける最北端の古建築とすれば、郡山

八幡: i ; t : 殿は九州最南端の閥貨建造物である。常

春の闘に成長した古い建築事費式には i凌閥人の息

ふきが感じられ、更に その様式の中には 、閉さ

れた闘境を越えて交流 した他の地方の様式総路

が認められる。

1. 郡 山八幡本殿〈室町時 代〉

向奔校及頭J : t 彫刻j

骨骨

2  



4.  B.月 簿 寺 石 熔

ｊｬｩ＾ ｲｾ 爾 陀堂の前の草原に墓地がＦり 、 鎌倉

時代の屠壊や五輪第等があり 、 その中の九

京構及七震構には寛喜二年の銘あり 、Mれ

も岡賓となってゐる。

6. 錬 阜 の 眼 鏡 栂

九州には石造物が多い 、石仰、鳥居、橋

など色々ある。これは錬単の問I を流れる川

に架せられた石橋でニ主lf の大挑から成っ て

ゐる。天保年間の築造にかｾ lJ、 岩闘の剖il

平野橋を想はすものがある。石造古橋として

恐らく天下の ｾｬ きであらう。

永々紙面を汚し 、古建築新抄が鷲抄 にな

ったところもあり 、讃者訴氏に謝してこれ

を以って終 りといた しま す。

問 和 十 六 年 四 月 t 日

4  

6  

ポ

5  

5.  錬 早 J神踊土石鳥居

九州には此式の石鳥居が所々に残ってゐ

る。多くは慶長頃のものであるが 、務阜の

は或は室町に入るのではないかと考へられ

る。 J総高約十一尺 、頗る安定な形をもって

ゐる。

9  v  
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4話与〉

議ま

ｾ＠

ト 札 ，

主

防 火 改 修 ・ 孫 批 剣

磁 器t !TJ  

例へば、 『をうっぽり』といふの

は、 どんな梁であらうかと 、 中村博

士の『 日本建築商事5む の そ の 僚 を み

ると J 男梁』 といふ女字と解説があ

って 、更に 、『むねかど』の 閣をみる

べ しとある。様門の僚には岡があっ

て、男梁もは っ きり了解される。乙

んな風に字典をヨたから次へと引きす

すんでゆく乙とを 『孫 Ｕ｛ ｾ と いふ。

孫引にはまた WS econd ｱｵ ｯ ｴ ｡ ｴ ｪｯ ＺＱｾ＠ ｾｰ＠

ち、ある引例をそのま L 引用する意

味もある。何れにしても 、 造語原3，' I-P.

がユーモラスで、耳ざわ りもよく、

大綬よいことばだと思ふ。で、一寸

そのまねを して、 とんど 『孫、批列』

といふことばを造ったから御被露 し

ておく。まどひ はんといふのは 、あ

ることがらに就いてなされた手比列を

更に批判ずる意である。原批判を材

料にして再び批剣し又批列援りを批

列する乙となのでもある。

これは、そのことがらに封する原

批判者の解軍事や材料をそのま込利用

することが出来、輿論の見首もつく

ので、考へちがひを云つてのつぴき

ならぬことになる慎れもなく、異論

を立てるにしても最初からするより

は容易である。かわきりはむつかし

I

U
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世間には筆者の如き卑怯者もゐょう

から 、戎ひは孫批剣の流行 をみるこ

とになるかも知れない。

( 9 ) と く10)

さて 、『建築と枇合.Jl 3月放をひも ー

どいてゆ 〈うちに 、 ひときわ目立っ

て美しいE事実版が目に ついた。それ

はアー トの第7頁の〈め と ( 10)の潟

艮で、京都市に於ける防火改修のJ ' {

況を採録 し たものである。白とｾの

美 しい階調はなんともいへず鮮かで

とれが防火改修のような修繕工事の

産みだ したものは思へな いほどの巧

みな 、大臓な壁面虞理である。防火

改修といふような事業にも 、 こう し

て卓越せる意匠の力が働いてゐるこ

とは 、君事術の閣日本ならばこそとも

思はれ、京都の ゆか しい土地柄がし

のばれる。現場 をみないので 、 実 ｬｾ ｊＡｴＮ

任な! 感想を諮る ことは 禁物だが C".t

はこの心臓振 りこそ孫批判 の特異性

な の だ ) 寓 良 に み ら れ る が ぎ り で

は、まことに美しい意匠である。 こ

うして、大阪、神戸と共に掲 J隙され

てゐる篤 良を油資 して、 特ーに感 じら

れるととは 、京都のが一段と秀でて

ゐる乙とである。あながち 、 乙の

(  9  ) と ( 10) の主:¥10 : と限らず、JTf

都の分は 、( 1 ) から ( 16) まですべ

て、 よい印象を奥へられる。元従我

荷の先人感を以ってすると 、京都と

R事

u、」、土地には 、 ζ ういふ事業は不向.

きなように思はれるのであるが、こ

うした成果を童話民の上でみると 、 な

かなかど うして、京都こそは防火改

修のための衝であったかとさへ思は

れる位である。千年の j怒史の街、雅

びやかな京都が、 とうし て防火改修

や契機と して、近代的な感鐙をたく

みに慮 りあげ、 民の日本の侍統を守

ってゆ く委のけだかきは、 その影に

働〈建築家 引の非凡な努力もうかが

はれ、その優 し き心情は 、 ことろに

くきまでにうけ とれる。防空防火の

ため とはいひながら 、あらゆる機舎

に生命をみつけてゆ 〈京都の建築家

主主乙そ 、 日本建築界のために策をは

くものといへょう。 あリたけの言言語

差以って京都の防火改修障を賞讃し

てお〈 。

京 都 と 防 火

ところで 、仔細にこのま宮演の頁を

みてゆ〈と 、大阪の分は 『新築家屋』

であって『防火改修』 ではなく 、京

都と神戸の分が 『防火改修』 である

のは 、一昔盟会惚どう したことか。察

するに京阪神では京都 の防火改修の

みが一段と進んでゐら しい。 京都に

ついでは、神戸がや主主主み、大阪に

し、た っては貨施例もあまりないとみ

へる。してみると 、京都といふ街は

よっぽど防火観念の護法ーした市民と

防火改修に王堅持平ある建築家主主がゐる

にちがひない。古来、京都には『て

っぽうやけ』といふことばがあるの

ν くたびかの兵焚に 、津山な堂犠民

屋を; 脆かれ、『てつぼうやけ』と玉三・ふ
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乙とば が残って ゐるの である。とう

い』、歴史を持つ、 京都市民が火災に

封 して料I級質であると とは、環境が

人聞の精神 を左右する謹左でもあら

うか。ま た、京都は生産の町とは い

ひながら 、阪神の 如き虚大な る産業

都ではないから、 い きほひ、 『得る 』

ことより も、『守る 』ととに力が注が

れるとも 考へられる 。 それと 、なん

といっても 、怒 かな 四閣の風光が、

市民に 、 ととあると とをい とひ、 乙

: 482; を希ふ心 を植え つ けた と

とは否めな い。 一寸考 へてみても 、

乙うし た色 々の理 由に よ り、 京都に

防火改修が量産燥する乙とは 、裂の滋

然 であら う。それ に、家屋所有者 、

居住者、建築家、監督官、施 工業者

な どの人 の和もあって 、か くはさ か

んに貧施され、成果を あげつつある

もの と思はれ る。

批 判 i告 の 索 差

と乙ろ が、 乙の美 しい京都 の防火

改修の " 漢に添へ られた 、解説者の

ことばを鎮んマ、 驚 き且つあき れ

た。 wあの町 も、 ζ の町 も篤 農の様

な街風景 にな るとしたら 、 た とひ、

京 でな 〈て も、- !IlJi 考へるべきでは

ないだ らう か』とい ひ、 『表現波風

な ド ギツク 市見 処 を刺戟 する 袖壁 ｾｗ 奇

怪な俊貌』 などと 書い てゐ る。 とれ

らは司王者に とって 大事聖意外なこ とで

あるが、更に鴛く ことには 、筆者が

ほめ.ちぎった ととる の ( 9 と ( 10)

の . 認に ついては、『時局 のお化け 』

と極言 し、やや { 毎蔑的 な言語字が ヲづ

いてゐる 。

そ もそも との第 異欄の編斡さ れ た

目的は 、繍続幹事長の言からも 聖書せ

られる如く、 今芽を出し かけた防火

改修工事に 、E しい進路を指示すベ

〈、 現 j伏に批引l を贈る にあること は

明かであ る。 叉、京都 の部指笛解説

者も 『防火改修は、総 ゆ る角度か ら

協力検討 され た統制j指導 をや るのが

v  4 4  

賞然』 と述べてゐるのにみても J 建

築 と祉曾』が この防火改修特輯続に

よって抱負すると ζ ろの大なるは乙

れまた明かなるところである 。そこ

で我 々が不安 に思ふのは、編斡の大

なる 抱負 も、 この京都の都機首 の解

読者の如 き、美に t ，t す る感受の 鈍 さ

〈 戎 ひは 『表現波 ｾ W! Ii: J事』などの こ

とば に! 感得 ちがひせるこ とと 無期の

悪態 を以ってして 、果 して 、統制指

導な どの崇高なる目的を達 し得るか

どうかといふ乙 とである 。 そ とで、

批判をする人の素養 と纏 節の問題 が

考へられる 。

{ 事 絞 と lま

この防火改修 とい」ト窓底上の難事

業 をめ〈・って低迷す る建築家のなや

み に封 しては 、同 じ量定の谷頭に 、 中

滞誠一郎氏が、 『兎角あ tJ s努ち な夢

酔的i導統的文化至上総 を排 し、 勇敢

に防空上の要求を満た して行くとと

が必要』 といひ 『もし今日防空ょの

要求が澄形技術から除かれたと した

ならば、 それは日本刀を脅鋼で作 る

が如 しH 4頁〉 と云ってゐる 。 とれ

は亙に名言だ。 しか し、 そのあと に

織 し 『科隼的に検討 され た結論に

よって{事続を潔 〈捨て去 り、 新た な

文化を 創造しな ければ ならぬ』 との

氏 の言は、停統の語義 を絞 り解 した

ための誤謬に おちてゐる。仰統 を捨

て なければ新 しい文化 が創造 きれな

い などとはとんで もない。伴統 とは

現代が前代の規定 をう け、次代 を規

定 す るこ とであ る。現代は前代が沈

潜 して ゐる こと であ り、 現代に 運 命

づけら れ た次代がやが て来ると とで

あ る。太古 から現代 まで更 に現代か

ら遠い未来にわた って、 その とき そ

の とき の現代の連線せるものが体統

である 。 現代の欠蕗せる仰統な どと

いふものは 、 どこ の闘にも ないので

ある。今日本は アジア共祭図に新 し

い秩序 を奥へる 使命を 捲っ て、現代

の時をきざみつつ ある 。我 々の現代

はそう い」、現代である。我々 が組先

に針する後商であ り、 後衡に封する

胞 先 で あ る事ｾは 、 ζ の 伺の消息 を

最も明かに す る で あ らう。中海氏

は、現代抜 きの{ 導統 を考 へてゐるら

しい。 また 、と の京都 の都機'1uの解

読者 の信念に よれば、 体統とは 、京

都 の街に 、いつ までも紛のれんがぶ

らさがってゐ る事なのだ ら う。かか

る似前非得統主義者流に考へれば、

我々は京都を訪問する l時洋服を 着用

する乙とを 遠慮 しな ければな らなく

な る。

しか し、 か りに、 この似而非侍統

を認め ると して も、 この主富 良欄 にみ

る京都 の防火改修は美事 に この問題

を解決 してゐる 。 防火改修 に よって

京都は更 に京都ら し く、千年の傍統

を守 りつづけ る こ と に 成 功 し て ゐ

る。

批 ｾ ｊ をこ ととし、 指導を口に す る

ものの、索重盛に就いて再び考へな く

てはなな らない。

京郷人に告ぐ

似而非 i導統主義 を奉ずる のも 、京

都を 愛 するが放のさか、 と人 々は云ふ

で もあらう。 が、 これは京都 に とっ

てはおそら〈 主主感至極 な偏愛で あら

う。京都市 民諸君は、かか る怠見に

左右 される事なく 、防火改修に一路

遁治され たい。 r納壁の稜線』 がど

うの『雨納を揃へる』のとな まはんか

な御談義に まどはされぬよう申 しあ

げてお〈 。かか るけちな盤 見に、か

まはず、 どんどんやることだ。(9)

や ( 10) の ような秀作が現はれるの

は 、 ず ば ず ば とｾつ てのけた怪 我 の

功名 で戎ひはあ るかも知れない。 う

ようよ してゐる 盲批判者よ りも 、は

るかに す守れ たオ飽のある建築家濯

を泡へ てゐ る京都市 であ る。 熱意を

以って事業 を進めれば、体統に現代

の無線がこ もって日本建築歴史のか



との1 t 異欄の京都の部の捻賞者が

奥へた解設女中の批判の乙と ばは 、

この建築の答事者には如何に受け入

れられたであらう。侮践的な段々の

言語字は 如何な る 印 象 を 興 へ た で あ

らう。

批判を する者と、そ れを受ける者

とに就て 、長奥善郎氏はその著 『人

世銀惣』中に、次の 如〈 述べてゐる J. 竹はi E 月 から初 り、年の暮j乞我 アン テナを張る竹等、市中祉等の 手 洗

( 同脊62頁〉 々東洋人から切離す事の出来ないも 場に置かれ る竹の杓、I園燈裂の よ に

『義術の鑑賞に はよ〈あることで、 のである。 11 . 1 1 ち正月床の間に置かれ 銭瓶を釣る竹の自在鈎、煙 管に用ひ

好事家や鑑定家の所謂公平な満週な る松竹梅 の盆裁に配される付 、香 き る竹、刻煙草 を入れる竹筒 、竹 の パ イ

い鑑賞法 と作家 同志のきび しい一一 初めに用ひる鏡、後 の宿の竹林、門 フ¥正月七草の夕方から翌朝にかけ

否定一ーを合んだ、つっこん だ見方

がやく I 頁を造り得る事は明かだ。

ためらって 、お〈れると悔を千歳に

残すであらう。他の都市の人間の、

けちなお好みに迎合して、時代のE罰

金をにぶらすでな いo < . ず〈。ずして

ゐると 、丸焼けになるまでのおたの

しみだ。

京都l : 観る人に

京事容を訪ねる人々は 、 乙の街へ入

るまへに、との街に住む人選や、そ

の胞先遣が、今日までか くも多くの

枇寺古建築を守 りっ たへて来た食い

経験と手績を持つことを 考へねばな

らな u、。防空とか、 防火とか、古建

築の保存とか、日本建築の侍統とか

の問題につい ては、 ( ゆくとも庶民

的な防火改修事業については〉我々

から京都人に何も教へるところはな

い と 邸、。 我々が奥へる一個宇個 の

おせっ かいよ りも、京都人の血の:か

が、 一一今日まで京都を 京都 の歎態

に保った京都人の熱血の方がーーと

の都市を武装させ、 日本建築の純潔

を守 り育て る上にカがある。今、彼

等の熱血が、底力が着々 と防火改修

を貧施してゐるのを 、我々 として は

感謝と讃嘆を以 って 観るべきだと恩

ふ。如何に?

批 判 者 の 趨 節

とは往々一致 しな いもの である J

『その問題と四つに組んだ血みど

ろの死問をつづけてゐる作者と、は

たから娘しみに眺めて該博な書物の

智識や素人威しの事問で鱒裁のよい

評を するものとでは 訴があ はないJ

今、京都の部櫓蛍解読者が、 『否

定を合んだ見方をしたりｾ r該博な

智被で詳したり 』 してゐるとは決し

て恩はな いけ れども、批判を試みる

に笛 り作者に封する醗節と愛情に欠

けてゐることは明かである。

批判をなすに滋- って 、皮肉 や侮 言

は絶針にさ〈べきであって 、王手ら穂

節と愛情を以って批判してとそ 、始

めて 、批判と しての{ 買値が出来るの

である。批判は作者に反省を奥へる

目的を以てなさるべきであるから、

効果の現はれる方法によらねばなら

ない。作者を辱 しめたり 、怒らせた

りし たってf可もならない。 如何な る

無遠慮な教官もその教へ子 の拙作 に

対 してすら 、 ここにみる如き むどャ

批刻のことぽは未だかつ て奥へな か

った のであ らう 。 この一聯の批到の

女中 にも 、『地滋律のほほえま しき 防

火火委J なることばの如き 、一皮む

けば 『グロテスクだぞ』といっ てゐ

るようでもあるが 、 まととに巧みな

云ひまわしである 。また紳戸の部 の

櫓t芸者はその演の( 10.1 (  11 ) の軍事

民について 、『面白い例である 』とい

ひ『大腕なものである J といってゐ

るのは、同じものを見るにしても 、

まゆをひそめて歩く 人 と、ほほえみ

ながら行〈人とが想像されて 、 後 者

には親しみをおぼへる。この続のを

末、紫畑家の佐藤氏や山口氏の評論

は、 i可れも藤島博士の著書について

のずゐぶん; 章l意のない批判であ るが

これらをよんでも一向 I' C 反感を起 さ

せない。何故か、共，ぐ泣き 、共に笑

ひたい敏もちがする。これは批判考

の熱情もさ りな がら 、 その愛情と穂

節にi . t くものと考へる。

元 来、建築界には塁走々として働 く

作家が多 〈、批判の欠如はなげ か は

しいことであった。近来、 やや批判

が試みられるにいたったこ とは 、 ま

ことによろこぼ しい ζ とである が、

この京都の部解説櫓笛者の 如き 、 索

重をと研究とを欠告 、強節も愛情も な

き批剣は好ま し 〈ない。 などと云ひ

ながら、 か く申す鍍者ーこそ 、他人 の

調査を土台に して孫批剣を試み、 原

批列者に失越な言 を吐いた。念ず る

ところは、 ζ の『建築と社合』 を暖

かい激悩の乙 とばを以って満たすに

あるのであって他主主はないの であ る

から 、無をl i J i < くされることな し 相

共に携へて 、建築批判に努 力された

ヤと希ふ。

( 16 ・3 ・16)

竹 の 効 用 に 就 い て

山
山
山

'一壬.

'"  

治田
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望室釣りに必要な釣竿、竹筒物を干す 雨傘の骨粗や柄、事章稲の箱、gf . 天商
た方がまだ しも気が手IJ いてゐる 』と

物干牛、竹垣、竹1崎、炊事場に必要 の日除の ｉｾ Ｇｦ 組等々殺 さ 是ｊＳ Ｑｪ に見て も 枚
云ふの がある。 之程竹は南支人から

な竹のす ノレ、能、火吹竹、ア キン鋳
場に暇がない程ある 、 中でも山協の

愛せられ叉重賓がられてゐる。支那

其他子供の遊び道具と しての竹馬、
生活は竹細工が主であ り、竹に依つ 歴史に依れば之の蘇東披の詩句に依

幼児の終る竹の揺盤、老人に必要な
て伐されてゐる事は三角江氏の小説 って皐者文人の庭に永遠に i食らぬ竹

竹の杖、 鳥衡さ字、 四月の節句の料理
1' ::: 依って衆知の事と思ふ。 の流行をもたらし支那人 l亡竹の纂術

に出 される街、チマキを 包む竹の禁
老人 ともなれば或は盆裁に 、或は 的感興を 呼ぴ起き しめ た とある。

雨傘、 日傘を{ 乍る骨・組、提灯や和p瓜

廿古(1弘に自己の趨J¥.j、を見 出し 竹の杖
我々が支那人と援 して特に限に付

7i!熔;JE兵の骨・組、 扇や国扇の骨、虫

が必要になって くる。 死 しては葬儀 〈竹の効用を f少々 摘出 して見る事と

干に佼ふエモン掛、藤精子や藤テー

に種々の竹で作ったものが用ひられ する 。藤椅子や藤テ ープルの骨組、

プノレの竹付、竹製の; 京選、竹の日| 争

墓E専の前 lモは 竹の11: 筒が置かれる 。 答、麻雀、爆 竹、筆、 コキ ュー、 線

や策、竹製の敬物や枕、笛尺八の竹

3 竹の効用は古より現代に至るま 香の柄、物資 りが叩〈板、泊 を汲む

八都見の然、竹の果物銭、農家の段

で、 叉閏合と云はず都1Jr と云はず東 杓 、梯 子、t官、萱草主主家屋の骨材、

芸評用に使ふ種々の竹製の道具( 首長手

洋の各地に於ては見聞する 事が多 〈 下小屋足場材、大小種々の鏑ずル、

や.J'j，: 他〉弓 、矢に用ふ竹、竹の編棒

我々の生活と 不可分の閥係にある。 鳥能、花館、果物箱、百姓用具、棚

時: かき等、枚撃にj 呈がない程我々 人

竹は日本各地は勿論中南支、J 1{南互E 垣 、 夏の ｬ 反物 、 涼義 、 ｾ 、 務 、 子 Ｈツ

問の生活に関係がある。 E 月近 くと

細豆、南洋には至る虎豊富に. i 1 l ' t し穆 オンズ ー〉の皮、蒸誕の棚及議、扇

もなれば大掃除、煤有害に 用ふ健、竹

類も多い。何虎に でも産し手近にあ
の骨、傘の 脅及柄、竹の紙、主主や干

は一年中正月から春、夏、秋、冬幕

る事が人 間の利用し初めた一因では
物の筒、天 秤棒 や露天商の日除骨組

に至 る迄、叉靭 から晩迄我々の手に

あるが、竹の 強想性を 有し 熟度に依
偽の供養f ' Ct共する馬や家等 の骨組、

し叉見るもの が非常に多い。

り自由な形に出来、細 〈割jれる事毒事
正月頃子供に奥へる種々の玩兵の骨

2. 竹は正 月か ら初 り暮に至ると共

も主要なる要素である事は見逃す事
組等 々であ って、 見るもの 聞く もの

に幼児よ り老人 に至 り、 死 して迄切

がI到来ない。時代陀依 り其の使用方
叉手に採るもの竹の製品 が多いの に

り離す事が出来 ない。 田舎では生れ

法等は積々 型軽化 して 来てゐるし 、金
鴬 〈程 である。林誇堂や覇軍東放の言

落ちると竹の接笠の 中で眠 り、竹 骨
廊Z耳能時代には金腐が其の代用を務

も成る程と首肯される。

の乳母E震に乗 り、 竹の玩具 と遊び、
めてゐた 、最近に至 り金属の使用前j 4. 日本では古から 竹 は台獲の行事

竹馬に乗 り、 竹で作っ た紙銭砲や71<
限等に依 り竹の使用範閑が元通' り復

に関聯 され1ごゐる 、松竹梅等 とし て

銭砲を持って遊ぷo 1I、感校に入壊す
活し併其以上 に媛大されつ L ある。

或は盆栽に、互主は主撃に 、言書に我々は

れぽ竹の筆緩や筆や竹で f乍った鉛筆
以上一、 こに 述べた事は大慌日本に

見倣されてゐる。竹の 如 き祭賞 とか

ツギ、 石筆ツ ギ が 入用になって衆

於いて我々が見た り聞いた り1壁際使 良〈云ふ、其れ程愛され叉慕 しまれ

る。三、四年と もなれば手工には必
用した りし た事許 りである が、支那 てゐる 。竹に雀、虎に竹とは古 来か

ず竹の細工が付きものであ り、 凧の
殊 に中支那南支那に於いては 其の効 ら云はれ書脅に見叉子供の時か ら開

骨も編棒も竹で f乍られる 、五、六年
用 が居者範閣であ り、邑叉良民等には かされてゐる。後を吉野き虎を諮るに

ともなれば竹刀を持ち 、竹胴を清け
不 可依 の必需品とされてゐる 。林訴 竹の存在は不可飲の保件でもある。

エ布 、 ヤツと剣道が初る。竹の物尺
室生( 支那の大患者 にして米闘の哲製 竹は古来 より粋な ものに 利用され

は必ず用ひられ、竹の筆立も笛も作
博士〉に依れぽ『南支の農家から竹 その線の細 さと 詩情 とを愛され建物

られる 、大い竹筒は杓にも {乍られ貯
と其の製品を取 り上げて仕舞へ l' f"& に於ては7 ' . 1 < に回合家は勿論、町家に

金筒も{ 乍られる 、炊事や食事に使ふ
平存f泣具その{ 砲の九割を存ふととにな 於て も毅寄屋風の家とか、料理屋、

宣言も 、食後に用ふツマ揚子 も、頭の
る』 と云っ てゐる位竹は南支農民の オデン屋、ス シ屋等に其の粋と詩情

フケ 取 りも、耳掻きも 、幼から老K
生活と密接不可分の関係にある事は を表現されてゐる。

至まで必要なものである。 ｾに述べたｩｉｄ り である。
博多節に 『竹の牲にをの屋根 ー』

:f a'b}'{ の使」、梶、川 舶の苫、fs かき
叉蘇茨城〔 支那古代の大感者に し と古からｾ物とも結び合され叉貧に

の鴛や杖、物資の天草F棒 やザノレ、徳 、
て官吏〕が南支稿建あたりのー官吏 多 〈利用されてゐる 事は前述の遇 り

魚釣 りの能、釣竿、筏乗 りの筏や生字、 に ｴｲＮ ｾ され た時の詩句に『竹のない
である。粋な虎では床廻 り材と して

提灯の蛇版、扇や図扇の骨、 日傘、
家に住 む位い なら 精遜料理でも食つ 丸窓等の格子 に、叉天井等 に利用 さ
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れ、練J甲へや堅横の雨樋にも 、m恨

ｾ捌にも 、 園芸闘のー添景としても配

される 。回 fきでは構造材として も又

袋飾 材としても ｊ｝ ｾ < 利用されてゐる

事は岐に述べた通 りである。其の例

を修げれば木物とか草萱葺の骨材と

して、 叉杉皮仰へと して、 際ｾ自と

して、積々の抑縁と して、 叉;陥子床

板ぐ昼下) f七りにも天井にも 、濡 縁

に も、便 所、手洗 ‘ 議所の2聖子にも

利用され、 百貨備と して 、 位瀞道具農

事用具、女房兵、玩具、趣味用具等

に と り て 多 種 多様に 用ひられてゐ

る。 地方に行けば樋々の 土産品とし

ての竹細工も多 〈我々を 喜ばして〈

れる事は衆知の事貨である。

竹を 建物と切 り蹴す事の出来な い

のは 支那に限 った事ではなく 、日 本

に於ても 殊に農家に於 ては ｩｬｴｲ ｾ ￟ の遁

り然 りである。殊 κ 金目高制限以来凡

ゆる方面に於いて竹の効用に着目艮し

その効用の研究に 、或は賞用化の繍

大に肉じっ L あ り、我が建築界に於

ても竹筋、竹ラ見 書事の研究が縫め ら

れ、市場に も出初めた事は鍬材不 足

に原閃するも時節f丙大いに菩ぶ可官

事であると共に凡ての建築家が之れ

に蹴心を持ち、研 究 し寅験 して、 鍛

材不足 Yζ 竹を以 て何 とか切抜かなけ

ればならな u、。之 こそ我々建築家等

に諜せられた一つの職域悲公の貨践

でもある。

S 竹 のがJ 用は貧 κ 俊範閣に渉って

ゐるが、 叉竹の穏類も 3買に多〈 、 1t_!:

質も叉共々相異してゐる。竹の効用

は竹の種類に依って必然自(J に決って

来る。竹の種類とか叉性質等 に倒し

て参考多々あるも建築世界、十六年一

月抜から初つてゐる渠 山寛氏の竹 筋

コンクリート概論を 、 文建築雑誌、十

五年一月続陀も竹及竹筋に関して縞

氏が猿表してゐられるから参照され

たい 、 朗十六年二月続にも竹材に関

して悶 f，t m. 次氏が脊いて居られるか

ら参照され皮ぃ。竹の種類及性質並

に竹筋に闘し亡の好資料である。

竹の効用に就 v 、ては此の位に 止め

特に建築に閥係あるものをま とめ て

使用個所とか 、其他に依り次の湿 り

効用の分類をして見た .，

一、装飾的に使用するもの

〔イ) 添景として

1. 庭闘に配される竹林

2 床の間等ーに即される盆栽

Ｓ 竹 寝ｾ竹棚

( ロ) 装飾 として

l 床柱等床の間旭材

2，天井廻材守口悠姐材 ( 竹ベニヤ

も含 む〉

3 腰初 日等の袋飾 材

4 務縁、使所廻りの主主の子

5. 屋根葺材

6，手摘さ宇階段廻 り材

二、構造的に使用するもの

( イJ 本 工事用と して

ＱＮ 草萱葺等のｾ年治材

2. 竹筋、竹ラス、 木鉢竹

3. 桂梁等の縦横材

4. 竹釘等

( ロ〉仮設工事 用として

! . 下小 屋構造材

2. 足場材- t ; J J

3. 積々の支柱、 横臥材

三、附絡的 に使用す るもの

1. 軒の穂積樋

2. 竹レ ーノレ 、竹 戸 車、戸 i骨

3. 庭 闘の池笥「へ引く竹管

4. 積々の 押絵

四、備品として使用するもの

ＱＮ 卓子 、 椅子 ｩＧ ｾ［ 家具材 及其Ｇ商材

2 電灯 君器具材

3. N.i 類及日 l徐の廿ta

4. 書棚、茶棚、傘立等

以上のタト枚皇居に遣がない程ある故

此の i立に止める。

六、最近笠宮型剣策と して商都市に防

空域が厳に設置される傾 向κ あるが

出来る丈け{ 重々の竹林を喫附 して 都

市 を総化すると共に竹林の下を防空.

「悶; ) -

1象として利用する i協・に す れ ば耐知的

であ り叉列、に迷彩ゃを施す必要もな

〈、者11市 は総 lじされ、竹 材はよ り以

上 に畿笥に なり、より以上に竹材の

f 註f 二

利用範 l沼地: 蛾大 され、我々の世活 I首

にー制機を輿へるであらう。

( 散〕一 、古 よ り地震の時は竹室長に

逃げ込めば安全だと云はれてゐる様

J亡、竹の恨の縦横 に繁綴して ゐる1 K

は地震の際の 勉裂は他の民主よ りも砂

い と言は れてゐる。此の裂を利用す

る事は筆者の 翠なる空想ではあるま

U、。

( 註〉二、竹の利用範闘が部員大さる

ればされる丈け其の佼用量も槍大し

て行〈 、殊に木製 ペエヤに 対 す る竹

製ペ z ヤや木綿騒i息板に量J す る 竹 綿

廊j息板のt U 現やス 7 にま持する竹総維

の 化 経的研究に依るｾ 用品 も近き 将

来に於て 1Jl: 現するであらう。 日本に

は竹は何虎にでもｾ し 多量にある と

云っても限f i ( があり不足を来すとと

は必定であ る、共の時 K なって竹林

の宣仰や奨励では手後れである。今

からでも週 くはな いか ι 竹林 の奨 励

と裕産を然す可きではあるまいか 、

竹は木に対 して共の生長が単〈三、

四年で立汲に使用慣他がある事を忘

れではならない。

定豚興閣寺三天慶観玉皇殿の

建築に就いて

(  1  )  奥園寺 ( 第 1 fGlI) 

興 閣寺は ー 名禁f苔寺と税し 、 定県J¥

イ三 本.J'
，土・

刀τ ij 1.. 

妓 内東北 の衆春闘の東南にある o 1監

修奥 閣寺神記に探る と、大金大定 18
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れる 。

是が建策年代は蔦古 流芳の 大明成

化 8年と 隠i じて支障無いと思ふ。自l

ち1j i 板坊を 用ひた ζ と、f八梁 と瓜柱

の構法、之与は明 らかに明代 とみら

れ且つそ の隅郊の構法は、正徳 7 年

( 西紀1512) の大道観正殿の特異な

構法の先騒をｾすもの

と考えられる。

B ) 碍格: ( 葉』菩〉

( 第4. 5. 6. 7.関〉

卒商 8角形の碍謄 2

: u ; は大雄賓殿の 北方に

中軌を狭んで正 しく F局

面して建つ。定勝藷志

に縁ると r'率格在宗成

卒中興 科敵寝間建、在

令子

衆春国側、明洪武末都

一一一一「 督卒安鍍塔時事以 主主 城

一 一 ｾ 11 架 - ｾｲｪ 鎗篤戎器」とあ り
o  0 1  11  

j: Ｂｾ 、 'l - 1  1 1 、* の成卒年間の創建

」 7K U! |で 萌 の 糊 年 中 城 墳 の

二- _ でア10 1 1 1 築造の際 、破壊さ れて

咽 I I  i  その草野材は築城の資材

|  に使用されたらしい。

従って現在の第は は其

のl古の再建で 、創ち本

務は塔面の碑 に「前住

上生軍事寺退院興 関寺第

一 代閉 山住 持 賂 山 喜

公和f句建立之培、音大

明 成 化 乙 未 成 次 庚 辰

狭間 日献」 とあ り明の

成化の建造を示し叉西

絡は 、向島菩面の神に

「興 関調寺献 十方三世

南無多安 如来、諦償請

金問I j 経一歳観音経一旗

建立資格一座、自成化

十六年歳次庚次三日辛

己目立、 信人考 痢 傑、 同窓了氏妙

義」とあ り、同様、 明の成化年中の

:再建と考へられる。

耳u普は基壇な 〈、笈測す法は 不規

)l . l ] であるが、正八角形の平面計脅で

あった事は容易 に推せられる。 会 商

内部は 天 井無 〈小屋機造を鍔; 出す

るつ木部は総て朱色塗 りと する。 小

屋組は簡易なmね梁の構法であるが

隅郊に於ては机梁、 ;坊 予 を 周ひ、

坊子 の上に 瓜粧を載せ、事事簡を受け

る。極には返 り無 く柱向にて 勾西日を

望号じ外部にて怒 りをつける。 @il ち鐙

年 ( 西紀 1178) の有1] 建で 、洪武 1: 年

成{ ヒ元年、; u靖21年、乾隆33i手と数

( 1  

次のZ町長を総て現在 に至って 居る。

囚

ｲｔ Ｍ ｾＭＡ＠

置E  

N  

O  

1

1

1

1

1

1

6

 

司

・
ea' 第 2 闘 ・奥 濁寺大雄賓殿正面

第 ! 図

書I j 建鎗初の規模に就いては 、重修

奥 羽寺碑況に「奥閣寺在吾中最ｾ営

斜j殿宇m樹廊腐周有 二塔機逼雲l 1 J 後

石像ｾ盟主持 見 越地 歯而 秀形勝而紀歳初

衆春之策在馬車を苔儒ｾ遁者往往絃蹄

相織蓋名也( 下 略) J とあ、り、 殿宇並

び 2 ; 1去の培、 石併のあ った 事が知相

られる 。現在大雄費殿 l 字、神港 2

基及大金ーた八歳戎戎歳三 月十八日 の

銘あ る石艦 l 基 遣すのみで松韻郊々

とし て徒らに往古を 偲ぼ しめる のみ

である。

註 1) ) } 古流芳に「大明成化 8 年

都御御史張公訴Ｇｾ者起而修葺

之」

大 問 主 開 平 白 図

進法式各三十の「林縫君事問 J の方法

と酷似 して 居る。例11' 象は E 商に高 さ

約 9 尺の毘麓倒、左右に親告、向背

後に高さ約 7尺の如来像( f 可れも塑

像〉を安置 し、 : 全自豊の百d署方法は蘇

州圃妙院三清殿 と同一系統と考へら

〈第2 第3潤〕

3潤3面本瓦葺4注主主 り南 l面して l 重

の法壇上 に建つ。 β] 壁は凡て碕造、

二軒にして斗扶無〈卒板訪を置き牲

に肘木を取付け梁を受ける。隅木は

外部に長〈突出し端を龍頭で覆って

居る。外部は総て極彩色、壁画朱色

桁及小梁は 朱、盤 、資等にて幾何接

的紋様 を歯 〈世

v  4 8  
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20.3)尺、軒 高 15. 88尺 、 l 漫 '1 .70尺

- 2. 40尺、 市1訂正証i I' C葬製 を彫刻j し

そのよ部 に石殉をはめ 、 廷にそのよ

却に悌筒4C慌 をyj むつ 仰閥の形式年

第 4 悶 ・奥 羽:寺東繕j

第 う図 ・興関寺 西t斉

代 は元代 の如〈 。

元 代の形式が現代に Jk ても踏 襲さ

れ た事を立設し 、 叉、 問壁の 他面に

ほ 窓 形を造 り、 3湿の俗子Wl をレ リ

ー7 する 。軒は 三斗 組二手 先の組 物

で支恥られる こ 軒、縫製は ! 可れも 長

方 形 とする。 ド昂 ( 尾律〕の摘は直

角 に切られて居る 。 要頭は 力強 くを

き揚って令i止の 上部 に納 まる 。判l角

補[乍等総て安.!ji.県系翠 油関 に再古ー似 して

( 2  

居 る。 今斗tJt の賞浪Ij 寸法と密造法式

の比例を封精 してみる と也 斗通商 を

! とし た場合次の 如くなる。

名手得 賞 iJ制 比 例 営 造法式

寸 訟 の 比 例

憾 斗 ｾ ｩ 査 長 . 5 '尺 1'(， 1  .  (j 

底 長 42 1. 1品6 1  ， ｾ＠

J面 高 .35 1  1  

h j ;  

、 • r#  

X £ J F  

西

埼

21 :E 己 図% 。

第 6 闘

弁て? 否斗 i実

第 7 間

ｾｰ ち 殆 ん ど一致 し て居 る。相輸は

石造、屋根 は本瓦葺 き、唐草は線見先

る。 以 よ よ りして 、碑面 記載 の立日〈

明の成 {七年 中の建築でそ の后議官事は

無か ったもの と断 じて 良い と思ふ。

れ 1) 宋孝宗淳烈 6 年 の干年建

2) 元 fi: i;点京大1:1; ¥10年 の 建 造

内併は金高 20，62尺 、一 滋2.70 ー .

32尺 、軒高 15. 55尺 、構造形 式共に 東

燃と略 同 様なる も ＡＱ ｩ ｾ 備を長 〈日 ｩ し 其

の1J ii 'J を1即1土にを きJ込む。軒 は:z 軒 、

1i'咋は 泉 市と 持Di 起々きを異に し、 少

しく ，'if; '1重であ る。 父、陥 子担l も来場

上 り織切で ある 。 同様f;'!，1而記載の 卯l

く明代 !友化年 中の建造と 思 はれ、 本

1( ; と前 J可し て"主注 されたと考へ られ

るυ 有1) 処 ι { 4J 民りの石備は 今は 無v 、

が、 附近に 白内;守 主税 する 一 小 寺 あ

りその忍 l坐を越 し C 居るが 、金 {そ の

特 長 を良 〈表は して居る。

(  2  ) 天慶観玉皇殿 ( 第8.9，10悶〉

域 内北門東側 にある 。 j東名を 興 組

宮と 言 ひ、北5およ り天慶観 と改稿 し

た。 現夜、清 f.i: の建築 を l 部 と、 明

倫 埼一年 中の鍛 獅子、( 古物陳列所 門

前にあ り) 1封を遺す のみ である が

、 他に後部 の高謹上に ミr 皇、三 容の

2殿を

遣 して

滑 る、

一般に

商議 !銅

の名で

呼ぼ れ

玉皇鍛

を業 主

瞬、 三

容 殿 を

PJ'Jキ 廟

と俗務

4  .  されて

/ 10 

居 る。

玉 皇殿

は選ょ の白東側に三容殿 と相 並んで南

商 して建 つ車}奇4 注本瓦3平時 進径の

を努UU' 簡易 な もので 、銀 ;正には鬼面 小 建築である。内外共に斗耕無 く、

を刻み明ti: の特 長 を良〈表は して 居 前 述 の奥閣寺大雄費殿或は大同義化

4 9  v  



註 1) 劉l敦禎ら河北省西部古建等

調査官己圏在

P42 

2) 向 上 P43 

し、 その 上郊に 、人字形に梁を渡し .

同時梁を 更にそのよ部に架 し、そ の織

は壁面上にのびて敷桁を受ける。 I1挺

湖壇は後代の重修で何等装飾無 き粗

維なものであ り、叉、 l昔H笠

の壁I D: も武人を 彩脅するも

守* 凶殿と同様に 、 側位上 十こ4' 板坊

をi設〈簡易な形式である。内部の架

燐 ｽｊ 法は天井無〈北京附近の亭 Ａ［， ｾ ｾ で

見得けられる採に梁中央に小梁を架

Ｇｩ￈際城内出土の明ｾ附

問機精米のものである 。 入

( 第111濁〉

現在妓内古物陳列所に唐代 の狗 葬

用 と倍 ぜ られる明器が 2伺 ある。索

焼の 小建築の模型であるが、 富時の

位宅の形式の 1宇を推し得る 遺物で

口扉 は 破 壊 し て 現在は無

い。軒は二軒、地 種 図 形、

彩色は不 明 である。

その建造年代に闘しては

天度観内の荷1 M? 年の創建

鐘楼記 に「正徳辛末郡入 ｾｊ

ある。 l 個は 勾記屋根を 附し、棟瓦及

降 り棟を つける。叉 l 偲は 際 屋 根

で、 梁端の装飾 化した如き尖出をつ

綬采以蹴後丘陵高不可捻乃

削肯 ｉｊ 補梁糊ｾｾ 上 建玉皇殿
ける。是に按ってみると、 官昔時nrc

勾N e 屋根陵屋根の 2種 の 構 法 が 一 般

に行はれた と考えら れる。

以 上の調査は筆者が昭和 12年より

昭和 13J: 手迄、 定理軍に駐屯中主事務の余

暇に行っ たもの であるが、何分、寸

畷を割い ての務査であ型、充分調査

し得 な かっ た里占も多々あ ると思ふ@

其の盟占、識者 の御叱援を得ば率甚で

ある。

i

l
，
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賀 ｾＸ 悶 ・ 天度観玉 皇 殿

四盈云々 」とあり 、 明の武

宗 正 徳 6年 ( 西 紀1511 年 〉

に君 ｅ 人 ｾ ｊ 綬 乗が 、 廟の後方

の丘陵が余りに高きｾめ 、

高惑を築き 、玉皇殿を建立

したと恩はれる。 r河北省

西部古建築調査記略j の著

者 、 ｾｊ 敦禎氏は 、 大道線正

殿とその建立年代が僅かに

l 年廻れるのみなる事 と、

その架構方法からして同一

系統であ ると断じられて 居

る。現在 ( 昭和 131f. 4月〕殿

( l  

前 に 2 偲の礎石あ り、 往 時

前殿があったものと推され

前殿があった とすれば定奥

島県慈雲閣の 如〈 、捲棚式の.

ものであったのではないか

と思ふ?

'f: tf 砲 至 宝 fl
匡 ヨ

匡三 -・-' -i.!_ムニ. . 箇."令"

園9  第

M 

b  

第Ilf薗 ・唐代民宅〈狗務用〉第10図 ・天 慶親王皇殿内部架梁
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" ・・・ 日 、，

本 協 曾 員 中 軍 務 公 用 者 氏 名

前説殻表後に於げるみ・協令員 中*1場公川将下記のi且りでありま す( 受付 11国)

ヂ?

曾 員

故 須 藤 員 雄 氏

昭和 16年 2 月28 日 評議員須藤

員雄氏病を以て長逝せらる淘に哀悼

に犠へず。設に照宵と略ｾを潟げ 讃

んで弔意を 表ナ

l . 氏は明治37年 2 月28 日高松市築地

町48番地K 生る

I 大正 8 年 3 月大阪府立西野回戦ヱ

皐校建築科卒業

l . 同竿 4 月波遁節建築事務所に勤務

現在に至る

l . 昭和 II 年 l 月8日本舎に入舎

l . 問 15年 II 月2S 日本合評議員に嘗選

L 問 16年 2 月28 日逝去享年38歳

昭和 16年3月! 日自宅κ 於て葬 儀 執

行本曾より常務池岡 宮彦氏食事事の上

下関吊詞を代議ナ

弔 詞

本協曾評議員須藤員雄氏の長逝を

傷み設に本舎を代表し諮みて哀悼の

員 制 i l: f苦 良¥¥
-;{J， 

窓を表す

昭和 16年3月! 日

i f t : l : 閣法人日本建築協合

合 長 工 星 島 博 士 片 l河

常務ｾ ( 第 6 間〉

毛主

時

所

3月24 日午後6時205) - 8 時

倶楽部議

出席者 理 事 今 林 則 合 長

常務 池問主記、北垣主昔日

中西主記、重苦中主君己

大下編輯、小林編 斡

言葉 事

時

所

l . 都市 武装促遜幹事合 より 幹 事 委

蝿方要求の件

2.建築事舎 と共同主催に て防 空 務

主主合開催の件

3. 材料委員合よ り建具材規格検討

報告の件

4.大政翼賛合 より 合誌寄贈方依級

の件

5. 警官己貸宇級車R出の件

6.蝿託採用の件

7.給仕解傭主主採用の件

8. 舎員詮衡

常 務 曾 ( 第 7 回〉

4 月7日午後う時30分- 6時30

分

倶楽部室

出席者 理 事 井 上 則 合 長

議 事

常 務 北 垣 主 記、王位主記

中西主記、芝問主百日

絵久保主計、岡 田繍

斡、政岡編斡

1. 4月世"h舎に闘する件

2.満洲土オ守主lt 築業協合よ 早雑誌 交

換カ依頼の件

3 東京古I t $i i f究所よ り防空壕パン

プ レツト出版方願出の件

4. 函館今チi 百貨庖より防空壕資料

展開催に闘 し指導方依頼の件

5. 第一土地建築株式舎前土より防空

壕反軍Z良被潟方依頼の件

6. 朝日新聞東京本枇より雑誌寄贈

方依頼の件

7.3月例合講師謝超の件

8. 紀念事業 に闘する件

9. 臨時廊採用の件

10. 曾員詮衡

報 告

1. 3月例合終了報告

時

所

2. 建築聯合協議委員合第 l 回舎合

報 告

3. 科隼動員協合よ り援助方依績の

件

4.三越よ り浪費舎終了挨 拶

5. ピル 内隣組成立の件

6.3月分合計 報 告

7. 出征入塁手除隊報告

主 re 曾 〈第 5 図)

Ｔ 月 Ｔ 日午後 Ｒ ｾ 寺Ｍ ｽ 時 ＴＰ 分

陳列場

出席者 池問主記、玉置主記、中西

主記

l. 建築皐舎と共同主催 K て講演舎l澗

催 の 件

2.防空壕炭に闘する件

3. 3月例合紐援に閥ナ る件

5 1  v  



，. . 女子臨時雇採用山件

う晶紀念事業の件

材 料 委 員 曾 t  第 6 fi ll )  

時 3月18日午後6時 30分- 9 時

所 倶 楽 部 室

出席者 委 員 長 絵 久 保

幹 事 樹

委 員 前 野、道出

t. 建具材規格の検討終了に付常務曾

に報告の件

材 料 委 員 曾 ( 第 7 凶)

時 4月10日午後 7 時 - 9時30分

所 倶 集 部 室

出 席 者 委 員 長 松 久 保

幹 事 柄 瀬、榊

委 員 商 都、 話回 、矢 代

t. 木村品等規 格 中 核 類 に 閥 し 検討

陳列場総司E曾f 第 6 ful ) 

時 4月8 日午後7時 一8時

所 倶 楽 部 室

出席者 幹 事 長 池 田

幹 事 野 中、中閥、 矢田

若 山

1. 次回援示舎に 闘する 件

t . 材持研究合座談合に繍する件

郡市武袋促準幹事舎、第 2 fHl )  

時 4 月5 日午後5時 30i)- 8時30

分

所 倶 綾 部 室

出 席 者 幹 事 長 池凶

常任 幹 事 井上、竹 内

幹 事 澗湾 、谷、王寺岡

内藤、樋口、政

岡

t. 防空座談 合 並に防空壕浪費合総; 白

及;伏況報告

t . 防火改修 促 進 の 件

t. 大講演舎を各地に開催の件

l 防空軍事演合開催 の 件

1.建議事項並に パンフ レツ ト議行に

闘する件

曾害事総事曾 ( 第 4 問〉

時 4 月8 日午後5時 30分 8時 30

分

所 北みｾけ

出席者 幹 事 長 谷

v  5 2  

常 伝 幹 事 大 下、 111入、 北

塩、坂口

幹 事 石 井、芝田

1. 5.6月見塁手先に脱す る件

t. 事業計愛に関する件

三 月 例 合

時 3月30口午後6時30'，)- - 8 時

305} 

所 株 式曾祉大林 組

出席者 池田貧民外約 i O名

t . 午後 6 時 30分池田主記常務開舎の

挨拶を，i ! b ペ女部省より併用のフィ

ルムの都合により開催日を一日延

期したる事情を附言 の上講師

文部省宗敬局保存課

技 師 海 鳥 英 太 郎 氏

を紹介す

1. 世豊島講師はヨドタ上映の文部省製作

文化映禽 ｲ ｾ 往生寺 ｊ rニ僚妓」の

古建築に闘し約 1時間に亘り熱心

なる講演あり

l 午 後 7 時30分 より下記快音簡を上映

イ、相撲の鍛練法 l 巻

ロ、大同石偽寺 ｉ ｾ＠

ノ、、室生寺 2各

= 、ニ僚妓 2巻

l 午 後 8 時 30分池岡常務津島講師 K

，封 し害者僻 を述べ一同拍手して感謝

の意を表 し盛舎慢に解散 す

見 事曾( 合勢幹事合主催〉

時 3月15 日午後 1 ＱｉｻＢ ＭＶ ｾｻｦ ＳＰ ＵＩＭ

集合所 関念上六軍事

廿l席 者 生 回 種 治 郎 氏 外22名

1.午 前 11時 15分差是電車にて一同商大

寺軍事下車秋篠寺に向 A、

1.本 日の案内並に説明者と して特に

井川定度氏を煩し同氏に より 詳 細

なる 説 明 を線きつ込同寺に参詣隣

費等見直竪の 上 徒歩にて平城宮祉に

向ひ盗に御陵を参拝の上法華寺に

向ふ

l 問守に於ては尼イE?の案内に より内

陣凶賓空事手ギ椴次で隣 りたる 海 竜 王

寺の荒療の* 去を観察し不i昼守に向

」ト

1. 同寺にて茶の接待を受け持参のパ

ンにー 問元気回復夫れより嗣賓本

陣等 秤観の後五喜堂を見皐 悶 寺 を 訴

して更に徒歩を縦け輿繭院に至る

1.1司院に於て北川氏よ り縁起さ字書事訴

後大 下 幹 事 案内者及参加合員に対

し挨拶を なし茶菓の接待を受けた

る後本堂 並に茶室を見感す

1.午後 6 時間院にて本日の怠義ある

見皐舎を無事終了一向隠怠角手数す

見事審 ( 合勢幹事曾主催)

時 4 月12日午後2J 手30; 子- 6 時

集合所 トキワ 合 板 株 式曾 枇

出席者 相川 緋ー 氏外27'各

1.午 後 2 時40分プ間集合所員の案内

に ど り工場内を合板製法工程に従

ひ 1時間30¥} に亘 り隈な〈見直堅一

同大いに認証量を深む夫れよ り再び

応 接室 に 休 憩 茶 菓 の 接 待 を 受 け

4時30S} 同首士を僻し第2の足感先飽

稲寺大仰に多詣更に永磁寺に向 ふ

1. 同寺本堂に一同集会参奔の で上位儀

伊藤光信師 よ り 維 新 の 志 士 演芸喜三

郎IEf:請の屠肢せる経緯を詳細目歴史

的に講演あり、笛時使用の貧槍、

僻 世 の 歌等 を見聞一同深〈感銘せ

り

l 夫れより溜正信の墓参をなし薄若手

Ｖ 時 ＲＰ ｾｽ 本 見書 ｅ 曾終了散舎す

• • 
大島減一良11君 京 都 市 右 京 極 嵯 峨 大

門 町38 C京 都 府 枇 寺

諜〕

岡 竹 時 夫君 港区抱月町3の2 ( 吉

崎工務庖〕

IJ 、 島 正 厳 君 住 吉 直 阪 南町 西 2 の

31 二葉荘( 大阪府建

築課〉

阪 本 信 一 宏 南 麗 阪町23 ( 賛否棋士

地 株式曾融土〕

末 松 賢 治 君 京 都 市 中 京 極 壬 生 師

ノ宮町9 ( 株式曾量士



( 末絵工事事応〉

〈湾不動産株安曾鮭〉 黒柳丑男君、耕守正七君、佐瀞武夫

図中 陸童市君布施市足 11:; 1の21( 育

図: f j f曽 太 郎 君 京 都 府 何 臨 郡 吉美村 君、永田丸夫君、松本彦次君、宮 崎

崎工務肱)

字恩( 郡是製糸株式 鉄 二 君、山本積三君

国' 1" 還 夫 君 北 直 茶 屋 町38 : 5' ケイ

合最士設備課〕 地 方 曾 員

耐酸火防水面士大阪管

絵 図 一 馬 君 顧 問 市 灘 院 堀 端 竹 中 上 原 三 郎 君 草 草 原 幸 信 君 、 花 木 長

業所内 ( 同量土〉

工務底繭岡支底( 竹 作君

寺岡 好. 君兵庫県革、武E京都本庄村

中工務府 〉 特別賛助員

7号木524の3 ( 白書f )
特別賛助員 大塚祭治君、石弁正夫君、 !I 、瀬戸源

寺戸 常三 郎 君 京 都 市 伏 見 直 深 草 南

荒 弁 正 一 君 西 区 梅 本 町40の l( 有 三郎 君、松田貞雄君
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高木房吉君兵庫県系I i l漫郡立花村 Y  
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大西237¥有限舎前玉村
曾 員

事事務所〉

関商合大阪管業所〉
国中 元夫君兵庫県系川溢郡立花村

植岡亙三郎君 普 i扇賛助員より事事絡

高岡宏一郎君 ｾ同市片山 ＴＸ ( 海外
7)<卸 日 茂37

川上
穫君港区西問中田i J の28

J通商事幸式合最士大阪出
後出 f背範君 m医大宮町8の8江 南

〈自管〉

t長所J
アパー ト
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枇 IfH長 所 建 築 部 内
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町317
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辰二一一! J
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雪量電所気付円産土木
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加 工 品

69 

70 

100 I洋室家具段飾 中原家具量産飾庖

朝日鎧スレート、波形|朝日スレート縁式令祉! 101 

スレート I  I  
71 

72 I防空用旭暗幕 i旭レール株式含批 I  102 

1  103 

73 

104 

74 1.r./Z = - ツトパイプ |野関合名含量士 波型石ｾスレートＮ石

105 I綿 λ レー h 光り波型|日本スレート縁式含紅

ガラス

75 I常 騒 用 欄 問 、 同 床|鍋要校町エ海

106 ｉ ｾ 盈性ライト 日本キ幸殊鎖土株式含量士

76 I左官壁材料一式 問町育宏本底

107 I洋 文 各 担 日本洋京株式舎量士

77 

回中式防空暗幕、特許

モリノイト不燃板 |有限曾鮭回中衛合

78 慎 重言 説 賢 官 、 冷 媛|理化皐興業株式合泣

108 l時 参 考 塗 料 見 本 |関 町 ン ト 間 近

A  1リノドーム、 p ノ91東 洋 リ ノ ド ー ム 嗣

イル、 日ノウオー ル |舎 註

79 

BI 防火浸塗剣セロン |伊藤元商l占

80 

81 

82 

83 
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Dl  Iやよひスレート
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日本陶総量士

松井商底
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編

後

「目に青葉」の五月慌をお扇けする。

ｾ ，、，、，、 Ｒ

輯

言E

先 、 ｾ 行 の遅延 し たことをお詫びする。 言諜が ま

し 〈なるが、本競は最初たて込ゐた編輯計癒をある

事情で念に型軽更した L めに 、 すっかり汲定が狂ひこ

んな番狂はせを演じて しまった。

都市武装促進幹事舎の似 しになる「防空に闘する

座談合」を始め 、柴田大佐の「空襲の貧相と防 空建

築の着服に就て」なる讃み物二つをこ与に提供し、

時局下、 翻心のたかまりつ込ある市民防空壌につ い

ての批判、或は空襲時に到する認識を深め得たるこ

とは都市武装促遂の気運隆輿にーさう拍車をかける

建 築 と 世 曾

第 24総 第 5 盟主

l加 5 0 a  ( 郵税2銭 )

毎 月 l 回! 日 賛 行 定償 ⑥

12却]" 6 図 ( ｾ＠ 24銭 J

昭 和 16年 4 月25 日印刷 昭 和 16年 5 月 l 日後行

事費行・ 編 特

印 刷 人

戸 Jl I  ｾ Ｎｌ＠

大阪市北原朝日 ピル日本産築協合内

印 刷 ' 所 プ ラ ト ン 印 則 前t

大阪市西阪江戸姻南蓮 2 丁目 13苦手地

事走 行 所 2更 日 本 建 築 協 合

大阪市ニflJ 院中之島 3 ノ 3 朝日ピル

包 括 長 北 漬( 23)4501番 ( 9)

娠 筈 口 座 大 阪 3 9 9 7 5 番

待約販寛底 柳 々 堂 書 庖

大 阪 市 商 阪 京 町 沼 羽 子 板 橋 荷

包 括 土 佐 堀 2 4 4 0姿

態管口座大阪2084香

禁 輔 載

本践に掲蔵せるものは、一切こ れ合無断にて

車軍事2し叉は皐行本に上梓その他 の複製 行錯i '

- なす こと 令祭十。

編 精 常 務

大 下 順 三 郎 岡 田 孝 男

政 同 法 次小 林 清

ものと 、編者の喜びとする虎である。

然;座室も今月は今迄にない活況を曇し 、殊に「防

火改修 ・孫批列」なる好讃み物を得たると とは、此

叉編者の最も欣快 とする成で、今後もか L る誠司戸物

を紫煙家に投稿されんととを切望して止まない次第

である。

本協合主催になる「市民防空壕l長j についての報

告を 、本伎に なすべきであったが、 これは「誌上、

防空資材反」の関係上次放に廻すことにした。

贋 告 掲 載 料 金

45，00 

後 附 I 1 頁 I 1 同 2 5 0 0  

後 附 1 Y2頁 I i 悶
15 00 

記 事 中 l 九' 頁 I I 悶 I 20，00 

; (中山号!十?に:

表 紙 3 I  )( 頁 I I 閉 I 20，0つ

表 紙 4 I  ) ( X{  I  1 阿 I 30. 00 

成告掲載御申込は本合へ直接線ひますc

ヱド誌智頭御注文はすべて前金で 本 合ia扱 久

は待豹) . 5 へ、仮替貯金又はよ毒事幸で御拐i込を

願ひます。郵多代用は一割増、代金 引換は

お陵i 1 ) 致します。
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